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序

埋蔵文化財はすべて、現状保存されることが望ましいことであり、

各種の開発事菓の実施にあたっては、つとめて保存されるよう要請

しているところであります。

県営圃場整備事業地内に分布する埋蔵文化財の取り扱いについて

は、これまで関係の各機関と協議を重ねてまいりました結果、保存

される埋蔵文化財も年々増加しつつある現状であります。

昭和54年度においては事業地内に分布する 42件の埋蔵文化財のう

ち、 28件が現状保存され、残る 14件についても、関係者各位のご協

力により、部分的な発掘調査にとどめさせていただ苔、記録保存す

ることになりました。

ここに、記録保存されることとなった 14件の発掘調介の結果を報

告する次第であります。

本書の刊行にあたり、発掘調査に協力されました地元土地改良区

をはじめとする関係者各位に対し、謝紅を表するものであります。

昭和 55年 3月

三重県教育委員会

教脊長札t田英司



例 言

1 . 本書は、昭和54年度県営圃場整備事菓地内にかかる埋蔵文

化財発掘調介の結果をまとめたものである。

2. 発掘調査費用は一部を県教育委員会が昭和54年度国庫補助

金の交付をうけ、その他については三菫県農林水産部が負担

した。

3. 調在のうち、試掘調径は三重県農林水産部の関係各耕地事

務所が県文化課係員の立合いのもとに実施した。

4. 発掘調介は次の体制で行なった。

調査主体 三重県教育委員会

調査担当 三爪県教育委員会事務局文化課主事、技師、調介

補助貝

調任協力 三重県農林水産部、各耕地事務所、各土地改良区、

各教育事務所、各市町村教育委員会

5. 本書に用いた遺構標示の略記号は次による。

SB; 堅穴住居 ・掘立柱建物

SD; 溝

SP; 池・水溜

SE; 井戸

S X; その他

SK; 土拡

6. 本書に使用した航空写真は農林水産部の提供による。

7. 発掘調杏および報告書作成に際し、次の方々の協力を得た。

榎本義浪、御村精治、垣見博ー-(昭和54年度埋蔵文化財発

掘技術研修生）、仁保晋作、野田修久、岩脇彰、前巌敏文、



増地陽一、三浦儀直、牛田光洋（三重大学）、上村安生（愛

知学院大学）、田中久生（奈良大学）、森田尚宏、稲垣卓

史、伊勢野久好

8. 本書の編集・執筆には各遺跡担当者があたり、文末にその

氏名を明記した。

9. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが

生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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ー 前 言

昭和52年度より県教育委員会においては、年度当

初に県庁内の開発関係諜に対し、

確認をし、

一方、

その年度に叶画さ

れている公共・¥業について照会をしている。 そして

回答のあった'¥業についてそれぞれ遺跡地図との照

合、分布調代の実枇を行ない、埋蔵文化財の有無の

その結呆を担当諜に報告するとともに、

・jt業地内に含まれる埋蔵文化財を現状保存されるよ

うに要請をしている。

ここ数年来、県農林水所部耕地第二課か実

施する県営圃場坪備小9業にかかる埋蔵文化財の調査

件数及びその規模か増大している。昨年 (53年度）

県教育委貝会が主体となり発掘調在を実施した件数

23件のうち実に半数を超える 14件が県営圃場整備事

薬に伴う調査であり、調査曲積をみても、、総発掘面

積33,200面のうち、 12,500mを占めている。 このよ

うな状況にあるうえに、県営圃場整備事業は夏李、

秋李施工とあり、夏李施工については年度当初早々

に着手しなくてはならない場合が多く、県教有委員

会としては出ぎるだけ早く、巾業地内における埋蔵

文化財を確認する必要があった。

ー 分 布 調 査

そこで、昭和54年度の県党圃場整備中；業について

の事業予定を53年度中に報告をうけ、埋蔵文化財の

析窟五忍を行なうことにした。 この報告をもとに遺跡地

図との照合、及び分布調介を昭和55年 3月より 4月

にかけて実施した。

がヽ o そして、

その結果、事業面積 l,014haの

うちで39件、 460,000m'の遺物包含地、占墳を確認し

これらの埋蔵文化財の保護について農

林水産部と協議に入った。

耕地
tド業地区 t業 場 所

事業
遺 跡 名

遺跡
概 況 保存 方法

巾務所 面積 面積

ha m' 
東貝北部 員弁郡東員町 54 1 . 北大社西遺跡 12,000 水田、占墳時代～ 現状保存

桑名
大安束部 ＂ 大安町 32 

菰 野 三重郡菰野町 48 

ちくさ ＂ 22 

鈴鹿第 2 鈴鹿市箕田町他） 2. 大木ノ輪遺跡 50,000 水田・畑、弥生時代～
柵窃せ保存 40,500m' 

四日市 62 記録保存 9,500m' 

II ＇， 北堀江町 3. 神大、『遺跡 5,000 畑、 f兼倉時代～ 次年度繰越

深 溝 II 深溝町 28 4. 深溝A遺跡 15,000 水旧、占柑時代～ 現状保存

亀山北部 亀山市川崎町 32 

- -

安 濃 II[
安芸郡安濃町 5. 荒木A遺跡 12,000 畑、歴史時代～ 試掘丁l手立会左平

II II 50 6. B 5 000 畑、水田、歴史時代 成掘エト立会

津 II 

＂ 7. C 5,000 畑•水田、歴史時代 試掘丁ロド立会

安濃川
II 

） 

8. 芋杜遺跡 6,000 畑、歴史時代 現状保存右 I "' ,-. 
30 

II II 9. 東観音寺西方遺跡 20,000 畑、歴史時代 [.'fl-立会

ー



'..  ー ー一

口
沖西部 ボ市片出町

犬白 ーよ郡三憶村

津 妍野 fl 嬉野町

"' 地 II II 40 10. 上野坦内遺跡 60,000 畑•水田、 8l{t時代～
且1Akイ品存56,900m 
記録保存 3.100m'

内 llJ II 白山町 46 

東 黒部 松阪市東黒部町） 11. 束黒部A遺跡 I, 500 畑、歴史時代 試掘「'.・f,-tr. 会
19 

II II 12. 東黒部 B遺跡 5,000 畑、柄史時代 式掘T'fi.立会

多 気 多気郡多気町
1, 

13. 南弟[-E]遺跡 3,600 rm、古消時代～ 現状保存

II II 33 14. カウジデン遺跡 9,600 才(f_jJ、占すfl:R、『イ1.::- 現状保存 9,200m'
，記f求イ呆1f 400m" 

II II 15. 東池上遺跡 10,000 水田、歴史時代 地区除外

上御糸 II 明和町
|、

16. 粟臣内遺跡 2,000 水田、古梢時代～ 試掘、現状保存

伊 勢 17. 塚坦内遺跡 2,400 水田、奈良時代～ 試掘工＇位 'L会
i 

24 18. 須田遺跡 8,000 畑、奈良時代 地区除外

19. 新兵衛山遺跡 14,000 、kill、古墳時代 地区除外

20. 西浦遺跡 15,000 -kill、古閑時代～ 地区除外

斎 、,ら上→, 多気郡明和町

） 

21. 斎宮跡 50,000 水田、ヤ安時代～
現状保存
記録保存

68 
現状保存

＂ ＂ 22. 露越遺跡 60,000 水IH、畑
記録保存

東大淀 伊勢市 66 

伊勢南部 ” 8 

名張北部 名張市両IH原 23. 一本杉遺跡 6,500 畑、奈良時代～
現状保存 5,700m" 
記録保存 800m" 

＂ 
II 24. 両田原 A遺跡 I, 800 畑、歴史時代 現状保存

＂ ＂ 36 25. 西田原 B遺跡 100 畑、歴史時代 地図除外

＂ 
II 東田原 26. 束田原 A遺跡 2,500 畑、歴史時代 試掘丁→事立会

II II 27. 東田原 B遺跡 1,000 畑、歴史時代 試掘工巾立会

大山田第 1 阿山郡大山田村 I 28. 貞泥A遺跡 1,600 現状保存

I 
II II 69 29. 貞泥 B遺跡 2,000 次年度繰越

＂ 
II 30. 真泥C遺跡 7,000 現状保存

大山田第 2 II 14 31. 横枕古珀 400 水田、円1ft2柏 記録保存

上野
友田第 2 阿山郡阿山町 28 

上野両部 上野市大野木
1, 

32. 神ノ木館跡 1,800 水田、室町時代 記録保存 1,800m'

＂ 
II 33. 木津氏館跡 11,000 水田、室町時代

地区除外
記録保存

II II 53 34. 大野木 B遺跡 10,000 畑、水田、古培時代 試掘現状保存

II II 35. 婦毛遺跡 1,000 水田、歴史時代～
現状保存 200m'
記録保存 800m'

＂ ＂ 36. 大野木F遺跡 30,000 畑、水田、占翔時代～ 現状保存

上野南部 ト野市摺見
ヽ

37. f-_寺遺跡 10,000 畑•水田、奈良時代～
J見；1犬｛呆存
記録保存

II 

” 27 38. 下り合遺跡 2,000'I 畑、,,,,立時代～
試オ屈
次年度へ繰越

II II 39. 石神 1・2号墳 200 水田、円墳 2椿 現状保存
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1,014 460,000 

-----------・・・・・・・・ 幽......-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

津 豊 地 一志郡嬉野町 40. 天華寺廃寺跡 10,000 水田、奈良時代

松阪 上御糸 多気郡明和町 41. 東村遺跡 3,000 水田、合兼倉時代

トー 野
大山田

阿山郡大山田村 42. 山出遺跡 10,000 水田、古墳時代
第 1

第 1表 昭和54年度県営圃場整備事業地内埋蔵文化財一覧表

伊

勢

湾

第1図 遺跡位沼図

----------

3 -ーク



2. 第 1次調査・試掘調査

39「「のうち、鈴鹿市大木ノ輪逍跡については昭和

53年度木に試鼠翡介を実施し、約50,000m'の大形遺

跡であることか刊明していた。このうち38,000m'か

畑寄せによって現状保仔され、残る 12,000m'か排水

路、間田によ IJ削ギされるため、発掘調介を実施し

なくてはならなしヽ状況であった。その中でも）店幹排

水路は既に卜流部か完成しており、雨水対娯lこ緊急

に調代を‘た施しなくてはならず、まず昭和54年度の

第 1次調任として）店幹排水路部分約 3,000m'につい

て、 5月28日より発掘調令を実施した。

先の分布調介の結呆により、耕地第こ，，果及ひ各耕

地¥務所、地Jじ上地改良区との間て現状保存か出来

ないかとうか検謹を爪ねた。その結呆、ます工期の

せまっている夏乍施行分について、現地立合、 u式掘

調介を 4月から 5月にかけて実施することになった。

試掘調介は原則として 2mX4mの試掘坑を適宜

設定して地山まて掘り下け、遺物の己含状況、遺構

の有無、それらの地上からの深さを確認するという

'V, 業地区 遺 跡 名 所

力法で行なった。その結呆、粟垣内・大野木Bの 2

遺跡については、多数の遺物、遺構か検出され、 ・jt

菜の実施にあたり、 ・Jt廿り調介の必要かあると考えた

か、協議のうえ，；「向変史をし、現状保仔されること

となった。また、荒木A・B・C、束観音年西J八

束黒部A・B、塚坦内、汎i田原A、束Ill原A・Bの

10遺跡ては遺物の出土か徴址てあり、遺構も認めら

れなかったため、 1いしを実施してもさしつかえなし、

と!'IJ断した。北大杜内、深溝A、芋杜、南弟IE]、貞．

泥A・C、大野木Fの 7遺跡については、現地立令

の際に現状保介されることとなり、神大が遺跡につ

いては翌年度に 1い菓を繰り越すことか決定した。

しかし、第2表の13「Iにつしヽては現状保仔かI木l帷と

なり、 6月よ、 f悶林水りt祁に対し第 2次調住の・/Vil

の執行委仔を巾し入れた。このうち、 L野南部の親

王塚古墳は f・.年遺跡のふ掘調代の際に、遺跡におい

て、祈たに発見された塚である。

介 地 面 積 調介対象部分

m' 
鈴鹿 第 2 大木ノ輪遺跡 鈴鹿市箕田町外 7,500 'K開i『IJ、ド紆ド

閃 地 上野坦内遺跡 ー上郡嬉野町島田 1,000 札乍オ＜爵各仔〖ク｝

多 気 カウジデン遺跡 多気郡多気町河田 400 ＂ 
I・. 御 糸 須 田 遺跡 多気郡明和町須田 600 、kill 肖 IJ 斗：紆〖

名 張北部 一本杉遺跡 名張市西田原 800 ＂ I 

大山田第 2 横枕古 lfl:(2) 阿山郡大山田村JI!北 500 水田削平部

上野西部 神ノ木館跡 上野市大野木

） ＂ 
姉 已遺跡

1,000 

＂ ” 排水路

上野南部 卜． 芋遺跡 上野市摺見
I¥ 

排水路

＂ 親玉塚古梢 ＂ 1,700 ＇妍l 肖 IJ'F 音〖

＂ 石神塚内墳(2) ＂ 水旧削平邪

13件 13,500 

第 2表第 2 次調査予定遺跡
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3. 第 2次調査

大木ノ輪遺跡は幹線排水路部分に引ぎつづぎ、畑

を削平して閲田する部分の調径てある。調査面積約

10,000面におよび、調奇期間も 5月より翌年 3月ま

ての長期にわたる大規模な調在となった。

上野垣内遺跡は当初、島田橋北方遺跡と呼称して

いたものである。排水路部分を 7月下旬より調任を

はじめた。 B区とした中位段丘卜/の部分において、

奈良時代から‘ド安時代にかけての竪穴住居跡か多数

検出された。れ前の試掘調在においては、遺構検出

面まで40cm近くあると予想していたのであるが、調

介区の中央部分では僅か20cm足らすで竪穴住居跡か

検出され、排水路周辺部のポ業叶画では約 3,000m2 

に亘って遺跡か破壊される状況であった。そこで、

現地において緊急に関係者と協議をし、現状保存の

困難な部分約 3,000m'を急拠調令区を拡眼して実施

することとなり、調住期間も延にし、 12月上旬まて

行なった。

神ノ木館跡は既に東半部が破壊されており、遺存

状況もよくないと考えていたか、予想外に堀や井戸、

建物跡等か良好に残っており、 1ヶ月程度で終了す

る予定かのび10月より 12月末まで期間を延長して実

施した。

また、上野南部の石神塚占墳は事菜計画ては削平

され、水田となる予定であったか、急に地元の人々

の強い要望かあり、北業地内に現状保存されること

となった。さらに、上御糸地区の須田遺跡の含まれ

る地域は今年度の事業地より除外され、別の箇所か

施工されることとなり、須旧遺跡は発掘翡代をする

必要がなくなった。しかし、新しく事繋地になった

箇所で、その中に所在する束村遺跡の取り扱いか問

題となってきた。これらの遺跡の他は予定通り調介

を実施した。

4. 第 3次調査

上野坦内、神ノ木、大木ノ輪遺跡の発掘調在か継

続中てあった 10月には、秋季施工にかかる遺跡の発

掘準備を進めなくてはならない状況となった。 10月

木、斎宮地区の斎官跡、露起遺跡の試掘調介を実施

した。落宮地区の圃場坪備事業は国指定史跡斎宮跡

の南部分に惰}入り込んだ状況となっており、この

部分の取り扱いが問題となった。上御糸地区の東村

遺跡は前述のように、地区変史のため新しく対処す

ることになった遺跡である。 11月中旬に試掘調査を

実施し、露起遺跡、斎宮跡とともに排水路部分につ

いてのみ発掘調住を実施することになった。大山田

第 1地区の山出遺跡は当初れ業地内に入っていなか

ったか、地応か新たに組み入れられることを強く要

咆している地区て見つかった遺跡てある。丘陵の斜

血に位置する水田の遺跡で、 10月末に試掘調査を実

施したか、約10,000面におよぶ広大な遺跡であるこ

とか詞明した。この遺跡の取り扱いについて何度も

協議かもたれたが、結局、遺跡のある丘陵は今年度

事業地としないこととなった。しかし、 ・部分は排

水路となるため、その部分については調代を実施す

ることになった。豊地地区の天華、相廃寺は八角形の

薄仏か出土しており、古くより著名な白鳳期の寺院

跡である。この地区は翌55年度に中；業か実施される

ことになっており、その保存が強くのぞまれるとこ

ろであった。そこで天華寺廃寺の埋没状況を把握し、

その保存方法を名える査料とするため、今年度によ

掘調代を実施することとなった。 11月20日、第 3次

調在としてこれら 5件の逍跡について調fl:'flt用の執

行委仔を農林水産部に巾し人れた。

以上のように、昭和54年度は結局14件の遺跡、占

墳を部分的ではあるか発掘調介を実施した。調在面

積は約23,000面におよんだ。今年度1口槃地域 1,014

haの中に約460,000面の遺跡か1ifr{1したか、その大部

分は関係者各位の協力、理解のもとに現状保仔され

ることとなった。又、調介期間中に、できるたけ多

くの人々に各遺跡の発掘のことや埋蔵文化財につい
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て理解を深めてもらおうと現地兄学会を 1開催したと

ころ、多数の力々の参加を得た。

分布，翡介から現地，，兒明会にいたるにい期間、各耕

地,μ:務所、地）じ改良地区をはしめとして、 I見l係各位

には神々こ配l_iどをしヽ たたしヽ た 0 ,: 且して謝、立を｝ゞ した

し'0 （谷本鋭次）

遺 跡 名 所 在 地
調在

調 花期 間
面積

m' 

大木ノ輪遺跡 鈴鹿市林崎町、上箕田町、中箕田町、南長太町 9,500 
昭和54年 5月一

昭和55年3月

1-. 野加内遺跡 一志郡嬉野町島田 3,100 昭和54年10月―12月

天華 、『 I蕗 か 一志郡嬉野町天悟、『 2,500 昭和55年 1月― 3月

カウジデン遺跡 多気郡多気町河田 400 昭和54年 6月ー 7月

東 村 遺 跡 多気郡明和町佐王 300 昭和54年12月

斎 ,< ,, ,, → I 跡 多気郡明和町斎宮 2,494 昭和54年 7 月— 12 月

露 越 遺 跡 多気郡明和町竹JIJ 385 
昭和54年11月―

昭和55年 2月

山 出 遺 跡 阿山郡大山田村真i尼字山出 250 昭和55年3月

横枕 1・2号珀 阿山郡大山田村川北 600 昭和54年 7月― 9月

婦 L 遺 跡 !-. 野市大野木字婦t 800 昭初54年 8月―10月

神 ノ 木館 跡 上野市大野木字神ノ木 1,600 昭和54年10月―12月

木 津 館 跡 上野市大野木字神ノ木 300 昭和55年 1月ー 2月

L か 遺 跡 上野市摺見 680 
昭和54年年 87月月ー!OJ]

本杉 遺跡 名張市西田原 800 昭和54

第 3表 昭和54年度発掘調査遺跡一覧表

名亦見止遺 実 施 期 日

大木ノ 輪遺跡

ト野坦内遺跡

犬華年 1発、『

横枕 1・2号墳

神ノ 木館跡

54. 10. 28、12. 2、55. 3. 2 

54. 12. 1 

55. 3 . 15 

54. 9. 15 

54. 12. 2 

第 4表現地説明会 覧表
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II 鈴鹿市箕田

鈴鹿第 2期工区，寸呻J地内には周知の遺跡は所hし

ていなかったか、すぐ南のl・.箕田町地内て上箕Bl遺

跡、上箕田北遺跡か知られており、当然このけ国地

内にも遺跡の所在か予想された。昭和53年 5月に事

前分布調在を実施し、自然堤防上約100,OOOm'の範囲

て弥生時代～宋町時代の土器片か採梨され、大規校

な遺跡が確認された。当初、この遺物散布地は林崎

東万遺跡と仮称されたか、昭和53年11月-12月にか

けて調介された箇所の午名をとり、大木ノ輪遺跡と

呼称するようになった。その後、昭和54年 2月-3

月に自然堤防トーに約 100箇所の試掘坑をいれて遺跡

の規校等を確認し、 50,000m'のエt;.;tt[剌上約10,000

面については削‘ドして水田にするというボになり、

昭和54年度内に発掘調代するという註両かたてられ

t、
-o  

本調在は、昭和54年 5月28日から昭和55年 3月28

おぎのわ

大木ノ輪遺跡

日にわたって実施した。尚、削'leされる箇所か4箇

所にわたった為、最も東部の幹線排水路部分（南長

太町字・天窮・~-:_力、約1,600mり、畑削平部分につい

ては東から A地区（中箕田町T石磯、約2,200m2)、

B地区 U'.箕田町字石事約1,500m2)、C地区（卜^

箕旧町'i濃 i天王、約4,200mりと大地区設定し、幹線

排水路部分から順次西方へ調任をすすめた。

丈、昭和55年 2月に各調介区の固囲各所でボーリ

ングによって地表下約 2mまでの地質調介を実施し

た。この結果、自然堤方の形成や遺跡の範囲等を知

る卜．でr't軍な査料を得た。多址に出tした木製品に

ついては、遺存度が良好な曲物を中心に保存処理を

行なった。

本稿は発掘調介終了時にまとめた遺構と遺物の概

要報告である。

第2図 遺跡地形図（鈴鹿市都市計画図51・521971 1 :2500) 
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1 . 遺

1 . 幹線排水路部分

遺跡の北東部にあたる箇所で、幹線排水路計画部

分に沿って、センター杭を中心にして、幅 9m延長

320mにわたって調査を実施した。開田等によって既

に削平されていた箇所を除くと、約1,600面の範囲か

ら遺構か検出された。

検出された遺構は、柵列 1、溝 7条、井戸 2枯、

土坑 2J,t、雌 2枯である。時期は、出土遺物から全

て嫌貪時代後半～室町時代のものと思われる。

これらの遺構は、発掘区の各所で検出されたか、

幅 9mという限られた範囲のため、溝は憎II分の検

出てあった。’丈、遺構の検出状況から遺跡はこれよ

り北へは広からす、南西へのびるものと恩われる。

(1) 柵列

SA 101か東部の発掘区で検出された。北辺で検

出されており、構築物かどちらに伴なうのか不明で

ある。

(2) 溝

発掘区各所で 7条検出された。幅か50cm前後と小

さな溝である。その中で SD103は幅2.2-3.2mと大

きし‘。流れの方向に統一＇性はみられなし‘。遺物もは

とんど含んでいない。

(3) 井戸

中央の発掘区で近在して 2駐検出された。共に素

掘りのしもので、径 2m前後の円形を呈するものであ

る。曲物等木製品はない。

(4) 土砿

中央と東の発掘区で各 1焔検出された。 SKl04か

らは山茶椀、常滑片か出士している。

(5) 中世墓

西の発掘区で検出された 2駐かある。形態は共に

違い、 SXllOが常滑焼大甕の埋置、 SXll4か方形の

掘り方で、深さ 30cmの土琺の中に炭化物、骨片を埋

置し、埋土の上に河原石を配石するというものであ

る。副葬品は共にない。

構

2. A 地区

幹線排水路部分の最西部から南へ約 200mの地点

がA地区の中心である。計画道路や現況の農道等に

より、発掘区は 4箇所に分散されたか、約2,200m'の

範囲から遺構が検出された。

検出された遺構には、弥生時代前期の土坑 1基、

、ド安時代後半～鎌倉時代の掘立柱建物 1棟、鎌倉時

代後半～室町時代の溝 8 条、井戸 8 基、土琺 5~ 、

近世以降の土拡 1悲かある。

(1) 掘立柱建物

中央の発掘区西辺で検出された SB201が 1棟あ

る。全体の規模は、農道下へ柱穴かのびるため不明

である。方形の大きな掘り方をもち、棟方向はほぱ

南北棟を示す。

(2) 溝

発掘区の各所て 8条が検出されている。はぱ南北

流する溝址かはとんどであるが、 SD223は東西に流

れる。幅も 1m未満のものもあれば、 3mと幅広い

溝址もある。その中で、 SD 202・209・217ははほ40

m間隔で平行に流れる。ただ、―町、半町という単

位にはのらない。

(3) 井戸

中央の発掘区で 8基か検出された。幹線排水路に

比べて遺構の遺存度が良好で、多くの井戸内から曲

物などの木製品が出土した。素掘りのもの、曲物を

罹いたもの、側板を円形にならべたものと、各種の

ものかある。又、 SE205の周囲で多数のピットが検

出されたが、覆い屋根であった可能性がある。

(4) 土砿

中央の発掘区各所で 7基検出された。 SK208か

らは弥生前期の壺、甕か出上した。 SK210からは

近世以降の大甕か出土した。他の 5甚からは、山茶

椀、常滑片が若千出土しており、鎌倉時代後半～室

町時代のものと思われる。又、 SK215から五輪塔の

火輪 1、水輪 3、地輪 1、河原石数個が出土した。

底部から若干の炭化物が出土しており、雌を壊して

丸各理した可能性もある。骨片や、副葬品はない。
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3. B 地区

B地区は自然堤防のはぼ中央にあり、 A地区より

西方約 300mにあたる。当地区も現況や計画の農道

により、発掘区は 4箇所に分散された。遺構は約1,500

面の範囲から検出された。遺構の検出状況から、こ

のB地区と A地区とのよく畑地が残っている個所が

遺跡の中心地の一つと考えられる。

検出された遺構には、平安時代後半の土砿 1基、

鎌合時代後半～室町時代の掘立杵建物 1棟、溝6条、

井戸 6店と多数のピノトかある。

(1) 掘立柱建物

北の発掘区で検出された SB314が1棟ある。柱

穴が発掘区多へのびていたので、部分的に拡販して

規模は 2間X3間と確認した。 A地区で検出された

SB 201とは柱穴の掘り方も棟方向も違う。径40cm

前後の掘り方で、柱間はほぼ1.8m、棟方向はほぱ東

西棟である。

(2) 溝

発掘区の各所で検出されているが、はぱ東西に流

れるものと、南北に流れるものがある。発掘面積が

限られているので、全体が格fの様にまとまるかは

不明である。全体に遺物の出土量は少最であったが、

S D307・308からは多量の山茶椀、山皿、土師器（皿、

鍋、羽釜）が出土した。完形品も多い。

(3) 井戸

発掘区の各所で 6基検出された。 A地区と比較し

て深く、井戸内の遺存度も良好である。南部の発掘

区で検出された SE301は、井側として横桟、縦板が

よく残り、井筒として径40cm前後の曲物が4段に組

まれていた。井筒よりも上層で常滑焼、漆器椀、河

原石等が出土した。井筒内底部からは山茶椀、土師

器皿が出土している。北部の調介区で近在して SE

310・311・312と3駐検出されたが、中でも SE312 

は隅丸方形の掘り方の中に径47.5-54cmという大ぎ

な曲物が井筒として 3段に組まれていた。縦板、添

え板と思われる板材も若干出土している。

(4) 土砿

中央の発掘区でSK303が検出された。遺構内か

ら灰釉陶器（椀• 皿）か出上した。この発掘区では

緑釉陶器片か多量に出土しており、同時期の唯.-・ の

遺構である。

4. C 地区

C地区は、今回調査を実施した最も西部にあたる

発掘区である。この地区は、周知の上箕田北遺跡と

近在しており、関連遺構の検出が予想された。 C地

区の発掘区もこれまでと同様に、農道によって 4箇

所に分散された。今国の発掘区では最大規模にあた

る約4,200面から遺構が検出された。

検出された遺構には、弥生時代後半から古墳時代

の溝 5条、土拡 1桔、鎌行時代後半から‘室町時代の

掘立柱建物3棟、井戸 l)よ、時期不明の溝群 1の他

多数のピノトがある。遺構は発掘区の各所で検出さ

れているが。ピノトは北東の発掘区中央、北西の発

掘l又南寄り、南西の発掘区束寄りと、 3箇所で集中し

て検出された。その中で掘立柱建物の柱穴のように

整然と並ぶピ‘ノトは 3棟分であった。

(1) 掘立柱建物

北西の発掘区で 3棟検出された。 SB407は、梁行

2間、桁行 5間の規模が判明したが、他の2棟につ

いては柱穴か欠落しており不明である。柱間ははぱ

1.8m (6尺）で、 B地区で検出された SB314と同

じである。棟方向もはぱ東西棟を示し、同じ時期の

建物であろう。

(2) 溝

発掘区の各所で 5条と、多数条の 1群か検出され

た。南西の発掘区で検出された SD405は、幅 3mも

ある大きな溝址で、遺物も多醤に出土した。南西か

ら北東へ流れる。数次にわたって流水、溜水をくリ

かえしたのであろうか、下層において数層の細砂層

と粘質土層を確認した。又、底部中央で数本の杭列

も検出された。出土遺物は、弥生後期～占墳時代の

土器片かはとんどで、他にあみ棒状竹製品、土錘、

摺り石等が出土している。

(3) 井戸

北東の発掘区でSE401 1駐が検出された。 A地

区で検出された SE211 と同じように—木のくりぬ

き材か井筒として使用されている。遺存度か良好で、

径47cm、高さ 37-46cm、厚さ 1.2cm。

(4) 土砿

南西の発掘区東部拡張区で検出された SK404が1

晶ある。弥生後期末～古墳時代初頭の上器片か出土

している。焼土はない。

- 10 -
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2. 遺

1 . 幹線排水路部分

今回の発掘箇所の中で一番出土遺物か少なく、土

納袋で12袋分であった。発掘面積が約 1,600m'もあ

ったにしては少鼠であるが、これは遺構検出の状況

から、当地区が遺跡の北東のはずれということが判

明しており首肯ける。

出土した遺物には、弥生時代前期の壺、甕、後期

の壺、甕、高杯、古墳時代前期の土帥器、後期の須

恵器、灰釉掏器（耳皿）、山茶椀、山皿、土師器鍋、

羽釜、皿、天目茶椀、入子、常滑焼甕、近世陶器な

どである。他には土錘、寛永通宝・文久永宝などの

貨銭がある。木製品、鉄製品は出土していない。

出土量が少なかった中でも、やはり鎌倉時代～宅

町時代の日用雑器である山茶椀か多数を占める。須

恵器は古墳時代末期の杯身等が出土しているか、奈

良• 平安時代のものはない。贔的には微々たるもの

である。

2. A 地区

出納袋で約40袋分出土した。各遺構からの出土は

微量で、ほとんどが包含層からの出土である。中央

の発掘区西寄りで出土したものか多い。

出土した遺物には、弥生時代前期壺、甕、後期壺、

高杯、古墳時代前期土帥器、後期須恵器、山茶椀、

山皿、土師器鍋、羽釜、皿、箭滑焼甕、古瀬戸椀、

皿、おろし目皿など土器かはとんどである。他には

石斧、砥石などの石製品、土錘といった土製品、形

状不明の鉄製品、井戸側板、曲物などの木製品があ

る。又、 SK215から五輪塔の火輪、水輪、地輪も出

土している。

幹線排水路部分の出土遺物と比較してみると、須

恵器か古くなり増加したこと、山茶椀、山皿等が増

加したこと、はとんどの井戸内から側板や曲物など

木製品が出土したことなどが相違点としてあげられ

る。

3. B 地区

出土した遺物は、土納袋で約30袋分である。その

物

はとんどが山茶椀、山1lllで、数百個体分にものばる。

完形品も多い。それに伴う鉢、士師器皿、鍋など鎌

倉時代後半～室町時代の土器が90%以上を占める。

他に弥生土器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、青磁、

近世陶器などがある。石製品は全くなく、土錘、形

状不明鉄製品、漆器椀、曲物など木製品もある。

弥生土器には、前期壺．甕、後期の高杯などがあ

る。いずれも遺構に伴わないか、最下噌から出土し

ている。完形に近い壺もある。

須恵器は徐々に増加してきた。杯蓋・身・高杯な

どがある。 6世紀前半のものか多い。

灰釉陶器は、椀・皿・段皿などか出土している。

灰釉は内面にとどまらず外面まで施される。

緑釉陶器は、中央の発掘区という限られた範囲で

38片出土した。胎土は土帥質で、淡黄緑色を呈する

ものか多い。椀• 皿かある。削り出し高台のものは

なし、

゜
山茶椀、山皿は、高台をもつが雑なつくりであっ

たり、高台をもたないものが多い。底部に墨書を施

したものも多い。

漆器椀は、 SE301から出土したものである。黒地

赤漆のもので花柄である。底部を中心に 1個体分か

出土した。

4. C 地区

土納袋で約 150袋分出土している。今回調在した

発掘区の中では、その総出土鼠の過半数以上を占め

るほどの大量出土である。その中でも SD405から

出土した弥生後期～占墳時代前期の土器が多数を占

める。完形品はなく、ほとんどが細片であった。

出土した遺物には、弥生後期壺• 高杯• 台付鉢、

古墳時代前期の土師器壺・台付甕• 高杯、古墳時代

後期の須恵器杯蓋• 身・高杯、平安時代後半の緑釉

淘器（約20片）などかある。他に土錘、石包丁、砥

石、摺り石、あみ棒状竹製品などがある。山茶椀、

山皿、土師器鍋、羽釜などこれまでに多量に出土し

ている鎌倉時代後半～室町時代の日用雑器は微贔で

あった。
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幹線排水路部分 I 38.40 

A

B

C

 

地

地

地

区 2. 3 . 4 . 5 . 6 .39 

区 1. 8 .13 .19 .20. 21.22 .23 .24 .25 .26. 27 .28. 29. 30 .31.32 .33 .34. 35. 36 .37 

区 7.9 .10.11.12.14.15.16.17.18 

第 5表地区別出土遺物対照表

3. 小 結

大木ノ輪遺跡は、鈴鹿市林崎町から南長太町にか

けて残る自然堤防上に所在する遺跡である。その範

囲は、約50,000m汀こもおよぶという大規模な遺跡で

あることが、試掘調在及び今回の本調査で判明した。

又、発掘調在の結果からいうなれば、中世を中心

としているが、弥生時代前期から継続しながらも長

きにわたって自然堤防上か生活の場として利用され

てぎたことがわかった。今回の発掘調査範囲は、約

9,500m'と全体の約+で、遺跡の全容を明らかにする

ることはできないが、この地域の歴史的背景を把む

糸口になる遺構、遺物か検出できた。残り約40,000m'

余という大木ノ輪遺跡の大部分は、関係各位の協力

により今後も地下に眠り続けることになった。

この報告は、昭和54年度調在約 9,500m'の範囲で

検出された遺構、遺物の概要を記述したものである。

ここでは二、三の問題点を記述して小結としたい。

遺構では、 18躾にのはる井石の検出かあげられる。

各発掘区で検出されたか、特に遺跡の中心地に近い

と思われる A・B両地区では、 A地区で東西60m、

南北30m、B地区で東西50m、南北70mという狭い

範囲に集中して井戸が検出された。検出状況から掘

立柱建物などの住居群からやや離れた箇所に井戸を

掘りぬいたと思われる。地下水位が高いため、0.5-

1 Omの深さで涌き水か得られ、井戸の深さは浅く、

井戸内の側板、曲物等の木製品の遺存度が良好であ

った。時期的には、主たる出土遺物である山茶椀か

ら鎌倉時代後半～室町時代の頃とみてよいであろう C

その使用時期にさはど差はなく、設置・廃棄をくり

かえした結果、このように集中して検出されたので

はないだろうか。例えば、 B地区北部の発掘区で検

出された SE309・310・311は、 3基隣りあわせて検

出された。 SE309は掘りかけ、 SE310どSE311は

同じくらいの深さで、涌き水も同じような状態であ

るのに、 SE310には曲物かなく、 SE311には 3段

に組まれた曲物が残り、遺物も出土したという例か

ある。

出土遺物の特徴としては、緑釉陶器の多量な出土

かあげられよう。県下で32番目の出土地となった。

約70片という数は、多気郡明和町に所在する国史跡

斎宮跡（千数百点）、伊勢市磯町小御堂前遺跡（約

130点）、度会郡御蘭村高向遺跡 (75点）に次いで 4

番目に多い出土遺跡となった。大木ノ輪遺跡の近く

では上箕田遺跡でも 9点出土しているか、その他の

遺跡では数片の出土にとどまっている。緑釉掬器は

B地区、 C地区で出土したが、平安時代後半におけ

る大木ノ輪遺跡の歴史的背景を考える上で好資料と

いえよう。両地区とも面積の限られた発掘調査で、

建築遺構は検出されなかった。（早川裕己）
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III 一志郡嬉野町天華寺廃寺

てんげいじ てんげじ

一志郡嬉野町大字天花寺字堀田所在の天華寺廃寺

跡は、白鳳期の瓦と「菱形の頃仏」の出土した寺院

跡としてよく知られてぎた。しかし現地は水田で駐

壇跡は見られず、ただ瓦の散布範囲からその所在が

推測されるにとどまっていた。

今回の調査は、昭和55年度に実施か予定される県

営圃場整備事業に先立って建築遺構と寺域を確認す

るための第一次調在として実施したものである。

調在を着手するにあたっては、まず地籍図による

水田地割の検討と、これまでの水田の床抜き作業等

によって瓦片の多最に出土した地点、あるいは礎石

等の掘り出された場所等の聞ぎ取りを地元天花寺地

区において行なった。その結果、 319番地にあたる通

称「薬帥の田」には戦前も大正期において、当時の

-fども達が登り降りでぎる大型の石か露出し、それ

もいつの頃か抜ぎ取られ、どこかへ持ち運ばれたこ

とも確認することかできた。

また、嘉永 4年 (1851)に編さんされた『勢国見

聞集』には、 「古跡之部」の「天華寺ノ跡」の項に

「今に塔の沓石壱っ柱の沓石数十残り有之。」とあり

「名石之部」の 1項に、 「塔ノ心柱ノ沓石・伽藍ノ

柱ノ沓石 数十天花寺村諸堂並塔の跡、其儘石居ヘ

有之。此所を本薬師と云。」と記されている。このよ

うに少なくとも江戸期には礎石と塔心礎の露出して

いたことがわかる。

したがってこのような「薬師の田」を塔跡に比定

することができるのであるか、瓦散布地全域の遺構・

遺物の埋没状況を把握し、つぎに実施される圃場整

備事業との略合をはかるための資料作成も必要であ

った。そのため、東西に20m間隔をとり、幅 4mか

ら2mのトレンチを南北方向に設定して調介した。

また、瓦散布地の南側において一段低くなった水田

部分については、 20m毎に幅 2m、長さ 4mの試掘

坑を設定して、遺構・遺物の埋没状況を明らかにし

第8図 遺跡位置図 1: 天華寺廃寺、 2: 斑光寺、 3: 東福寺、 4: 円光店、 5: 女和野廃寺
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第9図 発掘区平面図 (1: 2000) 

た。

東西に20m間隔をとって設定したトレンチの中央

のものからは、枯壇の掘り込み地形が検出されたた

め、その部分については発掘区を拡販して某壇規投

を明らかにした。また、 トレンチの北端部では掘立

柱建物跡の一部か検出されたので、この部分につい

ても発掘区を拡張して全体の形状を明らかにした。

調査は昭和55年 1月16日から始め、同年 3月28日

におえた。調任をすすめるにあたっては嬉野西部土

地改良区の各位をはじめ地元閲係者の協力を得た。

また、調企中においては奈良国立文化財研究所平城

宮跡発掘調査部森郁夫氏のご指導をうけることかで

きた。それぞれ記して謝店を表するものである。

また、 3月15日には寺院跡発掘調査結果の現地説

明会を三重の文化財と自然を守る会及び三重郷土会

の協賛を得て行ない、多数の参加者かあった。

なお調査は、文化課文化財係主在小玉道明をはじ

め、昭和54年度埋蔵文化財発掘技術者研修に加わっ

た御村精治（小俣町立小俣中学校教諭）、榎本義譲（松

阪市立第四小学校教諭）及び垣見博．（県立白f高

校教諭）かあたった。

1 . 位置・地形

天華寺廃寺は近鉄中川駅の西方 1km余の沖積地に

ある。寺域の東部は国鉄名松線が横断し、西側は比

高30mの天花寺台地の麓に接している。また東方約

400mには島田川が北流し、雲出川に合流している。

遺跡は標高llm前後の自然堤防上にあって、南側

にある現在の天花寺集落との間と東側の島田川沿い

は、広い低地もあり旧河床を思わせるものがある。

したがって、寺院か立地する場所は周囲から見れば

現在で1.5m前後高い地形でもある。

天華寺廃寺は、旧伊勢国一志郡に属するが、同郡

下には古代寺院が多数分布する。すなわち、天華寺

の南西約1.4kmには、川原寺式の瓦や墳仏を出土した

東福寺がある。一方、南約 2kmには鈴鹿市川原井瓦

窯出土例と同型式の軒丸瓦等を出土した円光寺、南

南東約1.5kmには嬉野廃寺、北西約 2kmには斑光寺が

あり、これらからは天華寺と同様に、外区に複線鋸

歯文を配した軒丸瓦か出土している。また、斑光寺

からは藤原宮式や山田寺式の瓦も出土している。山

田寺式は、北西約4.5kmの浄泉寺にもあり、同寺では

紀寺式も知られている。さらに、西方約10kmの大角
① 

廃寺からは、重圏文軒丸瓦も出上している。

天華寺周辺では、これまでにかなりの瓦片の出土

が伝えられている。南測約200mの天花寺集落寄りの

一段高い畑地からは多数の瓦片が出上したが全て処

分されているし、また北東約300mにおける県営圃場

整備事業の幹線排水路部分の事前調壺においても瓦
② 

片等の寺院関係の遺物が出土している。

一方、遺構の検出される地山面は標高lOm前後で

あるが平坦ではなく、小規模な起伏かかなりある。

そうした状況のなかで、塔ー• 金堂の場所は高く、そ

れらの北と南は凹んでいる。塔の南側のもっとも深

い所では現地表下1.5mにも至っている。

- 16 -



2 • 遺構

検出された遺構には、東に塔、西に金堂を配置し のものと思われる掘立柱建物・溝、さらには江戸時

た伽藍形式の寺院建築遺構と寺院廃絶後の鎌倉時代 代に埋没した石組井戸などかある。
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A. 寺院の建築遺構

1. 塔 (SB1) 

東西約15.5m、南北約15mの掘り込み地形として

認められたものである。水田床土直下にあって、基

壇面はかなり肖IJ平され、礎石はもとよりその根固め

もみとめられず、また基壇化粧も全く残っていない。

掘り込み地形は、基壇の東部を南北に掘り抜いた鎌

倉期の溝SD3の掘り方に版築がよく認められた。

地形の掘り片は、西辺と北辺の一部ではよく検出

されたが東辺は不明である。一方、南辺は現在の農

道と用水路に重複していて確認されなかったが、そ

れらの南側においては検出されず、農道あるいは用

水路下にとどまるものと思われる。

残存している基壇の南西寄りには、径約 3.9mX 

3.3m、深さ約 1mの心礎の抜ぎ取り穴かある。この

ことは掘り込み地形の範囲そのものか塔悲壇の規模

を示すものではなく、培壇は版築の裾部を削除して

築成したものと考えられる。塔と金堂の位罹関係は

金堂の南北中央線から東に約25mに塔心礎が位渭す

る。したがって、塔甚壇南面は金堂よりも約 4m北

になる。

基壇の周辺は、鎌倉期及び江戸期の再堆積あるい

は攪乱をうけた瓦堆積に覆われ、さらには古墳時代

前期の遺物包含層及び大小の土坑と重複していた。

基壇中には瓦片・土帥器片か少数混入していた。東

部の鎌倉期の溝SD3の埋土中には、礎石の移動に

よると思われる大型の石材か 2個転落していた。

2. 金堂 (SB2) 

塔の西側にある東西約20m、南北17.Smの掘り込

み地形による基壇跡である。塔跡と同様に基壇上面

は削平され、礎石及び根固めも検出されなかった。

とくに南辺は瓦堆積の江戸期の攪乱、井戸址SES

等によって著しく改変されていた。また東辺におい

ても塔某壇との瓦の堆積があり、それにつづく鎌倉

期の遺物己含層との重複により、掘り込み地形の掘

り込み線がかなり削ギされていた。

一方、西辺と北辺では掘り込み地形の掘り方は明

瞭ではなかった。また北辺の外側には大小の柱穴状

のものが検出された。

B. 寺院廃絶後の遺構

1. 掘立柱建物 (SB4) 

桁行 5間 (IO.Sm)、梁行4間 (8.4m)の総柱の

東西棟である。柱間は2.lm前後であるか、柱通りは

やや悪い。柱穴掘り方は径0.5m、深さ0.5m前後の

円形に近いもので、そのうちのいくつかから鎌倉時

代の山茶椀が出土していて、この建物の時期を推測

させる。

建物跡は地上面より 30cm前後高い土壇状のものの

上にある。この土壇状のたかまりは東西14m以上、

南北約Umのもので、北辺と西辺は瓦の堆積した溝

状のもので区画されている。南側には大小の土琺が

数基あり、山茶椀• 山皿・士師器皿等とともに瓦片

も混在していた。また土壇中には瓦片、土師器片か

多数含まれていて、少なくとも奈良時代以降の遺物

己含層の上に築成されたものであることがわかる。

2. 井戸 (SE5) 

金堂の南東隅に掘り込まれた石組みの井戸である。

東西約 5m、南北 3m以上の大型の掘り方によるか、

井戸はその中央につくられず、北西隅にかたよって

いる。石組みの上万部分では石と石との間を瓦片で

つめている。内径は0.55mで、深さは底部まで掘り

下げていないので明らかでない。

井戸内からは、内径75cm、庫さ 16cm、幅 9cmの石

製井戸枠がいくつかに割れて出土している。使用時

には最上部に置かれていたものであろう。

この井戸は、金堂と塔の間を埋めつくした瓦の堆

積中から検出され、しかも近世の染付茶椀の已文瓦

• 一石五輪塔、石臼が井戸内から出七し、江戸期に

廃絶したものと思われる。

3. 溝

5D3 塔の基壇東辺を南北に掘りぬいた大溝で

ある。中央では幅I.Sm、深さ0.8mを測るか、その

両端では幅4.5mに広かっている。溝内には多鼠の瓦

片とともに、かなりの量の山茶椀及び土師器の鍋・

皿片が埋まっていた。溝の底は両端が深く、中央で

は浅い。

5D6 塔の南東約IOmにおいて南北につづくも

のである。幅I.Sm前後、深さはo._7m前後で、底面

は北に高く南に低くなっている。

溝内には多量の瓦片とともに、山茶椀• 山皿・十-

師器片等か埋まっていた。
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3 . 遺

A. 瓦 :t尊 類

創建期以降の各時代に及ふ瓦か出土したか、形態

によって次のとおり分類した。すなわち、丸瓦をM、

乎瓦を H、その外の道具瓦等を Eとした。

丸瓦(M)の内、単なる丸瓦を 0とし、軒丸瓦はそ

の文様構成によって、単弁重弁の類を 1、外区に珠

文の無い複弁重弁の類を 2、外区に珠文の有る複弁

重弁の類を 3、重圏文の類を 4とした。

平瓦(H)は、単なる平瓦を 0、軒乎瓦はその文様

構成によって、重弧文の類を 1、扁行唐草文の類を

2、均正唐草文の類を 3とした。

その他(E)の瓦は、炭斗瓦を 1、面戸瓦を 2、蒐

瓦を 3とした。

以上の分類を例示すれば次のとおりである。

丸瓦(M)

〇＝単なる丸瓦

l=軒丸瓦（単弁重弁）

2=軒丸瓦（外区に珠文のない複弁重弁）

3=軒丸瓦（藤原宮式）

4=軒丸瓦（重固文）

平瓦(H)

〇＝単なるギ瓦

l=軒半瓦（重弧文）

2=軒乎瓦（扁行唐草文）

3=軒ギ瓦（均正唐草文）

具体例

M 1 2 H 2 1 

その他(E)

1=炭斗瓦

2=面戸瓦

3=鬼瓦

：｛し――七弁 ， 下外区線鋸歯文

［し 単弁菫弁軒丸瓦： ; ___―-扁行唐草文

,_一―-―-丸瓦 し＿＿＿＿＿＿―-平瓦

以卜の大別に）.~ づく各々の細別は、 じ品の大別番

号に続けて、寛の相異に）よつく文様のわすかな差を

ァルファベットの大文字で、同箆での違いは小文字

で表示する。

しかしながら、瓦だけでも出土総羅は土ノウ袋に

して約2,000袋に及び、その詳細な観察は今後に期す

るより外ない。 したかって当報告では文様瓦の代表

例を不すに過ぎない。

物

(I) 丸 瓦

丸瓦は玉縁が付く例か多いか、行）店葺きの例も多

い。軒丸瓦も次のように分類した。

Mil 単弁菫弁八葉蓮華文軒丸瓦である。［刈ぷし

た例は、蓮-fか 1+8+8と配され、各f従は輪郭

線で区両されている。外区には珠文や鋸歯文かなく、

周縁の内半分にまで笠の痕跡か及んている。青灰色

を呈する硬い焼ぎあがりで、小石を多く含んでいる。

M12 単弁重弁七築蓮華文軒丸瓦である。図ホし

た例は、中房かやや大ぎく、竹管文を施した蓮fか

1+4+8と配され、運弁はやや短く、 f葉の幅か

広い。外区には複線鋸歯文を配す。暗灰色を呈し、

焼成は良好である。

M13 単弁重弁六築蓮華文軒丸瓦である。図ポし

た例は、やや大きい中房に 1+ 6の 蓮rを配し、 f

葉は先端か凹んでいる。各蓮弁は界線状のもので接

続するか、間弁はこれに接することはない。外区に

はやや密に輻線文を配す。暗灰色で焼成は良い。

M21 いわゆる川原式に属する複弁重弁八葉蓮華

文軒丸瓦である。完形例はないか、連fは 3重に［口J

るらしい。蓮弁はやや小さく、外区には、線鋸歯文

を配す。

M22 複弁重弁七葉蓮華文軒丸瓦である。中房の

周縁に凸線が巡らず、蓮＋は磨耗によって観察し難

い。外区には複線鋸歯文を配す。

M 3 Aa しヽわゆる藤原r,;式だが、 [ii]寛例は木確認、

である。中房は窪み、蓮fは 1+ 8であり、外区内

縁の珠文は32である。やや小型で、緑灰色を呈す。

M 3 Ab 

成している。

同箆の Aaとは異なり、中房が突面を

これは、笠を使用途中に中房のみ彫り

窪めたものである。

M3B 複弁項弁八葉蓮華文軒丸比てあり、いわ

ゆる藤原宮式に属すか、藤原宮等にその[ii]箆例は忍

められない。蓮(は 1+6+6であリ、連弁はやや

にい。外区内縁の珠文は密に配され、図ぷした例の

珠文は39を数える。外区外縁には線鋸歯文を配す。

やや大刑であり、緑灰色を見す。

M41 重圏文軒丸瓦である。本例は表面採集品で
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はあるか、天華寺出土には間違いない。―:_重に［祖線

か巡り、茶黄色を呈す。

(2) 平瓦

平瓦は、凹面に布目を残し、凸向に格f叩き目や

纏叩き目を残す。しかし、叩ぎ目と瓦当文様との関

係は未検討である。

HI! 3本の弧線を持つ項弧文軒平瓦てある。深

顎であり、青灰色の硬い焼成品である。

H 12 4本の弧線を持つ重弧文軒乎瓦である。や

はり深顎で、青灰色の硬い焼成品である。

H21B 扁行唐仇文軒平凡である。内区の唐州文

はやや間延びし、文菜の先端は強くを苔込む。脇[;,<:

と下外lべに鋸歯文を配すか、［外区には珠文を配す，;

無顎のものが多いか孤顎の例も見られる。これらは

緑灰色を呈し、いわゆる藤原宮式に属す。この種の

軒平瓦には凹面に「南万中」と箆書ぎした隅切瓦例

(13) もある。

H22 扁行唐草文軒‘ド瓦と思われる。 H21と凡本

的には同じであるか、唐草文か若干異なる。無顎で

あり、灰黄色を呈す。

H23 扁行唐t;,文文軒平瓦と思われるか、文様は非

常にくずれている。内区には、唐草文の主茎は無く、

文策か各々独立して並ぶ。この支葉は、先端の巻き

込む部分か変化して、大ぎな円形突起を成す。この

ため、個々の文槃はあたかも巴文のような形状を呈

す。内区は狭く、太い界線によって区画されている。

~-—上—三

＼ 

~ 
~ 

~ 
~~ 
~""J. 
~·l .. 7 
~ 

第13図上器実測図 (1: 4) 

上外区は無文てあり、 卜タ外区には線鋸歯文を配す。

やはり無顎であり、凸面には縫叩き目を残す。茶黄

色を呈し、胎土中には小石か目立つ。

H31 均正唐草文軒平瓦である。花頭形中心飾り

はなく、支葉状の短線だけで構成された中心飾りで

ある。―t茎は 3回反転し、第 2支葉まで配す。外区

や脇区には疎らに珠文を巡らし、外区と脇区を画す

る界線は無いようである。完形品はなく、個体数も

多くない。無顎であり、茶黄色を呈す。

(3) その他

鬼面文鬼瓦や、面戸瓦等の道具瓦のはか、溝も認

められた。 J尊は厚さか約10cmである。

2. 頃仏

墳仏A 天華寺廃寺出土の「菱形填仏」として従

来から知られていたものである。今回の調ftては破

片44点か出士し、それらの図上復冗により縦長の六

角形のものであることが明らかになった。

復厄長は約24.5cm、幅約13cmである。少址の破片

には、表面に黒漆が残る。他の種類の土専仏とともに

大部分が金堂の南と東側の瓦堆積層から出土した。

頃仏 B 長方形の独尊仏てある。円形光背の卜部

左右に焼成前の小孔が穿たれている。幅は 7.5cmで

ある。 1点だけか出土している。

填仏C _-_こ尊仏であるか小片のために、左脇侍の

上半部と右脇侍の下半部が知り得るのみである。黒

漆か全面に施されている。

B. 土器

1. 寺院建立前

古墳時代の土帥器や須恵器か、少量ながら各地点、

から出土している。また図示はしなかったか弥生時

代中・後期の土器片も少量出土している。

1は土師器の小型壺である。底部外面には荒いヘ

ラケズリを施す。 2は土師器杯である。内面にヘラ

のアタリが斜方射状に認められる。

2. 寺院存続期

7は淡茶褐色を呈し、焼成は良好、胎上も精良な

土師器杯である。暗文やヘラミガキは磨耗により不

詳だが、元来は施されていたものと思われる。この

外にも赤褐色で暗文を施した杯は多い。 8は北方建

物付近の土坑から出土した杯蓋である。口径は15cm

- 22 -
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を測り、灰褐色を呈する胎土・焼成共に良好なもの

である。

9は天華寺廃寺北束丘陵裾に位罹する瓦窯の灰原

と推定される灰層断面に露出していたものである。

％程の破片であるが、径は14.4cmを測り、白灰色を

呈する。胎上、作りとも良好なものである。

3. 寺院廃絶後

大号I]して平安時代後策から鎌介時代頃と、江戸時

4 . 結

A. 遺 物

屋瓦 出土瓦の大半は、重弧文軒平瓦 (H11・12) 

と、これに組み合う単弁重弁 (M1・2)や複弁菫

弁 (M21・22)の軒丸瓦、および藤原窮式 (M3 A・

3BとH21A・B)である。これらの年代は、前者

か7世紀後莱、後者の藤原窮式か 7世紀未から 8世

紀前築と考えられる。

差し替えたと思われる、より新しい瓦も少量出土

した。この内、奈良時代に属すと思われる例には、

重国文軒丸瓦 (M41) と扁行唐草文 (H21)や均正

唐草文 (H22) の軒平瓦がある。これらの軒丸• 平

瓦は、それぞれが組み合うべき型式を持たない。平

安時代に属すと思われる例には、単弁重弁軒丸瓦(M

13) と扁行唐草文軒平瓦 (H23)がある。

噂仏 従来「菱形溝仏」として著名であった Aが

六角形を呈すことが確認されたはか、新たに、方形

独尊Bや三尊Cの例か確認されな。 Cは大和の川原

寺出土例等に類似する。墳仏は金堂を中心に出土し

ており、点数は Aが44点程、 Bが 1点、 Cが2点に

過ぎない。おそらく、創建期に金堂の-. 部にのみ使

用されたものであろう。

土器 寺院創建以煎では、 6世紀を中心に少鼠出

tしているのみである。

寺院存続期の土器は、量的に 7世紀後葉から 8世

紀前葉のものか中心である。この内、土師器杯では

良質で赤褐色を呈し、暗文を施した例が目に付く。

寺院廃絶以後では、平安時代後葉から室町時代前

半に及ぶ土師器や山茶椀等が瓦溜を中心に多数出土

代の 2時期に分けられる。

3は口縁端か直立する土師器皿である。口径は9.6

cmを測り、赤褐色を呈す。平安時代後期に属すと考

えられるが、寺院との関係は明らかでない。 4は高

台か高くて杯部の浅い、いわゆる台付皿である。 3

. 4は平安時代後葉に属す。 5・6は山皿であり、

10・11は山茶椀である。いわゆる行晶焼には数烈式

か認められ、 12-14世紀に属す。

五
n

1111a. 

した。この内には、微量の瓦器も含まれており、注

目される。この外には、瓦溜や井戸から近世の染付

か少最出上している。

B. 寺院

塔 東西約15.5m、南北約15mの範囲に版築を施

した掘り込み地形が存在するか、この中央やや南西

に心礎抜ぎ取り穴かある。従って、基壇規模はllm

前後と推定されるに止まる。心礎は、おそらく版築

中にあり、上面も基壇上に露出していなかったもの

と推定される。

金堂 版築の範囲は東西約20m、南北約17.5mで

ある。塔の版築との間隔は約 7mあり、この中央が

伽藍中軸線であろう。版築の規模から、桁行 5間、

梁行4間の建物か想定される。

伽藍配置 塔の西に南面する金堂か推定される事

から、法起寺式の伽藍配罹か考えられる。しかし、

講堂や回廊• 中門等は不明である。また、寺域も明

らかではない。

存続期 出土した瓦や土器、および遺構から、造

営は 7世紀後葉に開始され、 8世紀前葉まで続いた

ものと考えられる。そして、平安時代までは存続し

たか、遅くとも鎌倉時代まてには廃絶している。お

そらく、ギ安時代後半に廃絶したものであろう。

（小 E道明・山田猛）

＜註〉

① 鈴木敏雄『二重県古瓦図録』 1933

② 昭和54年、 ；庫県教育委員会発掘調壺
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N 一志郡嬉野町

昭和54年度県営圃場悠備事業地内における埋蔵文

化財有無の照会にもとづき、昭和54年 5月、中村川

左岸の島田地区一帯の分布調査を行なったところ、

約50,000m'はどの範囲で弥生時代から鎌倉時代にか

けての土器片多数を採集することができた。この地

域は島田橋北方遺跡にあたるため、同年 6月、付近

一帯で 2X2mの試掘抗を計50ヶ所掘り事前調在を

行なった。その結果、多数の試掘抗から遺物、遺構

が検出され、また、全体的に表土下20-50cmで遺構

面に達することも判明した。そこで、これらの結果

をもとに、県農林水産部・津耕地事務所と県文化課

との間で協議し、本調査の必要なことで意見が一致

した。

本調査は、遺物包含地内のうち、遺構面下まで削

平される水路予定地 3ヶ所を中心に行なうこととし

7月23日から調在に着手した。町道久居・嬉野線の

西側を A区、東側を B区、 A・B両区のある段丘よ

り一段低い低位段丘を C区とした。

うえのかいと

上野垣内遺跡

A区は 4X20mの範囲を調査した。次いでB区で

4 X92mを調壺したところ、その中央部付近から、

古墳時代と考えられる土坑 2甚、奈良時代末と考え

られる竪穴住居 2棟等、遺物、遺構が集中して検出

された。そのため、同年 8月25日、前述三者間で再

度協議を行ない、遺構の集中している地点を中心に

南北両側へ20X40mづつ拡張して調径することとし

た。引き続ぎ C区は 4X20m及び4X4mの調在抗

7ヶ所、秋期施行予定地内に 4X2mの調査抗17ヶ

所を調査したが、小量の士器片のみで遺構は検出さ

れなかった。その結果、 B区拡張部分の調壺に厘点

をおき、次章以下の成果を得、同年12月8日調査を

終了した。

なお、調在にあたっては県農林水産部、津耕地事

務所、嬉野西部土地改良区の全面的支援をいただぎ

地元島田地区をはじめ近隣の方々の協力を得、無事

調在を終了笞せることがで苓た。記して謝慈を表し

たし‘。

第15図 遺跡位置図（国土地理院 1:25000大仰）
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I . 位渭と環境

！浬f垣内遺跡（矢印）は行政区画上、 ，志郡嬉野

町上野垣内に所在している。遺物散布状況等よりそ

の規模は東西700-800m、南北100-300mにも及ぶ

広大な遺跡忙i積か推定されている。当遺跡は伊勢ギ

野のはゞ中央部を雄走する裳出 Jii の—」支流である中

村Jlj左岸の河岸段!1_1-:. に立地し、南に向って低下す

る地形は圃場坪備以前は大部分が畑地として利用さ

れていた。現椋翡18-19mり,j後である。中村）ljは椋

高723mの矢唄山と、松阪市と＾志郡の境に位対する

標高757mの堀坂山の両山に狭まれた谷をその源とし、

L流域では蛇行しなから、当遺跡の立地する中流域

では 1有線状に流れを変え、 riLilドに肥沃な両庁段丘と

多くの遺跡群を形成して、近鉄中川駅北方て雲出川

と合流し伊勢清に注いている。

この中村川の形成する刈摩段fr、及び、中流から

下流にかけて拡かる沖梢‘杞野_,開は遺跡の宝J屯とも

一言うへぎ各時代、多種多様な遺跡か密集している地

域として知られているが、特に古墳時代以降～飛島

• 奈良時代においては文化的にも他地域を巾越した

容質をもっているのも 9 つの特性と且える。

とりわけ古墳時代前期のみ取り Lけても、南勢域

にはみられない 4世紀後半の築造とされ、 ：．角緑神

哄鏡の出!・.等、内容的にも際立つ 3),!,:のりり灯後）j墳

（筒野 (15) . 向山 (16) . 西山古墳 (17)) の•よ

郡への集中存在か物語るように、当地域か占代の文

化・政治の先進地域である大和と伊勢を結ぶ当時の

—つの文化伝播経路として屯要な役‘，間をすI! ってきた

地域と考えることがで苔よう。

ここで流域のヒな遺跡を時代順に概観すると、縄

文時代としては，1ふHJ遺跡 (1) 、薬師、『西遺跡 (2)

等かみられるか、縄文を遡る先t器時代の遺跡は発

見されていない。弥生～古墳時代にかけての遺跡は

数多く、広大な範囲を占める釜牛llJ遺跡 (4) をは

じめ、閉坦外遺跡 (7) 、郡•逍跡 (6) 等、中村

第16図遺跡地形図 (1: 5000) 
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地図番号 遺 跡 名 時 代 1 地図番号 遺 闘 名 時 ft 
I 

1 '「"']・ 田
、上

跡 絹文以降 13 射峡場西占 l{¥群 rl,lj'[ J且

2 薬帥、｝西遺跡 縄文 14 4ヽ 山 占 墳 群 ii lj'¥ 

3 下 ノ 庄 遺 跡 纏文• 弥生 15 箇 野 --j[J • Jj¥ 古墳

4 釜 牛 田 遺 跡 弥生 16 向 山 占 珀~． 古墳 4C後半

5 八 田 遺 跡 弥牛
I 

17 西 山 古 墳 古培

6 郡 遺 跡 弥生以降
I 

18 斑 光 か 奈良I 

7 閉 坦 戸 遺 跡 古梢以降
I 
I 19 天 華 J 奈良
I 

8 ，と・、 西 遺 跡 古梢 20 嬉 野 廃 寺 奈良

， 新 出 遺 跡 古墳 21 阿 坂 城 跡 室町

10 堀 田 遺 跡 飛烏• 奈良 22 木＊木 本 城 跡 室町

11 八 田 JI! 遺 跡 平安 23 堀 ノ 内 城 跡 室町

12 釜 'L 81 古 1ft 群 古_tf¥ 24 犬 華 、tj 城 跡 屯町

第 6表周辺の主要遺跡一覧

川の全戊域にわたって、,.'iりしている。占培は先述の

前其)J占培の他にいわゆる群出項としての後期古培か

多くみられるか、流域kl『の,,陵 I・.に偏介、翌'!:.ill

古培群 (12) 、射撃場西占憤群 (13)等か大きな各

フロ、I クを形成してしヽる。飛島• 奈良時代において

は、これまで•，じ郡附ては ·F牛逍跡、鳥居本追跡、

堀田逍跡 (10) 等より畿内的要素の強い良質のt師

器の出 tか知られ、こうした遺跡分布、遣物出 L状

況は、明利l町の点宜跡は特別として、県内の[li]時代

追跡を比較しても .'")の一志における地域特性を窺

うことかでぎる。それはまた、白鳳・反中期に比定

し得る、T跡（班光、芋跡 (18) ・反培寺跡 (19) ・的

里［廃寺 (20)・PJ光、『廃寺）の集中所介とも関わり、

速断はし得ないにしても畿内と ＾志郡との結ひつき

2. 遺

今111]の調代は 3地区にわたり約3,000m'について逍

構を検出したか、ここでは最も遣構か密集して検出

された最東部の発掘区にあたる B地区の遺構につい

て、その概要を記辿する。

B地区は ,11籾東西39cm、南北48mの範囲で、約1900

面について調介を進めたが、南東部で遺構が爪複し

なから発樹［え外へ拡かった為、さらに発掘区を拡北

し、約2.500m'につしヽて遺構か検出された。

の強さを小唆する ・F象として歴史的にも注目きれる

ところとはえよう。その内、犬痒寺跡は昭和54・55

両年度に発掘調介かなされ、その伽盛配附推定の手

かかりと共に、多塙のi専仏類、庄瓦類か出 tによっ

て徐々にその実体が明確化しつつある。

中枇に全ってこの地域は南北朝時代以来、伊勢/E]

,,]家としての北畠氏の支配ドにあるか、こうした時

期に相当する城跡も多く、白米仏品で有名な阿坂城

跡 (21) をはじめ、森本城跡 (22)、堀ノ内城跡 (23)、

犬俵寺城跡 (24) 等かよく知られて＼ヽる。発掘調住

例はなしヽが、宇町期の築造と名えられてしヽる。

以に大まかてはあるか、当遺跡の立地する中村

川流域とその周辺の遺跡を概観し、加えて、 志郡

における地域特1生に杓f触れるにととめておきたし‘。

構

検出された遣構には躯穴住屈37棟、堀立杜建物6

棟、溝 2条、 !'. 拡 17)よ、柵列状逍構 1肝かある。こ

れらは発掘区の各所て検出され、倅かに内部と東部

の部で遺構の検出されなかった箇所かあるたけて、

さらに北や印の発掘区外に批かるものと思われる。

緊穴仕居やー！づJ人の•部と溝、柵列状遺構は、その逍

構内からの出L消物により嫌介時代のものと /lj明し

てしヽるか、大部分の緊穴住居やしJ広は奈良時代後半

- 27 -
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から平安時代のもので、細分化は遺物の検討に待ち

？ たい。時期かわかる遺構については各項て！心生する。

¥Q@c >
B
— 

A
ー

゜ ◎ 

◎
 

゜⑬
 

@ 

(1) 竪穴住居

37棟の竪穴住屈の中で単独で検出されたものは数

棟で、はとんどか発掘区の各所で屯複して検出され

ている。形状は、士坑や柱穴との屯複によって不定

形となったもの以外はH形又はに万形である。規模

はム辺か 3m以下のものか 9棟、 3m -4 mのもの

か19棟、 4m以Lのものか 5棟で、3.5m前後か平均

的な規校である。最大の規校をもつ竪穴住居は SB

13て、5.3mX4.8m。発掘区のはぱ中央で検出されて

いる。最小のものは SB66で、規校は1.6mX(l.8)

mである。 SB13の北方24mで検出されている。主

杜穴か検出されてしヽるのは SB12、13、31の 3棟で、

規校か大ぎいという共通、•\か品められる。又、遺構

の深さは10cm前後のものかはとんどで、遺存度はよ

くない。 30cm以 Lのものは 9棟ある。

南北軸による傾ぎをみてみると 5•未満か16棟と多

く 定の規l剌性が認められる。又、25° 以 K傾く竪穴

住屈には規校の大きいものが多い。

ここで検出された腎穴住居の特徴をあけるならば、

カマドの付設かある。 11棟からカマドが検出され、

さらに11棟て焼土か認められた。それらは北辺又は

東辺にもつものに＿こ大別される。その中て SB2は

西辺、 SB56が南辺と例外か 2棟ある。さらに坪道

が確認されたものも数棟ある。 SB55、56、57の 3

棟からは山茶椀か出土しており、鎌介時代のもので

あろう。他の34棟は奈良時代後半から平安時代にか

けてのものであリ時期の細分化は出t遺物の検討に

待ちたい。

(2) 掘立柱建物

すべて平安時代後半のもので、 6棟検出された。

腎穴住居のような複雑な屯複はなく、発掘区の中央

をほは南北に検出された、総杜の SB20を除いて全

体に柱通りか悪く、柱穴の堀に }jも円形、方形が混

在している。棟方向は N87°Eをぷし、はぱ束西棟て

あるか、発掘区の北部で SB33と爪複している SB

22、68の2棟は各々店干ではあるか北、南に振って

いる。柱間は梁行よりも桁行の方か広いという共通

点か認められる。

(3) 溝

- 29 -



名 称 (SB)
規 模 (m) 主柱柱間 深 さ

南 北 軸 備 考
東 西 南 北 (m) (cm) 

1 3.5 3.8 13 N20°E カマド（北辺）

2 3.5 3.5 29 N25°W 焼土（西辺）

3 3.0 3.0 10 N 2°W 周溝

5 (3.0) (3. $ 22 NIO'E 

6 4.0 3.0 30 N 5°W 周溝、焼十;(東辺）

7 (3.0) 3 Nl0°E 周溝

11 2.6 2.4 30 00 

12 2.6 3.4 2.2 10 N50°E 焼士（束辺）

13 3.4 4 8 2.6 IO N25°W 焼土（北辺）

14 5.3 4.1 10 N 5°E 

15 4.6 2.4 5 N 15°E 

16 2.3 3.3 10 N 5°W 焼士（東辺）

17 3.5 10 N20◇ E 

27 3.8 2.7 30 N 3°E カマド（東辺）

28 2.7 2.7 10 N 8°E カマト（東辺）

29 2.9 3.9 10 Nl0°W 焼土（束辺）

30 3.2 3.3 40 N2◇ E カマト（北辺）

31 3.0 4.2 2.0 19 N35°W 焼土（北辺）

32 4.4 2.4 44 N 5°E 

33 2.8 (2.5) 13 N 2°E 焼十．（北辺）

34 2.5 4.0 10 N 9°W カマト（北辺）

35 (5.0) 8 Nl5°W 

37 4.2 4.5 13 N 2°W 

39 3.3 3 0 5 N 5°W カマド（北辺）

40 4.0 3.3 6 0 0 カマト（北辺）

41 3.4 5 N23°W カマド（北辺）

42 3.7 3.7 20 Nl3°W カマド（北辺）

43 5.0 7 Nl0°W 

44 2.4 3.4 17 N 2°W 焼士（東辺）

45 (4.4) 16 N25°E 

46 57 N25°E 

55 3.9 3.5 5 N13°W カマト（北辺）

56 6 N25°W 焼十（南辺）

57 4 N 2°W 

58 3.3 12 N 3°W 

59 2.7 3.5 43 N 5°E 焼十^ （東辺）

66 1.6 (1.8) 21 N25°W カマド（東辺）

第 7表竪穴住居址の規模 （ ）推定
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名 称 規 投 桁 行 フ、i刃` 行
棟方向

柱 間 (m)
備 考

(SB) （間） (m) (m) 桁 行 汐木］、 行

20 4X2 8.8 4.2 N8TE 2.2 2.1 総柱

21 2 X 2 3.8 3.4 N87°E 
2.2 

1. 7 束柱
1.6 

22 4X3 6.8 4.4 N84°W 1.8 1.3-1.4 

23 4X2 8.8 3.9 NBTE 2.1-2.4 1.8-2.0 

I 68 3 X 3 4.5 3.6-3.9 N79°E 1. 5 1.1-1.4 

！ 

69 3X2 6.6 4.2 N87°E 1.8-2.4 1.8-2.4 

第 8表掘立柱建物の規模

発掘区の西部で SX52と平行して検出された SD

53か 1条ある。 I訂台をもつ大販りの山茶椀か出 t.し

てしヽ る。

(4) 土坑

17J,~ の+.:!広は発掘区の各所で検出され、その規校

や形状はまちまちである。発掘区の中央やや西寄り

で検出された SK48や南隅部で検出された SK61か

らは、ド安時代中策から後半に比定される灰釉陶器椀

が出tしている。又、山茶椀が出土しているものに

南隅部の SK62、63かある。発掘区の中央て他の遺

3. 遺

坪J~!粕約10011古］の直物か出 I:している。その殆んと

が依良時代よリ‘ド安時代にかけての七師器である。

他に少贔の羅文ヒ器、弥'L-J・.器、古培時代t帥器、

須息器、中軋陶器なとの［器の他に土錘、砥イiか出

！一~ してしヽ る。

1 . 縄文・弥生土器

10数片の纏文上器は後期籾叫頃と思われる沈線文

j-_器の LI緑部破片と、晩期の貝殻腹緑による条般文

の他される h『l森式上器の破片がある。

約1001',の弥牛土器片は殆んどか前期木に属するも

のてある。 1の壺形t器は全血に刷じ目が施される

ものてあるか、多くはJul様の形態でLI緑部内側に凹

線か巡り、 !ti;『/¥(こは寛摘沈線による横線文、山形文

を描〈ものて、令1/ii箆研摩される亦褐色を呈するい

わゆる赤焼きの［器（亜流の辿賀）I/式 t器）である。

構と項複していない SKlOは5.2mX 7.4mと規校か

大ぎく、 'F坦な底部にこ箇所の落ち込みかあり、共

に加［原石か集石してしヽた。

(5) 柵列状遺構

発掘区の南隅部て多数の柱穴が逆 L字状に列をな

して検出された。 SX52てある。さらに杜穴は各々

発掘［え外にのびており、作Jかを区画するものと思わ

れる。ただ中心か発掘区外であるため仝体の形状、

規校、中心となる構築物等につしヽては不明である。

物

2の甕形士路も luJ期のものて、やや肥りする 11悴郊

の先端に刻目を人れ、仝面に測 Ulを施したあと、

半歓竹竹による並行沈線か・.段頚部に巡らしてしヽる。

3は中期初頭の壺形上器である。刻目を IJ唇部に入

れ、頸部には櫛描横線文か密に施される、赤褐色を

呈する。

2. 古墳時代の土器

S K 10 (4・6・9) 、 SB 12 (7・8)'在から

出I.したい器であるか械的には少なし‘。 じ帥器杯、

甕、闘杯、姐息器杯身、甕、横瓶、大甕なとかある。

4は杯部の形状は不明てあるが、脚部はヘラによっ

て血収りされる翡杯てある。 5、 6は須息器杯紺て

LI緑部かやや内＇弯する。 7、 8は杯身てII径12cm前

後、内傾する LJ縁部にややl厚手の底部よりなる。 9

は短径18cm、に径20cmの筒状の胴部に大ぎく外反す
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る口縁部がつく横瓶で、胴部の両端には細かいカキ

目が施される、いずれも 6世紀後半より 7世紀にか

けてのものであろう。

3. 奈良時代後半の土器

全地区から出土している。土師器甕、杯、須恵器

杯などかある。 t帥器甕は長胴のものと、小形の球

形の胴部のものかある。多くは全面刷毛目が施され

内面はヘラケスリされている。 t師器杯は赤褐色を

呈する略緻なものが多く、口縁部がヨコナデ、底部

は指による押えのものか大部分であるか、 12のよう

に浅い皿状で暗文か施され、底部がヘラケスリされ

るものや、 14のように底部をヘラケズリされるもの

もある。また17のように椀に近い形をしたものも見

られる。さらに内面か黒色を呈する内黒土器も数

、,,¥ある。 18の須恵器杯は口緑部か直立する高台のつ

＜杯で、令イ本に薄手に仕卜げられている。これらの

土器の多くは奈良時代後半と考えられるものである

か、ー一部平安時代に含まれるものもあるようである。

4. 平安時代後半以降の土器

量的には少ないか各地より灰釉陶器や山茶椀、平

安時代末頃の士師器鍋、鎌倉時代の羽釜、鍋、皿な

どが出土している。 19は灰釉陶器の段皿である。ロ

縁部を欠くか、内面には淡緑色の灰釉が施され、裔

台はヘラケズリのあと貼付けている。 20は七師器鍋

である。口悴部が内側に折れ曲かり、胴部は押えつ

けのままであるのか特徴的である。 21、22は口径16

cm、器裔5.5cm前後で、やや厚手の深い山茶椀である。

23は口径28cm、器高 cmの口径に比較して浅い羽釜

である。幅のせまい、厚手の鍔が貼付けられており、

胴部は上半部は細かい刷毛目、下半部はヘラケスリ

される。

4 . 結

当遺跡の調在は当初試掘調査の結果からみて、遺

物、遺構の検出は相当深く、圃場整備事業の実施は

水路部分に限り、遺跡に影欝を与えるものと予想し

ていたが、水路部分の調査を実施してみると、僅か

20cm足らずで遺構面が検出される個所もある状況で

あった。このため、計画変更をしていただくととも

に、事業の実施によって削ギされる部分約3,oi,omを~

急拠発掘調査を実施したものであり、当初の試掘調

査の方法の再検討の要が改めて痛惑された。

当遺跡は縄文時代より中世にかけて長期間、断続

的に営まれた複合遺跡である。嬉野町は従来より弥

生文化、古墳文化の三重県における先進地域であっ

たといわれている。弥生文化の県下における始まり

は雲出）I[下流においてまず見られ、そこから北方へ

と伝播していった。当遺跡の弥生土器はいずれも前

期に属するものであるが、いわゆる遠賀川式土器は

見られず、赤焼ぎの亜流の遠賀川式土器で、前期新

と考えられるものである。この遠賀川式土器と亜流

の土器の二者は津市納所、三雲村中ノ庄、鈴鹿市上

箕田等の遺跡では大最の遠賀川式土器と極少鼠の亜

昔
二

11tt

流のものが伴出する。しかし、他の遺跡では当遺跡

のように亜流の土器のみが出士する。すなわち津市

上村遺跡、白山町和遅野遺跡、明和町金剛坂遺跡な

どである。そして、これらの遺跡は決して大規模な

ものではなく、総破片数100点足らずの小規模なもの

である。このことはこの亜流の土器群と遠賀川式土

器か主体を占める遺跡とは単なる時期差のみとは考

え難く、縄文晩期の様相か明らかではないが、晩期

の伝統を長く保ちつづけた人々の存在を示すもので

あろうか。

この遺跡の中心となるのは奈良時代の集落跡であ

る。総数34棟の竪穴住居は何時期かに細分し得ると

考えられる。カマドを付設するもの、そうでないも

の、周溝やカマドの煙道など住居跡の構造について

も興味ある問題を内包している。また、現在各地で

奈良時代の遺跡の発掘かなされ、土器の出上も多い。

しかし、その編年はまだ確立していない状況である。

同じ嬉野町平生遺跡や一志町烏居本遺跡で奈良時代

初頭頃の良好な資料を出上しており、当遺跡の土器

群はそれらにつつくもので、奈良時代の編年資料と
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なり得るものであろう。

平安時代後半には掘立柱建物か見られる。乎生遺

跡においても検出されている。一般に奈良時代の掘

立杵建物は柱掘り方も大きいか、平安時代後半には

やや小規模になり、担味あることに当遺跡の SB20 

の 2間X4間の建物のように総柱の建物が見られる

ようになる。先の平生遺跡や多気町束裏遺跡、鈴鹿

巾Ill原井遺跡でも見られる。建物の構造、規校の変

化かあるのであろうか。半生遺跡ではこういった遺

構を有力な農民、名主層のIム大な屋敷を想像してい

る。 （田中喜久雄）
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多気郡明和町
ひがしむら

束村遺跡

東村遺跡は周知の遺跡としては登録されていなか

ったか、新兵衛山遺跡に程近く、その—•部には周り

の水田より ・段高くなった台地状を呈する地域を含

み、過去の村落立地を推定させるものであった。又、

近くの畑地にはt師器片の散布かみられた。しかし、

この台地状の地形は、地Jじては、近代以降の人工に

よる盛土であるという五舌もあった。

昭和54年11月20H、松阪耕地事務所立ち合いの下

て、台地状の部分に 3ヶ所の試掘坑を設定、遺跡の

の実態等の確認のための試掘調任を行なった。その

結果、盛しは明らかに近代以降のものと判明したも

のの、その下より遺物且含層を確認、又、地山面に

おいて柱穴と思われるピゾト、落ち込みを検出した。

出t遺物は極少址であったが、 ヒ帥器（鍋）片より

みて中軋（鎌倉時代～屯町時代）の遺跡であること

が推定された。そして遺跡はその周辺に拡かること

を予想し、その地の小字名をとって東村遺跡と命名

した。

こうした経過をへて、再度、松阪耕地事務所、上

御糸上地改良区と協議したところ、遺跡周辺の水田

は現在高を収重、削平しないこと等で、その保護に努

めたか、排水路（幅約 3m)構築部分については設

叶変更不能ということで、排水路部分（幅 3m X 100 

m、300mりについては発掘調在を実施することにな

った。調在は先の盛土部分（厚さ 50-60cm)はブル

ドーザーによって除去したのち、以下人力による地

山までの掘削によって遺構、遺物の確認に努めた。

尚、調在に際しては、松阪耕地巾務所、上御糸t

地改良区の各位、又、現場作業には地Jじの多くの方

々のこ協力を得た。記して感謝の近を表したい。

第351:x] 遺跡位附図([li]上地理院 1: 25,000 松阪• 明野）
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1 . 位潰と環境

東村遺跡は行政区画上、多気郡明和町佐fll'『東村

に所在する。佐田の集落の東はずれに位四し、すぐ

南は若之神杜（若宮八幡宮、若宮神杜ともいう）か

鎮座している。この神社のわずかな茂みの他は、若

干の畑地以外、見わたす限り水田か束方へと拡って

いる。西方700-800mには蛇行する祓）Iiか流れるか、

地形的にはおそらく、こうした叫川による沖積によ

ってでぎたと考えられ、現標高 4m前後の低い上地

である。

周辺の遺跡としては、文明年間、伊勢国司北畠教

具の-:_男佐田左兵衛小将具郷か初めて居城し、佐HJ、

中海、馬の上、行部、根倉のhヶ村を知行した拠点

といわれる佐田城跡(1)かあるが、今はその面影を全

く見ることはでぎない。又、北西約 500mの地，点に

は、昭和53年度県営圃場棺備ボ業に伴い発掘調代の

なされた西出遺跡(2)かI'斤11―する。この西出遺跡では

東海地方では珍しい纏文時代の人頂i上版をはしめ、

弥生時代の翌穴住屈、 'f安時代末の掘立柱建物址等、

縄文時代から中慨に至るまての数々の代:•li: な逍構、

遺物を検出している。酉出はよリ祓川に近〈位附す

るか、地形立地的にはよく似ている。その他、束村

遺跡に隣接、若官神杜から束方にかけての畑地は新

兵衛山遺跡(3)として知られており、南隣の村、 lりの

L字算所には、天禄 2 (971)年よりわずか 3年の

在位て斎向寮で姥Lされた第43代斎！：．降f女玉の煤

(4)かある。

文献上からは古代木から中世にかけて神’向領荘園

としての佐HJ御薗か設凶されたことかわかるか、現

在の佐田應沿内のどこに所在したものかは定かては

なし'0

こうして明和町のある•角、佐田周辺を取りあげ

たたけでも数々の文化財、遺跡を拾うことかでぎる

第20図遺跡地形図 (1:6000) 
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か、古代以来、伊勢神宮直轄地という性格の中て、
又、時には斎宮に程近いという位覆関係より、この

2. 遺

南北に約10m離れた東西 2つのト レンチを発掘し

、チを合わせて、井戸址 1、溝
た。遺構は、両トレ／

址 8を検出した。他にピッ トと小段がある。

層位は東トレンチて二つに分かれる。 SEl東 7

mを境に、東側は、 I層；水田耕作七（暗青灰色土）、
II層；やや黄色をおびた暗灰色土(,,ナカトコ、と
呼ばれる士である）。 Ill層；黄褐色土て砂利を含んで
いる）でプラン確認面はIll層上面で、小段・溝は若干

巽なるが暗茶褐色の枯質土
を埋土に持つ。極めて少

ないか土師器片を包含して いる。西側は、 I層；黒

色土、 II層；黄褐色土であり、
井戸のプランは II層

ヒ面で確認された。

西トレンチも同様に、 東側部分で I層；黒色土、

複雑な宗教的、文化的な影響下の中て、現在までの
歴史がはぐくまれたものと思われる。

構

II層；黄褐色土であり
、他は I層；水田耕作土、11層

・’’ナカトコ、、、 III層；黄褐色土となっている。 III 
， 

層は東トレンチに比べて砂利か少ない。

1 . 東トレンチ検出の遺構
SEl —辺170-180cmの隅丸の方形を呈する素

掘りの井戸である。底に近
ぃ所で北側に半月状のテ

ラス部を持つ。北壁は垂匝に近
く、南堕は急傾斜す

る。深さ 170cmで底部は砂利層まで届く。
現時点ても水か湧く。遺物は土師器皿、土師器鍋、

山茶椀が括して出土し
ている。総数約20点である。

502 幅 170cm、深さ約40cmの南北に走る溝址
てある。小段の埋土を除いた段階て検出され、屑部

IL- 100m -— 第21図 発掘区平面図 (1: 2000) 
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も良く銭ってしヽた。直物はなし‘。

SD3 トレンチの東端て検出された幅40

cm、深竺 10cmの怜］北に走る溝てある。 SD2

と平行するか、)-・_半を水田により削ギされてい

る可能収！：かある 0 遺物なし。西側に幾つかの

ピノトかあるか、規則性はなし‘。

2 . 西トレンチ検出の遺構

SD 4 輻40cm、深さ 10-25cmのはは東仇i

力向に心る溝址てある。 ・罪農追罪分にかか

リ、プラン確認皿て他の；祁分と約20cmの高低

かある。溝の掘り込み面は•は閻い殷道郊分

てあり、他は削平•されたものである。追物は

上帥器Jlll片、―l灌1ji器鍋、山茶椀かある。

SD5 SD4より始まリ北へ延ひる,,睛20

cm、はさ 2mの戊い溝てある。、ド面てはやや

低くなっている利1文たか、断向て確認できる。遺物は

i⇔ 

I 

A
 

'o 

A
 

゜

なし‘。

SD 6 1ll/,il8cm、はさ 10cmの溝てある。 SD4か

度ときれ内ひ延ひる感してある。やや南に内曲し

て掘リ力.の収につつく。遺物はなし‘。

SD? 幅20cm、深さ 8-10cmの北束から南他に走

る溝である。遣物はない。

5D8 輻20-50cm、深さ 5-10cmでSD9より

調応(Ijfr'i (約300m') も小さいか、今[!_1]の発掘によ

り検出された直物は少械てある。出十．遺物は令てし

器て、種類としては 1灌rji 器（鍋• 小llll)、山茶椀の他は

若r贔の常滑陶器）｝と灰釉、鉄釉の他された瀬!i所

と思われる陶器片かある。青磁片、白磁片も 1片

B 42-- ——·-- -

,. 

第22図 SE 1実測図(1:60) 

始まり、南へ延びる。 SD9の側て闘狭く、南へ行〈

くにつれ広かる。遺物なし。

5D9 幅30cm、深さ 10-15cmの溝てある。 SD

7と’仔行し、北束から市内 Jj向に延ひる。遺物は lこ

帥器llllJ'i、―t帥器鍋片かある。総て細片て約50J1i・は

どである。

内トレンチの溝址は、仝て 1-.半かi'JIJ,,,: されている

と名えられ、残仔状態は極めて應虹、 0

3. 遺 物

ずつみられる。時期的には中川（嫌介～字軋Jil、『代）

に属するものてある。小）＼か多しヽか、以 l叶;,,],」、し得

たものについて概述してお苔たし‘。尚、数械は少な

しヽが、 SEl、SD4坪士出しのものは ・/心、 。括

遺物として収リ tけておぎたい。

ロ @sEI 
c
 

吋心炉 O 
A
 

．
 2

 
D
 

s
 ー

¥

,

 

゜

゜
第23図遺構'I勺hi図 (1: 500) 
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第24図

1 . SE1出土の土器

土師器鍋 (1)復元口径32.4cmの口縁部のみ残る

ものである。

る。内外面ともにヨコナデされている。淡茶褐色を

呈し、胎上は砂粒、細石粒を多く含み粗い。外面に

ば煤の付祈がみられる。

土師器皿A

ロ縁端部は内側に折り返され面をつく

(2) 比較的薄手の小皿て、内頂iは

..... 7 

土器実測図 (1: 4) 

ナテ調坪、外面は Il縁端部の狭い範囲のみヨコナデ

されている。以ドは不調繋で凹凸かのこる。やや黄

味を幣びた白褐色を旱し、胎土は石粒、砂粒を多鼠

含む。

土師器皿B (3) 原手の大ぶりの皿で、内向は

ナテ調整、外面は皿Aと同様、

山茶椀 (4・5)

ロ糸成翡曲名〖に近い狭い

範囲のみヨコナテされている。以下は不調格である

か、凹凸はみられす、全体につくりは丁寧である。

.JlJlAよりやや褐色味をもち、胎七は砂粒を少量含む

か、緻密な }jである。

いずれも底部近くの破片であ

文こ―

~~:::::::Ji 

L ____ L,,_}, 

~------J ノ

る。高台は、

しっかりしてしヽる。

とめられる。胎tは4・5とも砂粒を少情含む程度

で、色調は淡灰色、

煤の付着かみられ、灯明皿の代用として用いられた

ものかも知れなし‘。

2 . 

土師器鍋A

段を形つくり、内面＿こ星口縁状を呈する。内外面は

ヨコナテされている。茶褐色を呈し、胎土には細石

粒、砂粒を非常に多く含みザラサラしている。外面

には煤か多情に付着している。

土師器鍋B (7) 

つか、

文

~
 

(6) 

6と比べ、

~=-、
~-呵、

＼ 

SE 1 ・・・ 1 -5 

S04・・・6-10 

4は平べったく低いか、

包含屑…11-13

5はやや高く

5の高台には籾殻圧狼か多くみ

白灰色を呈する。 4の内向には

SD4出土の土器

ロ緑部は内面に折り返され、

6と同じく折り返し口縁をも

ロ縁部は水‘ドである。 又、内面に

段をつくらない。色調、胎士は 6とよく似ている。

型式的にはI・6の流れをひくものと思われ、 1より時

期的にやや下るものであろう。

土師器皿C (8) 白っぽく緻密な胎土をもつ小

皿で、 口縁部は真直ぐに立ち、端部はわずか

9 。

0 

〇
o
 

〇 ヽc
0 0.  

。＊

A
 ロ

〗
二
」
叫

東

：
 

に尖り気味である。内面はナデ調整されてい

るが、外面は不調整でユビオサエによる凹凸

がのこる。

土師器皿 D (9) やや大ふりの皿で、 ロ
縁部は内弯しながらなだらかにのび、端部は

丸くお各まる。内面はナテ調悠かみられるか、

外面は磨減して不明である。淡黄褐色を呈し、
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胎土は砂粒を若千含むが緻密といえる。

山茶椀 (10) 完形に近いもので、高台は低く、

胴部の丸みは失われ、直線的になっている。口縁部

はわずかに外反し、外側に面をつくる。内底部と胴

部との境は認められるか、不明瞭である。高台には

籾殻圧痕かみられる。内面胴部には部分的に煤が厚

く付着している。淡灰色を呈し、胎土は細砂粒をや

や多く含む。

3 . 包含層出土の土器

土師器皿 (11) 不定形な粗雑なつくりの小皿で、

内面は十デられるが、外面は不調繁で凹凸がみられ

る。明るい白褐色を呈し、胎土は砂粒を少量含むが、

緻密といえよう。

陶器椀 (12) 削り出し高台による略緻なつくり

の椀形態と思われる。内外面に淡緑灰色の灰釉か厚

く施されている。内国の釉には貫入がみられる。胎

土は白灰色を呈する。

山茶椀 (13) 逆台形の比較的高い高台を有する

山茶椀である。 m,1部は丸みを失い、 1紅線的に立ちあ

がる。白っぽい灰色を呈し、胎土も緻密である。

以上か土器についての況明であるが、すべて中世

（鎌倉時代）に属するものと考えられる。 —括遺物

としての SEl、SD4に伴う土器はそれぞれ、 S

E 1は鎌倉時代前半～中頃、 SD4はそれよりやや

下り、鎌倉時代後半～末頃に比定されるものであろ

7。

4. 結

東村遺跡は祓川右岸の沖積地に所在する。標高 4

m前後である。今回の調査は、県営圃場坪備事業の

排水路予定部分300m'に対して行なった。掘立柱建物

等の住居址の検出はみられなかったか、井戸址 1、

溝址 8、ピゾト、不明の小段を検出した。井戸址

から土師器皿、七帥器鍋、山茶椀等の遺物が市括

して出土している。溝址は南北方向に走るもの (s

D2・SD3・SD5・SD8) と東西方向に走る

もの (SD4・SD6)、さらに北束から南西方向

に走るもの (SD7・SD9)かある。今回の小範

囲の発掘では遺跡全体の性格を明らかに出来ない。

遺物は SD4・SD9からt師器Jlll. 土師器鍋• 山

茶椀がある。鎌倉時代後半～未頃の所産である。

東トレンチからは SE1・SD2・SD3・ピノ

ト・小段か検出された。井戸址のプラン確認面と S

D2・SD3のプラン確認面とは約30cmの段差かあ

吾1一1-n

り、後者か低し'0

西トレンチは SD4-9までの溝址かある。束端

には東トレンチの井戸址を検出した面と同じ土

層がみられる。他は現水i廿面となり一段低い。しか

し、中央部に罠道があり、この部分を走る SD4は

プラン確認面が高く、その両側は約20cm低くなって

いる。つまり、西トレンチは元々全体か20cm高い面で

あり、後世の削平により水田化されたと名えられる。

以上を考え合わせると、SE1の東 7mの小段は、

当時の自然地形の段差であり、それ以束は低地、そ

れ以西は微高地であったと考えられる。この微高地

の東端に井戸址が作られており、当然人の居住かあ

ったであろう。建物等の検出はでぎなかったか、

西}j向に集治址の存在した可能↑生はいかに名えられ

るところである。 （一＾＾ソ木貞夫• 新田 洋）
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VI多気郡明和町

古里、森宮、露越遺跡か周知の遺跡として遺跡台

帳に登録されたのは、昭和45年であった。

帝宮遺跡は同年から始まった古里地区の調令を発

端に 10年を経て、昭和54年 3月27日付で、「斎宮跡」

として国史跡に指定された。その範囲は、斎宮の中

町、牛染、竹川の占里地区を含め、東西約 2km、137

haに及んでいる。

露越逍跡はこの斎官跡の南西部に接しており、明

和町大字竹） II'『露越と南裏地区の•部分を含め、南

北約500m、東西400mに及ぶ遺物己蔵地で、畑と＾

部の山林か含まれている。昭和53年度に行なった県

農林水産部耕地諜への照会による分布調在でも、ギ

安時代の上師器）『や灰釉陶器片の散布が認められた。

肴窮跡と北限を境にしている位沼閲係からも、店窮

跡の関連遺跡てあるものと推定されてきた。

昭和54年度斎窮地区県貨圃場坪備＇ド業は、牛策地

区の向域南限に沿って南力に澗ける水田より露越遺

跡が所在する畑の束半に及んでいた。

昭和54年 9月、松阪耕地t;務所、斎窮土地改良区

と行なった保存対策協議の結呆、窮域南限を通る幹

線道路及び排水路部分の成掘調介と、宮域内の鈴池

1 . 位

多気郡明和町は宮/1[と櫛田川によって形成された

段丘と沖積地に位四している。斎宮跡、露越遺跡は

この段丘のてつ、斎宮段丘の中央西端部に位置して

しヽる。

油j遺跡の標高は、露越遺跡の所在する段丘西端部

で13m前後、宮域束限に当たる部分ではIO.Sm前後

ではり、遺構両は平担で東方へゆるやかに傾斜して

いる。また、宮域の南限になっている畑と水田との

比高差は20cm-30cmであった。

最近、明和町近辺では、斎宮跡と並行期の遺跡か

ら、斎宮跡と深いかかわりを想起させる査料がふえ

ている。露越遺跡の南西に隣接する金剛坂遺跡、斎

さいぐうあと つゆ→ し

斎宮跡・露越遺跡

地区を通る部分の本調代を実施することになった。

試掘調在は昭和54年10月12日から「,i]27日にかけて、

2mX6mと2mX4mのグリットを83ヶ所に設定

して行なった。調在の結果、すでに協議済みの鈴池

地内の輻 Sm、廷長約250m (1890m') の調代と、露

越遺跡の牛葉幕地を南から西へめくる幅 2mの排水

路部分、約160m (385mりの本調在を実施すること

になった。なお、露越遺跡の遺構面は表1-.下30cm以

トあるため、排水路以外は工法し遺跡の破壊も軽

微てあるものと判断された。

本調代は、落宮跡の鈴池地区（第26-3次）を昭

和54年11月1日から同12月12日に、露越遺跡（第26

-4次）を昭和54年11月26日から昭和55年 2月2日

にかけて、斎宮跡調ft-ii:務所が担当して実施した。

なお、斎宮跡の遺構実淵l図作製にあたっては、国

士調在法第 6庫椋系を）よ準とし、 }j位の標ぷは貞北

(N 5°40'E) を用い、露越遺跡については磁北を

用しヽ た。

調在に際しては、地元土地改良区、松阪耕地事務

所、工¥請負会社山野建設K.K.等の協力を得た。記し

て謝舷を表したい。

置

宮跡北方 1kmにある粟垣内遺跡、昭和52年同史跡に

指定された明星の水池逍跡、多気郡河田の東裏遺跡

等かそれである。金剛坂では円両硯、粟垣内では上

器焼成遺構と土馬、水池では余良時代の上器焼成遺

構、東裏では緑釉風字硯と「中臣」銘の墨書土器な

どが認められている。

斎宮跡の調在は、昭和53年度から本格的な向的調

在に済手したところであるが、森料がふえるに従い

これら周辺遺跡を含めた、より広範な保存対策か今

後の問題として残されている。

なお、調在区は多気郡明和町大字斎宮字鈴池、いJ

木葉山と大才：竹川字露越、同南裏地区に属している。
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2. 斎宮跡（第26-3次調査）

1 . 遺 構

調住区の遺構は全て黄褐色粘質土の地山ltt1て検出

した。東端部で表七下50cm、標高10.2m前後、西端

部で表十．下25cm、t克応11m前後てあった。包含層は

東瑞で15cmを測るか、西へいくはと戊くなり西端で

は品められす、遺構ヒ面も多少、削りとられている

ものと名えられる。

発見した遺構は土拡や溝が多く、その大半か主町

時代以後のものであった。平安時代のものは少なく、

井戸跡 1、l吐広 4を検出した。

遺構は井戸を SE、i:坑を SK、溝を SDの略号

でぷした。

1. 平安時代後半の遺構

一定贔のt器を伴出し、時期か判断で苔るものに、

調介区西嬬部の SK 1510、SK1514と中央部の SK

1527、SK 1528、SK1529、SE1530かある。この

時期の遺構分布には、かたよりかみられる。宮域南

限ても、南方にりKり出したJillの接点に当たっている。

(1) 土砿

SK 1510 深さ 37cmで、西側は SD1507で切断さ

れる。全容は不明であるか七坑とした。上師器の杯、

小皿、甕片と灰釉椀の小片か出七した。‘ド安時代末

期のものと推定される。

SK 1514 東西3.1mを測る。このt坑は、昭和50

年の Q トレンチ調在で、その束半か確認されている。

これらの結果より、南北は 1m以内で、東西に細長い

ものと推定される。西半は約 6cm、東側は 4支低く、

約12cmてあった。土師器の杯、小皿、甕の細片が少

址出 I:した。 SK1510と同期の土琺である。

SK 1527 長径 4mで、深さは10cm前後。中央と

東半に深さ 25cmの深みかあるが、全容は不明。出上

追物は上帥器杯 (20・21)、皿 (22-26)、灰釉広口瓶

(30)がある。図ぷしたもの以外に山茶椀片と、上

師器甕の細片を含む。平安時代末のものであろう。

SK 1528 確認できる長径は3.3m、深さは62cmで

底部は平坦であった。出土遣物は少ない。図ポした

土帥器甕 (1・2)、椀 (5)以外に土帥器椀片か含

まれる。 SE1530出土品よりやや古いものであろう。

S K 1529 4. 3 m X 2. 7 m、深さ 5cm-8 cmの不定

形で、浅し、＜ぱみ利度のものである。西側の 4ヶ所

に隣接する径50cm伯後の浅いくはみ（深さ 10cm前後）

も、 [,i]じ黒褐色の埋tて、ごの土拡に伴うものであ

ろう。灰釉皿 (28)、椀 (29) と、土師器の小Jill、高

杯、甕の細片か出七した。 SK1510とい］時期のもの

であろう。

(2) 井戸

SE 1530 径2.6mX2.4mの円形に近い素掘井戸

である。断面は漏斗状を呈し、 Lからl.lmまではゆ

るい傾斜て狭まり、以下の底部は乖直に近い断面を

呈する。深さ 2.3mで湧水多く底に逹する。底部は70

cm X 50cmの楕円形で非常に狭い。出t逍物は図ぶし

た！：師器杯 (8-18)、椀 (7・19)、甕 (3・4)、鉢

(6) の他に、士帥器杯 3、高杯 1、甕 3、I火釉Jill

27を含めて 3個体分の細片かある。

2. 室町時代以降の遺構

本町時代から五世初唄のものと推定される溝 SD

1515を中心に、これに伴う上坑や[,i]時期の溝跡を調

介区全面に渡って検出した。

(1) 溝

S D1515 調介区の東端部から西瑞部にかけて、

延長194mを検出した。幅は1.2m-2.5m、深さは20

cm-34cmで、底部かギ坦な溝である。収面は北より

南側の傾斜かゆるい傾向かあり、 2段になる所もあ

る。また部分的に 2条に分かれる小溝を伴っている。

調介区は E83°Nで、東で 7度近く北へ偏っている

か、この溝もはぱ調住区に沿って東西に延びている。

また、 外定間隔で南方へ直交して分かれる溝が 9ヶ

所にみられる。中央部の最も広い部分で37m、東側

では14m-16m、西半では36m前後の問隔であった。

出土遺物は、山茶椀 (36)、ねり鉢、常滑鉢や甕、

犬目茶椀 (35)やすり鉢等の陶器類と、薄手のt帥

器である落し蓋 (34)、鍋類 (31-33)か多く、近柵

初珀頃のものと思われる志野、打田系の茶椀類が少

械含まれる。また、平安時代のt師器の皿、杯、高

杯や灰釉皿等も混入する。丸各理箱に—箱はど出t し

ているか細片か多い。各時期の土器か入り混って出
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土した。

S D1535 調査区東端部から西方へ70mまで続苔、

SD 1515に吸収されるように跡切れ、東は調在区外

東方へ延長する。幅は0,6m-1 m、深さは 6cm-12 

cmで浅い。出土遺物は微量であったか、 SD1515に

切られ、埋土もやや黒色を呈していること等より S

D1515より古い溝である。しかし、 SD1515に沿っ

て延びていることから、時期差の少ない、関連する

ものであったと推定される。

S D1538 2条とも幅30cm-50cm、深さ 5cm内外

の浅い溝で、中世陶器片 1が出土した。 SD1515か

S D1535のどちらかに関連するものであろう。

S D1534 幅50cm-70cm、延長30mで両端とも跡

切れる。深さは中央部で 6cm、両端部で14cm前後で

ある。土師器の鍋片が出土しており、 SD 1515に並

走することから、 SD1515に係わるものと推定され

る。

5D1526 SD1515に伴う溝で、廷長27mに渡っ

て分流する。深さは、中央部で約10cm、SD 1515に

合流する東端部は19cmで、 SD 1515より一段高い。

西は徐々に深くなり SD 1515と同レベルで交わる。

S D1524 幅 1m前後で、延長42mを検出した。

中央部は 5cm前後で跡切れているが、西端は約12cm

であった。出土遺物に中世の施釉陶器かあり、 SD

1515に並走していることから、 SD1534と同質のも

のであろう。

S D1522 幅25cm、深さ約12cm、延長は 7mで、

東端は SD1515に伴う SK1523に、西端は SD1515 

に交わっている。 SD1515に伴う溝であろう。

S D1517 東端の SD 1515と交わる地，点では、深

さ23cmを測り、西方へ徐々に浅くなり、西端部では

約10cmであった。 SD1526によく似た状況の溝であ

り、調在区外の西方でSD1515に合流するものであ

ろう。

S D1516 幅30cm-60cm、深さは10cm前後。出土

遺物はなかったかSD1515の西端の南北溝に並走し

ており、これに係わる溝である可能性が強い。

S D1512・1513 2条とも深さ 5cm程度の浅いも

のである。昭和50年の Q トレンチ調在の結果から、

この 2条は南方 8mの地、点で交わり、幅1.2mの溝に

なり南へ続いていることが明らかである。 SD1516 

と平行する南北溝であり、これと同質のものであろう。

SD 1504・1506・1507・1509SD 1504とSD1507の 2

条は共に幅 1m、深さ 18cm内外の並走する溝で、埋

土は暗灰褐色土で、 SD1515に類似する。 SD1506 

は深さ 10cmで、両端は SD1504とSD1507に交わっ

ており、形や規模は SD1522に似ている。 SD 1509 

はSD1507に伴うものと思われる。

出土遺物に山茶椀や天目茶椀を含んでおり、 SD

1515と同時期のものと推定される。なお、 Q トレン

チ調査で発見された SD1502、SD 15031よ深さ20cm

で、土師器の鍋片が出土している。 SD1504、SD

1507は、それぞれ SD1502、SD1503に続いている

ものと若えられる。また、 SD1502、SD1503は、

更に東へのびて、調杏区北方で SD1515の東西溝に

つなかっている可能性か強い。

(2) 土砿

S D1515に伴う土砿、出土遺物ははとんどないか、

埋士状況、位置関係等より、 SD 1515に伴うものと

考えられる土坑てある。 SK 1533、SKl536以外は

垂直に近い隈面を呈し、平安時代の土坑に比べて深

いものか多い。平面プランや規校はそろはないが、

詳細は表の通りである。

遺構番号
規校 (cm)

出土遺物 備 考
長径深さ

SK 1536 320 39 なし
SD 1515より帝斤
底部凹凸

SK 1533 380 18 土師器鍋片 S D 1515より妾斤

SK 1531 280 51 土師器片 S D 1515より新

SK 1525 90 80 なし
SD 1515との新
旧不明

SK 1523 120 43 施釉陶器片 SD 1515より新

SK 1520 120 46 
山茶椀片
施釉陶器片

S K 1521 90 90 土師器鍋片
S D 1515との新
旧不明

SK1519 60 31 なし
底部に径20cmの
自然石

第 9表 S01515に伴う土拡
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3. その他の遺構

(1) 土坑

SK 1537 長径 4mの方形士坑である。深さは中

央部か11cm て、西半は25cm で•段低''。壁面は西が

ゆる＜、東は畢直に近い。西峡沿いに、深さ 10cm前

後の溝か北へのびている。黒褐色の埋土中に、平安

時代後半のt帥器片 2、点が出土したのみである。

SK 1532 幅1.3m、深さ 15cmの土坑てある。近辺

に浅い溝も多く、北へのびて溝になることも名えら

れる。

(2) ピット群

両端部に散在する。径20cm-80cm、深さ 20cm-50

cmのものが多い。平安時代末のものか多いか、室町

時代のものも混じる。

2. 出土遺物

奈良時代から近枇初煩に至る各種土器か出土した。

遺構に伴うものは少ないか、総出土量は、耕作土や

包含層より採集したものを含めて、繁埋箱に20箱程

度てあった。

常滑系の山茶椀、鉢、甕、瀬戸系の天目茶椀、黄

瀬戸鉢、すり鉢、土師器の鍋、茶釜、近世初頭の染

付け椀等か大半をしめる。ついで、平安時代後半の

上師器や灰釉陶器か多い。奈良から平安前半のもの

は、須恵器の甕や杯の細片が少蟻であった。また青

磁椀の細片も 2、点出七した。なお、緑釉陶器片は31

点か出上しており、調介区の西端部に多い傾向かみ

られた。

1 . 平安時代後半の土器

(1) 土師器

上師器の杯は、すべて平城宮跡における分類で、

e手法に属するものである。しかし、 SE 1530とS

K 1527出土のものには、胎土や調格法等に差異かあ

る。前者は、胎七か良く、薄手で淡茶褐色のものが

多い。後者は、胎tに砂か多〈、厚手で調整度も粗

雑であり、伴出品にハヶ目のない甕や山茶椀かたま

に混じる。最近の調在では、両者を同時に伴う七坑

がみられないことから、多少の時期差が考えられる。

前者を A、後者をA'とした。また、 SK1527出士の

小皿については、 「斎王宮跡発掘調介報告 I」に準

牧もし、 B、B'とした。

甕 (1-4) 1は口径14.6cm、胴部て19.6cmll

縁部先端はわすかに内側に折り返される。表頂iは継

方向、内血は右方向へのハケを施し、後て[l縁部の

みヨコナテされ、やや肥淳する。 2は1と類似する

か、口緑部折り返しか小さく、内面は横万向のナデ

調舷である。 3、4は、口径か16cm内外でやや大ぎ

く、口縁部の折り返しも明瞭て、ハケ r1も粗い。 ij/;J

部以下の底部は内外面共にヘラ削りされ、内向は 3

かナデツケ、 4はヨコナテされる。胴径か器高より

大きく、球形に近い。いずれも胎 t良く、淡茶褐色

を呈し、肩から底部まで煤か厚く付杓する。

台付椀 (5) l l径19.2cm、器高9.6cm。糸切り般

の残る底部以外は、白っぽい淡茶褐色を旱する。}

を欠く。

椀 (7・19) 7は[J径17cm、器高約 6cm。調悠、

胎士は杯Aと/,i]質である。鍋に利I廿されたものか、

下半部に煤がつく。 19は口径約12.7cm、高さ 3.1cm。

ロクロ挽きで製作されたもので、底部は糸切りきれ、

端部は台状にわすかな段がつく。底部以外は、てし、

ねいにヨコナテされる。

杯 A (8 -18) 口径16cmに復Jじされるもの(8)

と口径llcm-13cm、高さ 2.5cm-3 cmのものかある。

内面と口緑部はヨコナテされるか、外向は不調杷て

凹凸かあり、指圧痕かつ〈ものが多い。口縁部かわ

ずかに外反し、かすかに稜かつく。原さ 3mm前後の

薄い杯であるが、 17・18のように日縁部がやや肥厚

するものがある。また、口縁部にゆがみがあるもの

か多い。色調は白っは゜い淡茶褐色のものか多いか、

淡灰褐色も混じる。胎士は良いか、白色半透明の砂

粒を少量含む。

杯A'(20・21) 20は口径12.5cm⑬ さ3.3cm。21

はばわり小さい。口緑部内側を押さえて先をまる

くおさめる。茶褐色て、胎士は白色と灰白色の砂か

多く、粗い。

皿 B (22~24) ヨコナテ調坪による浅い小皿に

高台をつけたものである。口径は23か12cm、25か8.6

cmて、ヽりさもそろわない。 22は、口緑部を水中にひ

きだし、高台先端部に平らな面をつくる。茶褐色て

胎士も良く、金雲母を含む。 24・25は杯A'と同色、

土質の胎士である。

皿B'(25・26) 共にロクロ挽ぎによるものて、
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第29図 土器実測図 (1: 4) 

(SK1528; 1・2・5、SE1530; 3・4・6 -19・27、SK1527;20-26・30 

SK1529 ; 28・29、SD1515; 3 1 - 3 7 )  

底部の糸切り痕と、ロクロ目か明瞭である。 25は26

の高台を高くしたもので、径11.2cm、高さ 3cmの小

皿である。胎土に砂を含み、やや粗い。

鉢 (6) 口径19cm。口縁部のみヨコナデされ、

他は全血に横方向のヘラ削りか施行される。明茶褐

色で、胎土は白色の砂か多く、粗い。内面胴部に炭化

物のこけつき痕が残る。口緑部令を欠く。

(2) 灰釉陶器

皿 (27・28) 27は高台の端部を内内させ、底部

はヘラ削りされる。 28は高台端部をまる＜おさめ、

底部からイ本部までヘラ削りされる。灰釉は内両だけ

で、 27か重ね焼ぎ痕の残る見込み部分までで、 28は

全削にうすく施され、淡黄緑色を呈する。灰白色で

胎土は緻密である。

椀 (29) 高台径 9cm。底部は糸切りのあと高台

が貼り付けされる。内外面共にし、ていねいにロクロ

挽苔され、重ね焼き痕の残る中心部以外の内面に、

淡黄緑色の灰釉かうすく施される。

広口瓶 (30) 幅の広い高台を貼り付け、翡台部

のみヨコナデされる。底部は、内外面共にナデツケ
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され、｛本部表面はヘラ削り、内面はヨコナテされる。

灰釉は外面だけうすく施される。

2. 室町時代から近世初頭の遺物

土師器鍋 (31-33) 31はu径34.5cmて、浅いは

うろく状の鍋て、外反する口縁部の先端は、内側に

引きたされる。 32は小刑のものて、折り返し u緑を

もつ。 32はr1緑部を外側に折り返し、 卜端に削をつ

くる。口径14cm。いすれも、口縁部と内面をヨコナ

テし、外rfiiはイ本部から底部をヘラ削りされる。 31・

32は茶褐色で、胎土は緻密である。 33は茶褐色で、

胎tもやや悪し'0

落し蓋 (34) 径10cm、内面中央部に薄く扁平て、

粗雑なつまみを貼り付ける。平らな底部より 11縁部

を水平に外返させる。 U縁部ヨコナテ、外面不調格。

淡茶褐色て、胎土は緻密である。

天目茶椀 (35) 径9.8cm、器高6cm。径 4cmの小さ

い削りたし向台で、底祁から体部をヘラ削りされる。

底部以外の全面に茶褐色の鉄釉か厚くかかる。白l火

色で、胎!.に白色の砂を含む。

山茶椀 (36) 断［旬逆台形で、籾般のつく粗雑な

高台を貼り付ける。糸切り底の底部より、 1n:線状に

体部に逹する。内面は底部と体部の境か明瞭である。

白灰色で、胎士に灰白色の砂か多い。

茶椀 (37) 径13.2cm、高さ 56cm、底部以外の仝

甜に淡黄褐色で、貫入、光沢のある釉か施される。

削りたし高台で、内向底部にトチ痕跡かある。胎上

は灰白色で、きわめて緻密てあり、磁器に近い。近

戦初珀まで下るものであろう。

3. まとめ

調介区の近辺では、、白域範囲確認調介に際し、 Q

トレンチ調在と Y トレンチ調介か行なわれている。

今次調介区束端部で行なった Y トレンチ調住ては、

SD 1515以外の遺構は皆無であった。しかし、 Q 卜

レンチ，凋介では、今次調在以北の畑て多くの遺構か

検出されている。

Q トレンチで検出した SD1500、SD 1501は、い

すれも平安時代後半の溝である。 SD1500は、真北

へ44mのひて束西溝と交わる。 SD1501は、これに

対応するものと考えられる輻 2m、深さ 80cmの東西

溝であり、これらの溝の近辺には、 :U広やピソトか

多い。しかし、 SD 1502を境に南側の遣構検出面は、

20cmはど低くなると共に、平安時代の遺構も急に少

なくなる。これらの状況より、 SD1501は宜域の南

限を限る溝であるものと推定されてきた。昭和54年

度に行なった個人住宅新築に伴う緊急、，凋介（第25-

10次）でも、平安時代後半の井戸や溝跡の他に、奈

良時代の上琺等も検出されており、宮内ても遺構密

度が高い地区であることか、明らかにされつつある。

方、 SD 1510以南の水田では、今次調介区ても、

検出した中安時代の遺構は少なく、その分布にもか

たよりがみられた。概ね、現状の畑と水田の境界に

沿って公布する傾向をみせている。調在区より南 }f

の広し、水田は、今日まて、古代条弔制の地訂ljりか良

く残されてきた所てある。 SD 1515等の溝はN-10°

-wに復元される肴窮条理の地,r;rJりに、きわめて四

し、灯向であった。

これらの状況は、現状の畑と水田部との境か古米

より、大ぎな改変か少なかったことを想起させると

共に、斎官跡の南限の様 fの•端をぶすものと判断

される。

SD 1515は、中桐以後の溝てあるものの、官域南

限の状況を把柑する］．．で、爪要な立味をもつものて

あろう。

A
 

20m 

第30図 遣構'I勺面図 4
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3. 露越遺跡

1 . 遺 構

調任区は標飩13m-13.3mで、はは平坦な畑であ

る。遺構は表七下25cm-40cmの黄褐色粘質土の地山

で検出した。中央部が浅く、向端部か深い。耕作土

か25cm内外、黒色土の包含層は 5cm-lOcm内外であ

った。

検出した遺構は奈良時代後半から近世初頭に至る

各時期のし琺、片Ii、溝等かあるか、，凋在区か狭く

合容か不明なものか多い。溝17条、土J:広6、井戸 1

) .~ と多数の小ピノトを検出した D

1. 奈良時代後半の遺構

SK8 径 4m、深さ 50cm。底部かギ坦な土j広で、

両収が 2段になる。全容不明で、腎穴住屈の可能性

もあるが、 t坑とした。士師器杯 (1-3)、甕(7)

の他に、土師器皿、須恵器杯の細片か出十．しただけ

である。

2. 平安時代中葉の遺構

井戸 1枯、溝2条、土拡 3を検出した。

(1) 井戸

SEIO 径 3mの素掘り井戸で、西半は深さ 74cm

まで地山を削り •段を設けている。東半は径 I.Sm

の円形である。深さ 2mまで掘り下げたが底かです、

井戸と判断した。出士遺物は図ぶした灰釉段皿(10)

皿 (11)、七師器甕 (8)、杯 (5)以外に、製塩土器

片 1を含み少ない。

(2) 土砿

SK 15 径80cm、深さ 8cm、土師器甕片が数，,,¥出

:J-. したにとどまる。

S K21 長径2.2m、深さ 47cm。 SK22との切り合

いも不明てある。 i湘Ji器杯片、甕片が各 1点すつ出

士した。

S K22 径2.2m、深さ 45cm。南側に深さ 13cmの浅

い七坑を伴う。埋土は黒褐色であった。出土遺物は、

黒色十．器椀 (6)、+.師器杯 (4)、甕 (9)、灰釉血

(12)があり、他に土師器杯 3、こしき 1、，占摩式

製塩t器の細片が出土した。

(3) 溝跡

S D13 輻 1m、深さ 10cmで、東西の力位（磁北）

に乗る溝である。遺構検出面が表土下25cmで、包含

層も認められないことから、上面か削りとられてい

ることも名えられる。土師器甕片 1点か出土しただ

けであるが、平安時代中築とした。

S D16 幅80cm、深さ 6cm-12cm。出土遺物はな

い。 SD13と同規模で、東西の方位に東ることや、

S D13と同じ黒褐色の埋土であることから、平安時

代中策とした。

3. 平安時代後半の遺構

S S K14 深さ 74cm。全容は不明であるか-LJ:広とし

た。灰釉皿と淳手で胎土の祖い杯の細片か出tした。

ピット群 S D13から SD16の周辺に、埋土が良

好で、深さ 20cm-30cmのピットが多い。出土遺物は

はとんどないが、上師器の杯、皿の細片が出土して

しヽる。

4. 室町時代から近世初頭の遺構

溝13条が検出された。

SD 1 8, 含層に紆より確認される。輻50cm-70

cm、深さ 50cm内外。峡向ははぱ垂直て、底部のギ坦

な溝である。 E-20°-Sの方向で東西に延び、西端

は直角に南へ曲る。

溝か25cmはど埋った後で、図化した茶釜形t器(13

-16)、陶質鉢 (24・27・30)等の各十．器か、西端コ

ーナーの西岐にもたせかけるように出十した。これ

らの土器は、 3列て 2-3段に爪ね積みされ、いず

れも土師器小皿 (17-23・25・26・28-31)や、洛

し蓋 (32)か内容物として納められていた。また、

東端部よりの溝底部より t師器鍋 (33・34) も出土

した。

5D2・3 調介区の北隅から束側に通ずる嬰道

に沿って南にのび、 SD5を削り東へ曲るものと推

定される。 SD3は深さ 14cmてあるか、 SD4の南

端部は30cmで、南方へ除々に深くなっている。 SD

3よりすり針と土師器熔明皿の細片か出士した。

5D4~7 SD4、SD5、SD7は、 SDI

の東西溝に並走し、 SD6はSD1の南北溝にギ行

である。 SD4、SD6、SD7は[ri]規校て、 l[l/i¥46
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cm内外、深さ 20cm[f、]外である。 SD5は幅 2mて、

深さは北側か24cm、南半は31cmてあった。 SD4、

SD5、SD7は西に、 SD7は北に延にしており、

SDIと直交して、 U:}j形の区圃をなす可能竹か強

い。 SD5より茶釜、 SD6より鍋ど 11」茶椀の細）＼．

か出 j-_した。

5D9 SD4より続く溝であろう。 SEIOのt

頂］を削り束Jjへのひる。出t遺物はない。

SDI I S EIOの直煎から南へ22m続〈。，凋介区

の東測には牛菜煤地を西から南へめくる輻1.5の溝

か接しており、かって、この溝の西If~ 部分であった

ものと推定される。山茶椀、鍋の細片か数点、出じし

t・ ~o 

S D12 11i閏80cm、深さ 36cm、西hより SD1と[,i]

}j向て SDllと交わっている。出七品はないか、 S

D11に係わるものであろうか。

S D 17・18・19・20 いすれも詞じ }j向に並走す

る溝で、東方て SD11と交わるものてあろう。 SD

18は輻80cm、深さ 30cm、SD19は幅1.4、深さ 40cm、

S D20は幅60cm、深さ 20cm内外てあった。 SD19よ

り山茶椀 (36)、此、 ！澗i器鍋、鉄釉掏器片か出L

した。

S D 23・24 S D 23は延V:20mで、東端は SD24 

と交わる。深さは24cm。 SD24は幅1.6mで、深さは

西半か24cm、東側は42cmで、 ーは深くなる。 SD24 

より、犬目茶椀、鉄釉すり鉢片か出七した。

S D25 輻 2m以卜、深さ 20cm前後で底部の'!寸且

な溝。 SD24と共に牛策煤地の周溝に交わるもので

あろう。天目茶椀、鉄釉皿、志野系の茶椀、山茶椀

の細片か出Lした。

2. 出土遺物

1. 奈良時代後半の土器

図小できたものは、 SK8出Lの十位rti器だけであ

った。し、すれも保仔状態悪く、磨耗かはげしい。

木不 (1-3) 2は口径17.4cm、深さ 3cm。 LI緑

部と内面を横なでし、他はヘラ削りされるものであ

ろう。茶褐色て胎tは精良、 L1縁先端部か革lj落する。

2・3は 1とタイプの異なる杯である。口径に比し

て、やや深く、底部から内内気味に r1縁部に逹する。

ロ縁部と内間はヨコナテされるが、杯下半部は指押

えて、粘士ひもつなぎ似か残る。淡黄褐色て胎tに

細砂を含む。

甕 (7) L l径か16cm仏］外の小刑の甕て、 ij[11]径か

Ll径より小さいものてある。外血は細しヽハケ、内面

は肩部にやや粗いハケを胞し、体部以ドはヘラ削リ

各れる。口緑部は戌耗するか、ヨコナデされるもの

であろう。

2. 平安時代中葉の土器

(I) 土師器

杯 (4・5) 4はU径14cm、高さ 3cm内外の戊

い杯て、茶褐色を早する。 5はLl斧、深さともに大

きく、 lI緑部もあまり外反しない椀状の杯て、淡褐

色を情する。手法は [,i]じe手法であるか、タイプの

ちかう杯である。

甕 (8・9) 8はll径約24cm。 ll縁部はくの字

に外反し、上端を強くナテて面をつくり、先端は内

側に折り返笞れたようになる。 ij[,]部は縦h向の祖い

ハケを施す。 9は口径約26cm、球形に近いものてあ

ろう。 U緑］＾．端はわずかに内側に折り返される。ロ

緑部はヨコナテされる。外面ば煤かつ苔、胎土に砂

粒を含む。胴部に凹凸かめたつ。

黒色土器椀 (6) し］径約20cm、高さ 6cm、内rf!i

は底部に貨定 }j向の、体部に横方向のヘラ研きを施

し、いふし焼苔される。外頂iはLl唇部のみヨコナデ

され、体部はヘラ削りされる。淡茶褐色を唱する。

［米J直 V字型の低い高台を貼り付けている。ギ安中葉

てもりり半に近いものであろう。

(2) 灰釉陶器

段皿 (10) r l径16cm、器高 3cm、底部はヘラ削

りされ、付け高台の先瑞はまる＜おさめられる。外

面は施釉なく灰白色、内面は爪ね焼き狼の残る見込

み部分まで淡黄緑色の灰釉か泄くかけられる。胎上

は白色の砂粒を少蟻含む。 とを欠く。

皿 (11) 口径15cm、器高3.4cm。底部はヘラ削り

のあとヨコナデされる。付け高台の端部は内内気味

になる。施釉は10と[ii]様てハヶぬりされている。

椀 (12) 椀であろう。翡台は低く、先端部は内

位3する。平安時代後半のものに類似するか、 SK22 

の伴出品であり 中菜とし t・ヽ o

3. 室町時代から近世初頭の土器

山茶椀 (36)以外は全て SDIの一括出土遺物で
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ある。士師器小皿はいすれも同様のもので、径8.5

cm-9 cm、高さ l.6cm-2 cmてある。口縁部かいびつ

で、底部に凹凸が目立つ。淡茶褐色あるいは黄褐色

を呈し、胎土の良い皿てある。底部内外面をナデて、

他をヨコナテするものと、外頂i底部は不調略て、他

をナテて仕上げるものかある。

茶釜形土器 (13・14・15・16)は、胴径か器高よ

り大ぎい平底の上器で、口縁部は卜．端に面をつく

リ、わずかに外測に折り返される。 u緑部はヨコナ

テ、頚部から胴部はハケ調杷、下半部はヘラ削りさ

れ、底部はナテられるものと、ナテとヘラ削りを併

用するもの14かある。胎土は緻密で茶褐色を呈する。

茶釜形把手付鍋 (13) 11径llcm、器仇15cm、把

予径は約 4cm。内血頚部以外は粗＼ヽハケ tlか銭る 0

11緑部に煤か付く。底邸中央に I:帥器小lll117、18の

2枚を 18をドにして ,ruょ、その卜に自然石19を沼く。

南側のドはより出 I:する。

茶釜形耳付鍋 (14・15) 14は口径12cm、胴径16

cm 、高さ llcm。内面はナデられ、底部に 3 本—対の

カキ目か残る。 t帥器小皿28を底部に骰苔、 lI緑に

は瀬戸系施釉皿35が翡台を下にして、蓋をするよう

に潰かれていた。中央下段の陶質鉢27に乗せるよう

に重ねられて出土する。 15は口径11.4cm、胴径18.4

cm、高さ 10.8cm。片方の耳を欠く。内面は底部のま

わりに細いハケを施すが、他はナデられている。内

部に小皿20・21が入れられていた。 15は、胴部から

u緑部の大半を欠く鉄釉鉢24の底部に納められ、北

側中段より出土する。

吊手付茶釜形注口土器 (16) LI径10.6cm、刷形

18.2cm、高さ 10.2cm、底部f姐で胴部との境か明瞭

そある。 l之径5.5cmの楕円形の注口貼り付け狼と、ロ

縁部に•対の吊手貼り付け衰（幅2.5cm) か残る。内

面は底部をヨコナデし、胴部はヘラによるナテ娯か

残る。外面に煤かげく付く。土帥器小皿22・23を裏

かえしに爪ねて内蔵し、北側のF段より出tする。

鉄釉鈴 (24・30) 口径18.8cm、高さ 19.4cm。底

部と高台外縁部を削りだし、口縁部は 1濯．［葡を丸くお

各め、端部は外側に引き出される。灰褐色で胎七良

く、茶褐色で光沢のある鉄釉か摩くかかる。中に上

師器小皿25・26を屯ねて僅く。下にi筏かれた26は、

llヶ所に直径約 2mmの穴か底部外向より穿孔されて

いる。茶釜形上器16の上に爪ねられていたと推定各

れるか、北測にすれ落ちた状態で出tする。 30はロ

径14.2cm、翡さ 14.6cm、口縁部合を欠く。 rI縁部の

下に 2条の沈線をめくらす。調繁、施釉、胎 t共に

24に類似する。底部に土師器小皿31を骰き、その L

に洛し蓋32が乗せるように沼かれていた。南側 Iゴ支

で、茶釜形土器13の口縁部に重ね四ぎされて出tす

る。

陶質鉢 (27) Ll径18.4cm、高さ 17cm。 ll緑部は

ヨコナデ、胴部はヘラ削りのあとヨコナテ笞れる。

内血は底部をヨコナデし、胴部はナ与｀ヅケされ、輪

梢痕と指押えJ良か残る。底部に土帥器小皿29か；i'i: か

れ、皿の Lに赤漆の俵I]片が認められた。高台をもつ

木製漆椀か東せられていたものと推定される。中央

F段より出土する。前述の茶釜形土器14がこの Lに

乗せられていた。

瀬戸系皿 (35) 全面に『［人かあるにごった淡緑

色の施釉かあリ、内側中央部にうすい紺色の梅化風

の染め付け文様かあるか、不明瞭てある。削リ出し

高台で、外面はヘラ削りされる。

落し蓋 (32) Ll径12.8cm。底部に板の卜て押え

られたと思われる禾悶状の跡か残る。泊述の鉄釉鉢30

の内容物てある。

土師器鍋 (33・34) 共に tl緑部の大半を欠く。

ロ径約30cm。水‘ドに外反させた知い [l縁で、先端は

L!iへ引ぎだされる。体部のハヶ目はみられない。

山茶椀 (36) SD 19の出t遺物。口径16.5cmて、

底部は糸切りのあと、籾J良の多い低い高台を付ける。

ロクロ調整粗雑で、胎土は灰色の砂か多く粗い。伴

出した土師器鍋より占い鎌行時代のものて、混人品

であろう。

3. まとめ

今回の調代では調在区が狭く、断片的な脊料しか

得られなかったか、露越遺跡および斎宮跡南西端部

の様fを知る手かかりを得た。

本調在区で検出した平安時代の遺構はかなり多い。

しかし、旧参官街道以北の官域内における逍構分布

状況に比べると、大きな差異か認められる。

官域内では、掘立柱建物跡や溝跡、士坑等か束西、

南北に連続的に配されるのに対し、本調介区ては、
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中央部に見中的に検出されたたけであった。また、

試掘調介でも、今[u]の調代区以外には、同期の遺構

は皆無であった。 32ヶ所に設定したグリノトの内、

5ヶ所より宋町期以後の溝か検出されたにとどまっ

ている。これらの結果は、斎窮跡に係わる同期の遺

構が、麻越遺跡全頂iに広かる可能性が少ないことを

ぷすものであり、斎'1勾跡か現在の南限を越えて南に

広がる可能性も少ないことをぷすものであろう。

しかし、今回の調介で検出した SD13や SD16の

ように、真北に対し、 5度内外西へ偏よる溝か並走

したり、近くにピノトか多く、井戸跡や上拡を伴う

状況は詞域内の様r-に類似する。調住区の南から東

側の畑では多贔の土師器か表採されることからも、

調在区中央西側の畑を中心に点宮跡に係わる遺構か

部分的に包蔵されるものと推定される。

本町時代以後の逍構は、溝跡を中心にかなり広範

に渡っているものと推定される。検出した溝は、平

安時代のものと比へて、 }j向か揃わなしヽものか多い。

（参名文献＞

JI山義代 谷本鋭次「斎 E宮跡発掘調介報告 I」 •爪県教有委

且::;,- 1974 

訓譴性 谷本鋭次「斎 I汀匂跡発掘調介報告N」 爪児教Ti委

おおむね牛築媒地の固溝であったと推定される SD

11と、これに関連するものと、 SDIと、これに係

わるものと思われる溝に大別される。

後者は、前述のとおり、長方形の区画をなす可能

性もあるか、詳細は不明である。ただ、西隅より出

七した茶釜形十．器を伴うー括士器は、明らかに溝に

埋設された状況をぷすものである。上段に乗せられ

た茶釜形土器14は別の皿35で蓋がされていた。重

ね積みされたことに紅味かあるものであろうか。

しかし、 卜→段に置かれた鉄釉鉢等は、いずれも、

[J緑部が欠損しており、木蓋かなされていたとして

も紅味がなさそうでもある。性格はわからなしヽが、

溝に納められたことに心味かある。呪術的なもので

はなかろうか。

調代結果は、斎宮跡の第26-3次調介と同じく、

南限を両すると思われる顕著な遺構はなかったもの

の、今後の調在の指針になるものであろう。

（大西素行）

ll :::t 1977 

新田 ；f「山沿消跡発掘，凋介報告」、 :_,Ji県教fi委貝会 1977 

弥水貞．． 谷I吋此雄「伊勢内庁の古代条町1,11」 1979 
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VII 多気郡多気町

カウジデン遺跡は、昭和53年度に発掘調任を実施

した多気町河田「東裏遺跡」の南西 700mの個所に

位置する。当逍跡は、現状保存についてt茄議したが、

昨年度のポ業地より排水路を延長しなくてはならす

排水路部分以外の現水田面については削平をしない

ということであったため、この排水路部分について

のみ発掘調在を実施することとなった。

1 . 位

カウジデン遺跡の所在する多気郡多気町河田は旧

多気郡相可村に属し、西に弟国村、朝長村と、東に

岩内村に接し、櫛田川より祓川が分流する右岸の水

田地幣である。現在の河田部落はこの櫛田川と祓川

に並行して走る自然堤防上に位渭し、 ＾段低い水用

にとりかこまれた状況になっている。水田を隔てた

カウジデン遺跡

発掘調介は昭和54年 6月28日より 7月30日まで、

幅 4mの排水路部分を延長100mに亘って、東より順

次調在を実施した。一部、掘立柱建物跡を検出する

ために拡張した個所もある。

調杏に際しては地元河田地区の方々の協力を得、

相可土地改良区、松阪耕地事務所には種々ご配慮を

いただいた。記して謝意を表したい。

渭

東側の丘陵は河田古墳群と称し、100基近くの古墳を

擁している。

カウジテン遺跡は下河田部落の南西 300m程の水

田中の遺跡で、国鉄多気駅のすぐ裏手500mである。

標高15mの平坦地の水田で、これまで全く存在のし

られていなかった遺跡である。遺跡のすぐそばを櫛

第34図 遺跡位沢図 1: カウジデン遺跡 2 : 東裏遺跡 3 : ii_佐奈遺跡
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田川の支流である佐奈川からの小さな用水路が南東

側の丘陵に並行して流れ、河田と弟国、朝長の部落

の間を横切り、祓川に流れこんでいる。この水路は

ある時期、佐奈川の旧河道であったとも考えられる。

この地域は県下でも有数の埋蔵文化財の豊富な地

域である。 日石器時代以降古墳時代にいたる各時代

① 
報告書でも触れられているところである。

この地区か圃場整備がされるまでは条里制の地割

がよく遺存していた。多気町相可、河田地区では肝

線はほぼ正南北となっている。 また、平安時代以降

大国庄、川合庄と し、

れまで、 この地区では

の遺跡が知られている。 この遺跡の分布には櫛田 知られていなく

った荘圏として著名である。こ

奈良時代、平安時代の遺跡は

あるいは洪水の多い氾濫原を避け

- 60 -



じめ倉I車、納屋的な建物もあり、遺物としては須恵

器円面硯、緑釉花文風字硯、中臣銘墨書土器も出土

しており、 また、昭和52年同じ圃場整備事業の際に

2 . 遺

現状か水Illてあり、水Illへの小排水路もあるため

i勇水か多く、調住は排水になやまされた、層序は）,t 

本的に第 I層ー表t、第II府一茶灰祝色枯質士、第

Ill層―麓褐色枯質十'.(地山）てある。

且含層で、地人より地山まで60cm程度てある。小規

校な，凋在てあったか、直構として掘立：杜建物、 K坑、

溝などかある勺

(1) 土

SKI 

~1 II府か遣物

砿

トレンチ東端部で検出。南北径2.3m、東

西径1.7mの楕円形を呈し、深さは地山より 15cmと浅

い。土坑内の埋土は黒っばい赤褐色粘質土で、土師

器杯、甕片、 山茶椀片か含んでおり、木炭片も見ら

れた。平安時代末頃のものと思われる。

SK2 

この十坑の

見つかった区の上層からは次の区とともに常滑焼の

破片や山茶椀、灯明皿が比較的多数出土している。

SKlの南西側に接して見つかった。長

さ2mの細長い土坑で、深さ 25cmとSK1に比べ深

い。士師器杯、甕片、山皿等か出土している。

1同様平安時代未頃のものである。

SK4 

SK6 

掘坑において検出。

である。

SK? トレンチ中央部、

SK 

SK2より西へ Sm離れて検出 I.SmX 

l.Omの楕円形を呈する。西側にpitが爪複している

ようである。埋土は SKI同様黒っぽい赤褐色粘質

土で多数の士器か含み、木炭片も見られる。 87-95

の土器が出土している。

掘立柱建物跡を確認するために設けた試

SK4の北西16mの個所である。

径2.2mの万形を呈する。深さ地山ヒ面より 30cm前後

この区の上層からは多数の土師器杯、甕、

山茶椀、山 Ill!等平安時代末頃から鎌倉時代にかけて

の七器が多数出土している。土坑内からは83-86の

ような平安時代に属する土器が比較的多数出土した。

SK4の西方21mの個

所である。幅4.5m、南北径4m以上の方形を呈する。

105-115のような鎌介時代の土器を出土している。

調在したIi.佐奈遺跡、では平安時代前後の井戸か見つ

かっており、斎串が出土しており、周辺部にも歴史

時代の遺跡の存在かあきらかになりつつある。

(2) 

構

SKS 

S K15 

溝

5D3 

SK7のすぐ西側 6m離れて検出。すぐ

西の南北に走る SD9に切られている。

浅い土坑で、埋七は青灰褐色土である。土師器の細

片が出土したのみである。平安時代末頃のものと思

われる。

SK6のすぐ西 3mの個所で小さな方形

のi::i:広の—•部を検出した。 81·82の土師器甕、甑の

他に杯など約50片近くの土器片か出土している。

トレンチの東側部分SK2とSK4を結

ふ状態である。幅50cm、深さ 10cmで、暗茶褐色土が

埋まる。延長 9m。溝の方向は掘立柱建物跡SB5

の棟方向に並行する。溝内からは少醤の土師器片か

出七する。土坑SK2、

SD 9・10・11 

に走る溝である。

低く、 SK8の底面と同じである。

深さ 50cm。

S D12 

S D13 

に河原石の巣石があり、

S014 トレンチ西端部で検出。

離れた個所で東側の肩を検出。丁度、

5 -10cmの

SK4と同様のものである。

SK8のすぐ西側で検出。南北

SD9 と SDIOの間の地山は—段

SD9は幅70cm、

SDIOは輻40cm、深さ 30cm。 SDllの西

側は農道で不明である。深さ 10cmと浅い。 SD9か

らは土師器杯、甕か比較的多く出土している。

8と時期差はあまりないようである。

遺物の出土は少ない。

SK 

SD 10・11は

トレンチの西側部分、農道のすぐ西側で

東西に走る溝である。幅80cm、深さ 30cm。黄褐色砂

質土が埋まる。羽釜、鍋、青磁片などが出士。

S D12のすぐ西側である。幅5.lmで、西

側は幅 1mの20cm程一＾段低くなる。溝底までは深さ

70cm。埋七は灰褐色粘質七である。東側の肩の部分

その中に常滑焼の甕の破片

か多数混ざっていた。溝内からは山茶椀、灯明皿、

摺鉢、羽釜など116-119の七器が出土している。

S D13より llm

この部分に現

在の水路が流れており、発掘は困難をぎわめた。 そ
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のため西側の肩は明確でないが、幅15m程度と思わ

れる。このあたりの基本的な層序は第 I層一耕作土、

第II層 暗黄褐色土、 30-35cm。第III層酸化鉄分

を含む暗灰粘質土、 60cm。第W一暗青灰粘質土（地

山）である。地山は70cm杵で灰色粘質tとなり、更

に70cm程で青灰色の砂利層となる。 SDI4はこの地

山い(iiより砂利層まで切り込んている。逆台形を呈

し、底は平坦である。溝内上層は黒褐色砂質土、下

層はやや淡い黒褐色土となる。この下層より多数の

遺物が出土する。遺物は全面に亘って見られるか、

底部の東側部分からは木炭片、木製品、自然木が特

に多く出上している。また、溝内の中央部は青灰色

粘質土となる。

3 掘立柱建物

3 . 遺

整理箱50箱はどの遺物か出土している。その中で

もSD14より出土したものか大半を占める。時期的

には縄文t器片より中世の陶器片まである。種類と

しては上器（縫文土器、弥生土器、土師器、須恵器、

灰釉陶器、緑釉陶器、中世陶器、青磁、白磁）、石器

（砥石、石斧）、鉄器（鉄斧）、上製品（土馬、土錘、

瓦片）、木製品（斎串、曲物等）がある。

1. S D14出土の遺物

奈良時代の土帥器、 ！：馬、木製品、ギ安時代の土

帥器、須恵器、灰釉陶器かある。

＜奈良時代の遺物〉

(1) 土馬

20cm 

S85 トレンチ東側部分で東西に並ぶ柱穴を検

出した。 トレンチの南側では柱穴は殆んど認められ

なかったため、東端部を北側に拡張したところ、連

続して柱穴が確認された。そこで、この建物の規模

を見るため柱穴の存在が予想される個所に試掘坑を

設けてみた。そうすると、いたる所で柱穴が確認さ

れた。 トレンチの北側部分はトレンチ内と異なり、

相当数の建物の存在か考えられた。 トレンチで確認

した建物かどのような規模であるか判断し難いが、

一応ここでは 4間X5間の身舎に四面廂がつくもの

と考えている。柱間は桁行、梁行とも2.3m(7 .5尺）

となる。柱穴はいずれも径50-70cmの円形もしくは

楕円形で、深さ40-60cmを測る。柱穴内から出土す

る土器は平安時代末頃の土師器杯、甕の破片が多い。

物

仝長27.6cm、現高16,4cmの飾馬である。尾、 VLJ脚、

且の一部を欠損する。顔は小さく、ヘラによる面取

りをしている。 [lはヘラで刻目を入れ、鼻は径 1mm 

程度の孔を―→個あけ、額のすぐ下に正面よりみた目

と思われる円形竹管の刺突か二個見られる。また、

両側には箆描沈線による目をレンス状に描いている。

手綱は口の部分より耳の下李走り、鞍の前輪の前の

部分へと箆描沈線によって描いている。鏡板、りI手

は認められない。たてかみは指で小さくつまみあげ

ている。耳は全て象lj落して形状は不明である。胸よ

り前脚にかけても箆による面取りしている。鞍は粘

土紐の貼付で表しているか、糾落しており後輪は痕

跡のみである。後輪から尻の部分にかけては円形竹

第37図 SD14出上土馬実測図 (1: 4) 

- 63 -



管の刺突が施され、杏菓、尻繋を表したものであろ

うか。障泥は厚さ 1.5cmの板状で、片側しか残ってい

ない。尾は1月柱状で先端部は無い。後脚にかけてヘ

ラのナデツケで面取りしている。脚は完存しないが、

障泥と同しく板状であるか、前脚はやや厚く、長楕

円状である。脚と障泥の部分も箆で削りとっている。

前脚より後脚にかけて腹部は箆で枯土を取り、溝状

となっている。傾より胸、前脚、尾より後脚および

障泥、腹部はヘラで調柊しているが、他の胴郡はナ

デヅケ、押えで調整している。脚はそれぞれ外方へ

張り出すようであり、想定するに高さ 25cm足らずの

ものと思われる。全体にやや青味をおびた淡褐色て

あり、胎土は緻密で、スサ状のものを含む。

(2) 土師器

甕 (2-4) g[,]部かに月[,Jとなる長甕 (2、4)

と球形となるもの (3)かある。いすれも外反する

ll緑部中央が僅かに肥厄するものて、胴部には削も

目か施される。 2はこれまて奈良時代によく見られ

る長甕であり、表面は全面粗い刷も目か施される。

刷毛目は月[,]上半部を縦方向に、その後底部周辺を横、

斜方向に施している。 ijf,]部内側は表面と同し屈I]も目

か横方向に施し、 ij[,]下半部は底部より卜カ▲に向って

ヘラケズリしており、[]緑部は内外面ともヨコナテ

をしている。黒褐色を里し、胎！：は緻密てある。 3

は球形の胴部となると思われるものてある。口緑部

のつくりは 2、4と同様であるか、表頂iの刷も目は

粗く、また、内面には刷巳目か見られす、ナテッヶ

のようてある。淡褐色を呈する昭緻なt器てある。

4は長甕であるか、 2に比へ知かく胴部は中央部て

北り出し、球形に近くなる。調繁法は 2と[ii]様てあ

るか、口縁部内側には柑ll毛目か消されずに残ってい

る。黄茶褐色を呈する平緻な七器である。

鉢 (5) 大苔く間〈口緑部 I渇端か平氏となる！’｝：

手の鉢てある。輪柏みの狼跡か見られ、底部の他に

：一段に輪積みされている。内外頂iともに粗い柑l](fcl

か施され、底部の内外面をナデツケている。肌色を

／ J
 

J ls 
二 口-------
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おびた褐色を呈し、やや軟質な土器である。

杯 (6-8) 底部をナデツケるものと、

ズリするものの二者がある。 6は口径14cmと小さく、

口唇部のみナデツケ、杯下半部は押えつけと思われ

るもので、茶褐色を呈する。

ツケ、

7、.8は口緑部はナテ

その後底部のみをヘラケズリしている。いず

れも黄褐色を呈し、胎土は緻密である。

高杯 (9) 脚上半部のみの破片である。脚の径

4.5cmと太い。杯底部近くに刷毛目が一部のこる。脚

は縦方向にナデツケており、幅 1cm程度の面取り状

となっているが、 この部分は厚さ 4mm程の粘土か全

周囲に貼付いた状態となっており、粘土か貼付けら

れる前から芯の部分が国取りされていることがわか

る。

(3) 

白っばい黄灰色を呈する。

木製品

斎串 (10-16)

であるが、

ヘラケ

全形の窺えるものは10のみの一

点で他は全て一部を欠損している。 15を除いて上端

部を山形に削り、肩部両端より切り掛けを施し、下

端部は両側より細長く尖らしている。10は全長30cm、

幅 3cm、厚さ0.5cmで、柾目材でやや反り曲っている。

肩部の切り掛けは 4回認められる。 11、・12は10とは

は同様のものと思われるか、 11は縦に％程割れてお

り、下半部も欠損している。 12は下半部のみの破片

二枚が重なった状態で出土しており、縦

方向に割った状態で使用したものであろうか。 とも

に柾目材である。 13、・14は先のものに比べやや小形

で薄い。 13は先嬉郭の山形の部分と、片側を一部縦

に欠損する。現長19cm、幅1.2cm、厚さ 2mmで、肩部

の切り掛けは 3回程認められる。 14は12同様13と接

合するものかと考えたが明白でない。板目材を使用。

16は先端近くの破片で、山形のすぐ下より切り掛け

を施し挟るようにはがれている。 15はこれまでの切

リ掛けと同様に見られる。下半部は欠捐する。柾目

材を使用している。

木札状製品 (18-22)

度の細長い板状製品である。上下端とも欠損するも

のが多い。 19は板というより角柱状であるか、

の端部はぎれいに切断されている。

斜めに削リとっている。

双孔板状製品 (24)

cmの板である。先端部は活串のように山形に尖らし

ているか、下端は弧を描くように丸く仕f・.けてしヽ る。

上端近くに径 2-3mmの孔が2.5cm離れて鼎lあけら

れてしヽる。孔はきれしヽに貰通していなし‘。両雁とも

何皿にも細かく面取りされた状態であるか、稜はそ

れはど明らかでなし‘。先端より下端にしヽくに従しヽや

や厚くなる。

箆状製品 (17)

りされて平た＜板状となるか、 下半部は楕円の棒状

となる。上下端とも固囲より切り込みを人れ、中央

で折り取った状態てある。板目材を使用。

不明木製品 (23)

角状製晶の先端を斜めに尖らし、やや下った箇所に

くびれ部をつくっている。固囲を削り［釘取りしてい

る。上下端を欠損する。

棒状製品 (25)

もので、上端部径1.6cm、下端部はやや細くなる。削

り出しにより丸い棒に丁寧に仕上げている。上端部

も面取りしている。

木反 (26-27) 

阻扁1.5-、 3cm、Iリ(さ 1 cm札＇

-h 

また22の上端は

全長15cm、幅 5cm、厚さ 0.8

全長18cm、上半部か細かく［旬取

全長10.2cm。径l.5Xl.2cmの

全長40cmで杓の柄かと思われる

現状では接合しないが、同•個体

と思われる。何に使用したものか不明である。幅 8

cm前後、厚さ0.6cm、長さ 51.5cm、板目の板で両端に

゜
20cm 

30 

31 
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径 3mm程の孔が二個づつあけられている。それぞれ

別の板の孔と孔を紐で結んだものか、あるいは釘で

何かに打ちつけたものであろうか。上半部には両側

とも刃物による傷と思われる痕跡か見られる。

曲物容器 (28-31) 径15cm未満の小形品である。

28は径13.3cm、高さ3.3cm。側板は板目板を使用して

おり、厚さ0.3cmで、内側に縦方向に刻み目を入れて

いるが、間隔は不規則である。％程欠損しており、

直ね具合いは不明である。底板は柾目板で、厚さ 7

mm。やや不正な円形を呈する。釘穴は6.5cmはなれて

二箇所確認でぎ、計 6箇所あったものかもしれない。

29は側板のみである。径12.6cm、高さ4.5cm。板目の

板で厚さ0.3cm、一周と％程重ねて、桜の皮でとめて

いる。内側には28同様刻み目を入れているか、部分

的に斜格子状に入れている。 30・31は底板である。

柾目板を使用しており、厚さ 5-7mmである。腐朽

がはげしく、木目の軟質部が剥落している。

く平安時代の遺物〉

(1) 土師器

甕 (32-34) 小さく外反する短かい口縁部の先

-_-_, ごごこ

中
介

~ 
68 
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端部が内側に折り曲けられるようになり、球形の胴

部をもつものである。 32は％程しか残らないか、全

形の窺えるものである。肩部は他に比べ強くりKり出

し、その部分に細かい捌毛目が縦方向に施されている。

伽］中央部は煤が付着し、調繋法は不明であるか、凹

凸かあり、指による押えつけであろう。底部周辺は

内外面ともヘラケズリしている。淡い茶椙色を呈し

胎土はやや軟質である。 33・34は上半分のみの破片

である。胴部全体を押えつけのあと、 卜斗半部に縦方

向に刷毛目を施している。 33は幅2.8cm、10条の刷毛

目を、 34は輻1.4cm、9条の刷毛目を間隔をあけて施

している。 34は内向にも細かい刷毛目か見られる。

いずれも胎土は緻密で、茶褐色を呈している。

杯 (35-68) いすれも外反するい縁部はヨコナ

デ、下半部は押えつけにより凹凸のはげしい薄手の

土器である。内面もヨコナデであり、その力向は時

計廻りである。 64-66のように深くて椀に近いもの、

62のように皿と呼べるものもある。胎土は緻密で、

堅く焼きあげられた明るい褐色のものと、やや軟買

で茶褐色を呈するものがある。また、薄く仕ヒげら

れたためか、口縁部か正円をなさないものや、平土且

ではなく歪んだものもある。

35はただ 1例であるか暗文の施されるものである。

杯上半部は斜方向に、底部固辺は螺旋状に陪文か兄

られる。螺旋暗文は時叶廻りてある。肌色をおびた

褐色を呈する昭緻な土器である。

64-68は底部に墨書が見られる。 64・65・68の 3

例は明らかに「中ガ」と判訛出来るか、 66・67の 2

例は判虚し難い。 66は口縁部近くまで墨書されてい

る。他に 1片「中万」と墨書された杯底部の破片か

ある。 64・67・68は堅緻であるか、 65・66はやや軟

質で暗茶褐色を呈する。

35・39・41・42・57 -59・61の 8例には口唇部に

灯芯痕が見られる。また、 46・52・53・56・67の内

面には黒褐色の有機物か付着している。さらに56・

60の内底1fliにはヘラ描ぎ沈線か一条見られる，、

椀 (69) 高台のつくやや大ふりな椀てある。先

の杯同様、口緑部はヨコナテ、下半部は指による押

えつけにより凹凸のあるものである。淡い茶褐色を

呈するか、表面はもともと黒色を呈していたものか

脱色したものてあろう。内曲は音閲黒色を呈する部

分もあリ、底向に有機物か付祈している。やや軟質

で胎土は緻密である。

(2) 黒色土器

椀 (70・71) 70はll径に比較して深く、 Il緑部

か内四気味に大きく立ちあかる。 Il唇部内側には戊

~---0~~~~ 

tす
〗

＼＼ 

芽
〗

74 

73 

＼ 

{~ 
76 

20cm 
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しヽ沈線がめぐって段状となってしヽる。高台は高く貼

付高台てある。内外血とも横方向の箆研磨か施され

るか雑てある。外血は口緑部近くを除いて淡褐色を

早する。胎tには細砂を含む。 71は70に比へ浅く、

薄手であり、高台も極嬬に低い。外面は押えで、箆

研咲は見られない。内面は丁寧な箆研磨か施され、

対称の位沼に螺旋をこ箇所描いている。外面は茶褐

色を早し胎土は緻密て、金冥母を含んでいる。

(3) 灰釉陶器

椀 (72-73・78) 72・73は口径に対しやや浅い

椀てある。大きくりKり出す I!縁部の先端が僅かに外

反する。底部より杯下半部をヘラケスリしたあと高

台を貼付けている。ロクロは全て時註廻りである。

向台は強くふんばるように北り出す。高台内部に「中

万」と墨,!}される。上半部のみに白っぽい灰釉がツ

ケガケされており、灰釉の見られない部分は黒灰色

て昭緻である。内側底部には項ね焼きの痕かのこる。

72は中万という字以外にも思ほか，忍められる。 78は

先のものに比べ深い輪花椀てある。 u縁部の立ちあ

かりか危て、口唇部か薄く仕上げられてしヽる。％し

か残っていないため輪花の数は 4箇所か 5箇所てあ

るか不明てある。 m吋中央部より長く亥Hlを入れ、輪

花としている。ヘラケスリのあと、高く直立する高

台をつけている。淡緑の灰釉か部分的に付着してお

り、大平は俵lj治している。底部内外は墨淋笞れたの

か墨か付着してしヽる。

皿 (74-77) LI径13-15cm、器高2.4-3.0cmの

高台のつく皿である。いずれも下半部をヘラケスリ

のあと、72・73の椀と [uJ様の高台か貼付けられている。

口唇部は77を除き薄く外反するように仕上げられて

いる。灰釉はいずれも胴トー半部内外に施されている。

74はハケヌリであるか、他はツケガケのようである。

灰釉の施されない部分は75・76は灰色、 74・77は賠

茶灰色てある。高台内側に「中万」と墨書されてお

リ、 77も判読出来ないか、墨書の腹跡が認められる。

他に 2例、椀、皿か不明であるが、墨害された底部

の破片かある。

長頸壺 (79) 口緑部を欠失する。やや長い胴部

を有し、最大径は中央よりやや上にある。上半部は

器厚 4mmの薄手に仕上げられている。底部周辺は厚

く1cm近くとなる。底部および胴下半部をヘラケズ

リしている。ロクロは時叶廻り。高台は低く貼付け

られている。やや背味をおびた灰色で、灰釉は濃い

暗緑で、光沢かある。ハケヌリと思われる。内外面

に黒色の有機物か付消している。

聾 (80) 底径17cmの須恵器大形甕の底部破片で

ある。器厚0.8cmと薄手である。底部はヘラオコシて、

外面は粗い並行Ufl目、内血はIii]心円の [lj]目かうすく

のこっている。やや行味をおびた灰色で、内曲は陪

茶灰色、胎tは緻密で、焼成は良い。

2. S K  15出土の土器 (81-82)

約50片近くの十．器かある。多くはt師器杯、甕の

破片である。81は口径20cmの甕の口縁部破片てある。

ロ緑中央部か僅かに肥厚し、[l唇部がつまみあけら

れたようになる。ヨコナデされるか、内頂iには横方

向の細かい刷毛目かのこり、外向にも削毛状工具の

痕か見られる。白っぽい肌色を早する。 82は把Fを

欠損する甑である。口径28cmの大形品で、口唇部の

みヨコナデ、胴上半部は粗い刷も目か外面ては縦 }j

向に、内頂iは横方向に施している。 §lri]下半部は刷毛

のあとヘラケズリしている。外面は底部に向って、

内向は逆に口縁部•に向ってヘラケスリしている。淡

い茶褐色を呈し、胎土は緻密である。

3. SK  6出土の遺物 (83-86・169)

土帥器甕、杯、鉢、鉄斧なとかある。 83は口径12

cmの小形品てある。胴部には細かい刷も目か見られ

る。やや軟質で、淡い赤褐色を旱する。摩耗か甚た

しい。 84は[I緑部ナテツケ、底部を押えつけによる

薄手の杯で、淡褐色を呈し、やや軟質である。 85は

ロクロ挽ぎされた土帥器杯である。器形は灰釉陶器

の椀に似る。胎f-.も•般の土師器とは異なり細砂を

含み、焼成は良い。 一見、灰釉陶器の焼成の悪い生

焼けとも思われるもので、肌色をおびた黄灰色を呈

している。 86は口径28cmの鉢て、内外面とも粗い剥

毛目を施したあと、口縁部内外をヨコナテしている。

淡い茶褐色を呈する。 169は揆形の鉄斧の刃部破片て

ある。最大幅4.2cm、厚さ中央で1.3cmを測る。

4. SK  4出土の土器 (87-95)

土帥器杯、甕、山茶椀、山皿、白磁片、布目瓦片

69~ 



SK 15 

口
一

/
5
 

SK6 

ロ
¥¥ ¥― 

1/I □ ~Jー.:r~
ご 88 ¥し‘
文二二!~sg

ロー、~~

ノ

如

／110¢¥cm 
20 

d
 

：
 

SK

三／パ

p□ □  :'C_コ
~~ 
口ロノロ

-= 

ノ
li11~ 

~ 
第43図 その他の遺構t器実測図 (1: 4) 

等多数が出十．している。

土師器小皿 (87-90) 87-89は手捏の小形品で

ある。[I径7.0-8.0cm、器高1.5cm前後である。 LJ唇

部のみヨコナテしている。 90は前者と大きさは変ら

ないか、ロクロ挽ぎによって成形されたものであり、

底部には糸切股をのこす。ロクロは時叶廻りである。

黄灰色を唱している。

土師器杯 (91) 90[,i]様ロクロ製品てある。口径

16cm、器高38cm。底部に糸切痕をのこす。令面摩耗

か甚しく、茶褐色を呈する。

山皿 (92-95) 93を除いて Ll径10cm、器高 3cm 

煎後の向台のつく皿である。糸切りのあと低い高台

を貼付けている。 92・94の内面には白然釉が見られ

る。また、 94にはポね焼の痕跡か内外面に見られ、

95には灯芯股が見られる。「天色を呈し、略緻である。

93は麻台のつかない皿てある。厄手の底部には糸切

痕をのこし、内面には目然釉か見られる。

布目瓦 (181) 4 X 3cmの小破片である。原さ 2.2

cm、淡茶褐色を閏し、胎土は緻密で、やや軟質である。

5. PIT10出土の土器 (96-104)

小皿 (96-102) 手捏の小皿である。内面および

ロ縁部のみナテッケている。口緑部か平j日でなく、

また正FYをなさないものか多い。焼成は良く、胎土

には紐砂を含む。

杯 (103・104) 103は口縁部をナデツケ、杯下半

部が押えによる凹凸がある。器厚 3mmの薄手である。

小皿同様、全体に歪んでおり、淡褐色を呈し、胎土

には細砂を含む。104は85同様生焼けの須恵器とも名

えられるもので、ロクロ挽苔され、胎土には細砂を

多く含み、白っぽい淡褐色を呈する。
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6. SK  7出土の土器 (105-115)

鍋 (105-106) r 1径22cmの小形の鍋て、 LI緑部

か受 lJ状に内四し、内側に折り曲げられたようにな 含む。

る。[l緑邸およひ頭部はヨコナテ、 m,1部は横方向の

細かし叶pl]t目か施される。器原 4mmの薄手て、陪茶

褐色を旱し、胎じには細砂を含む。

杯 (107-110) []緑罪か内内する杯て、 !J径11

-12cm、器閥2.5cmf前後、器厚 2mmである。焼成によ

る変化で[]緑は正円でなく、底部も 1吐且てなく歪ん

でいる。胎 Lは緻密て、黄味をおびた白灰色を呈す

る。

小皿 (111-112) 先の杯と ¥u]様の胎lこ、焼成て

！］径 8cm、器靡0.8cmの小形のJillである。

常滑甕 (113-115) ll径50cm近くの大形甕の日

縁部破片て、し、すれも折り返し状11縁て、内側は戊

い段状となる。赤褐色を足し、胎Lには細砂を多く

7. SD  13出土の土器 (116-119)

小皿、杯 (116-118) 11-6・117は先の SK7出

じのものと全く lri]様てあるか、 118はやや占い様相を

もち、平安時代後半の SD14/11 !: の杯と Iii]様のもの

である。

羽釜 (119) 11径26cm、11緑部か強く内憫に折れ

曲げられる。鍔は輻 3cm て、器M に対しややr•1: し‘。

先端はト}jにつまみあけられたようになる。鍔、 11

緑部はヨコナデ、胴部は横}j向の副 Ulか施される。

鍔より F方は仝1/Jiに煤か付杓する。淡褐色を情し、
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第44図 包含層土器実測図 (1: 4) 
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第45図 石器• 鉄器・土器製品実測図 (1: 2) 

胎士には細砂を含む。

8 . 包含層出土の遺物

縄文土器 (175-176)

めに設けた試掘拡より出上した。いずれも深鉢の破

片である。

掘立柱建物を確認するた

: 段の細かい蠅文か全面に施され

る。暗菜褐色を呈し、胎上には細砂、金’雲母を多く

LRの

含む。後期祁半頃に属すると思われる。

弥生土器 (177) 蠅文土器同様試掘坑より出土。

壺形土器の肩部分破片である。箆描沈線が二段施さ

れている。表面は淡褐色、内面は三惰G黒色を呈する。

胎土には細砂を多く含み、焼成は良い。前期末のも

のであろう。

奈良時代の土器 (120-124) 土師器甕、杯、須

恵器、短頸壺がある。120は2と同様の長胴の甕であ

る。121は口径14cmの小形で胴部は球形となるもので

あろう。淡褐色を呈する。杯122はSKlOより出土し

たもので半球形の椀に近い器形である。123はやや大

形の杯で肌色を呈している。摩耗が甚だしく、調整

法は不明である。124は直立する L1緑部より大き〈張

り出す肩部にかけての短頸壺の破片である。暗い青

灰色を呈する堅緻な土器である。

平安時代後半の土器 (125-131) 多くは剖述の

S Dl4より出土したものとかわらないものであるが、

130の台付椀は口径14cm、器高5.6cmて、 lJ緑部はヨ

コナテ、下半部は指による押えで杯同様の手法であ

る。外方に反るように貼付けられた高台は高〈、淡

褐色を呈し、やや軟質であるか、焼成は良いし 131は

灰釉陶器椀の底部破片である。低い闘台の内側には

糸切痰かのこり、墨書か認められるか判説出来ない。

平安時代末頃の土器 (132-155・178-180)

の桐部となる。

土

師器甕(132)はSKIより出土。やや内内する口縁

部の先端か内側に曲がる。肩部は少し肥厚し、球形

ロ縁部のみヨコナデ、桐部は押えで

ある。暗茶褐色を呈し、胎土には細砂を多く含む。

全面に煤が付着している。土帥器杯 (133-136)は

手法的には前の時代のものと同様であるか、器厚は

厚く、 口縁部の外反はほとんどなく、逆に内内気味

となる。胎土も異なり、多贔の細砂を含む。137-140

の椀は白灰色、黄灰色を呈する土師質のものてある。

細砂を多く含み、底部には糸切痕をのこす。 138など

は灰釉椀の焼成不良の生焼ぎのものかと思われるも

のである。土師器小皿 (141-144)は杯を小形化し

たもので手法も同じである。小皿 (145-153)はロ

クロ挽きされたもので、いすれも糸切狼をのこす。

137-140同様の色調、胎十＾である。山皿(154-155)

は口径 9cm、器高 3cmの小形で、いずれも高台内側

に糸切痕をのこす。 154の高台には籾脹か見られ、

155の底部内側には墨の付着が認められる。緑釉陶器

(178-180)は全て椀の破片である。

鎌倉時代以降の土器 (156-165)

口緑部および底

部の破片で、淡緑の釉が施されている。

土師器鍋はロ
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径45cm以上の大形で摩手のもの(156) と、やや小形

て薄手のもの(157)かある。前者は胎士は粗く、鎌

介時代に、後者は緻密で室町時代に属するものであ

る。 158の鉢は器摩1.2cmの厚手で、肌色をおびた淡

褐色を呈し、 [J唇部にば煤か付桁している。 159は薄

手の灯明皿である。緻密な胎士で淡褐色を呈し、焼

成の際に歪んでいる。 160は天目茶椀てある。内外面

にやや緑かかった白っばい釉かあつくかかる。古瀬

戸製品であろう。 161は常滑焼の甕の口緑部破片であ

る。濃緑の釉か全面に施されている。162は青磁の皿、

163・165は白磁の皿、椀てある。 164は古瀬戸灰釉皿

4 . 結

カウジデン遺跡は僅か 4m幅の排水路部分を中心

とした400m'足らずの小規校な調在であった。この調

在によって当遺跡の性格を判断することは出来ない

か、検出した遺構、遺物は他遺跡に見られない特異

なものを含んでいる。以下に若干の名察を加えて結

語としたい。

1 . 溝について

輻15m、深さ 1.4mの大ぎく深い溝跡である。検出

幅か僅か 4mであるため、方向は明確でないか、は

は南北方向に走り、現在まで使用していた幅 1.2m

足らすの溝に重複した形となっている。恐らく当時

から河川であったものと思われる。これは圃場坪備

事業実施前の図面を見ても、標高16mの等高線が丘

陵に並行して走り、あるいは佐奈川の氾濫原の山際

を流れる—つの水路かもしれない。また、この溝の

個所か条里の地割にものっている。

溝内より出土する遺物は奈良時代および平安時代

に属するものである。土器については後述するが、

木製品も多く出土しており、奈良時代のものと名え

られる。この溝は既に奈良時代より使用されていた

ものであろう。しかし、当遺跡では奈良時代に属す

る他の遺構は SK6のみである。東裏遺跡でも上坑

か見つかっているのみであるが、この近辺に奈良時

代の集落が存在したものと思われる。

溝より出土する土馬、および斎串をはじめとする

である。これらの多くは室町時代に属するものと思

われる。また、この他にも近世と若えられる染付の

ものも出土している。

その他の遺物 (166-168・170-174) 時期不詳

であるが、砥石土錘がある。砥石はいずれも—憎い欠

損する。全面を良く使用したものである。 166は断面

か楕円形となるか、他は板状である。上錘は長さ 3

cm前後のもの、 5cm近くのもの、径 4cm、長さ 6cm 

のi之大なもの三種かある。いすれも胎土は緻密であ

る。

五
口

1
1
1
1
 

n
 

各種木製品は祭祀用具と考i えられる。平安時代の遺

物についても出上土器の殆んどか土師器杯であるこ

と、 「中万」と墨書された土器が多数見られること

など、土器の器種、墨内の画△性を見ると、限られ

た部分の調代とはいえ、これらの出十沿状況は祭祀に

伴う沿孜］的なものを感しさせるものである。

2. 祭祀遺物について

祈雨、止雨の祭祀に使用されたものとされている

土馬は明和町斎官跡をはじめ県下において現在14ヶ

③ 
所、社24点か知られてしヽる。明らかに溝跡より出t

している例は斎腐跡のみて、他遺跡では窯跡を除い

て不明である。今[u]出土した上馬は斎官跡古用地区

の大溝より出Lした30cm以卜．の大形土馬に比べ→廻

り小形であるが、鞍の部分を粘土紐貼付で表してい

る点および太い円形竹管による刺突文等似ている点

もあるか、手綱の表現はなく、彩色も認められずや

や簡略化した感じかする。 •方、落宮跡の他の土馬
④ 

やカリコ遺跡の土馬と比較すると、鞍のみを_*占土紐

で、他は箆描あるいは円形竹管で表現する点など類

似する点か多いが、障泥か表現されていない点はや

や異なる。これらの士馬は従来 7世紀末より 8世紀

初頭と考えられていたか、大形飾馬を除いてもう少

し新しく 8世紀中葉より後半のものと考えたい。
⑤ 

ーカ、斎串は県下においては古く多度町柚井遺跡
⑥ ⑦ 

をはじめ、上野市北堀池遺跡、下郡遺跡の井戸およ
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遺 跡 所 在 地 遺構 主 な 遺 物 時 代

柚井遺跡 多度町柚井 不明
斎串21点以上、舟形、木製品

奈良～平安
刀子形木製品、火鑽臼、木簡、曲物等多数

下郡遺跡 上野市下郡 井戸 斎串 3点、横櫛、糸巻貝、銅製鈴、木簡 平安

北堀池遺跡 上野市大内 井戸
斎串 2点、剣形木製品、ヒョウタン

奈良
土師器、甕、曲物

五佐奈遺跡 多気町五佐奈 井戸 斎串13点、土師器 平安

カウジテン遺跡 多気町河田 溝 斎串 7点以上、剣形（人形）木製品、土師器 奈良

第10表 県内斎串出土遺跡一覧表

び当遺跡の南方2.7kmの五佐奈遺跡の井戸から出士し

ている（第10表）。 索串は勿論祭祀に使用されたも

という考え方が一般的であるが、最近この斎串につ

いて種々の考え方が報告されている。木製模造品と

いう観点より鉾の模造品としたり、挿幣吊木とする
⑧ 

考え、或いは神聖な木とする考え等である。県下で
⑨ 

出土する蒋串は黒崎直氏の分類によれば B2類に‘属

し、その年代は奈良時代末頃より10世紀とされてい

る。県下においては斎串か出土する遺構は井戸、溝

跡であるか、これは保存状態か良いということであ

り、館串は他の遺構にも存在していた可能性は充分

ある。また、同じ井戸より出土してもその伴出遺物

は他の木製品、木簡、櫛、銅製鈴等かあり、当遺跡

では土馬、山形に尖らし、孔を穿った人形かとも考

えられるものや曲物等の他の木製品が出土しており、

伴出遺物は多種多様てある。おそらく土馬、人形、

鈴、櫛などを用いた祭祀か行なわれ、その際に斎串

も同時に使用されたものであろう。すなわち、祭祀

行為の主体となるものではなく、祭祀行為に伴う小

道具的なものとして使用されたのではないかと思わ

れ、各種の祭祀に共通して使用されたのではなかろ

うか。尖端を尖らしていることは何かに突ぎ刺した

ものであったろうし、肩部を削ることによって、神

聖性を表したものかもしれない。祭祀の場所の聖浄

性或いは行為の神聖性を示したものであったのであ

ろうか。

3. 墨書土器について

平安時代とした溝より出 tした t器の殆んとかt

師器杯である。土師器甕、灰釉陶器は図示したもの

が全てといってよい状態である。その上、土師器杯

の5点、灰釉陶器皿、椀の総数 9点のうち 7点まて

か底部に墨書され、そのほとんどか「中ガ」と判誡

出来るものである。

当遺跡の西方 3kmの箇所、櫛田川の西岸に松阪市

中万町かある。この中力は和名抄では乳熊と記され、

神鳳抄には中万郷とあり旧飯野郡に属している。--

方、当地域には東寺領大同庄、川合庄かあったごと

は著名である。 9世紀初頭より平安時代木の12抵紀

まで存続したとされる向庄の庄域については未た明

白とはいえす、当遺跡の箇所か庄域に入っていたか

どうかは不明である。しかし、大国庄の四至の西限

は「中万氏連墓」と平安遺文に記され、中万部落の

近くまで大国庄の一部かあったことか窺われる。

中万と墨書された土器と中万郷かいかなる関係で

あったかは即断出来ないが、あるいは当遺跡の周辺

か中万の人々による出作といった状態にあったのか
⑲ 

もしれなし'0

墨書された土器の出土は各地においてみられる。

東裏遺跡では「中臣」と墨書された土帥器杯があり

斎宮跡や柚井遺跡等からも多数出土している。それ

らは人名であったり、古祥句であったり、場所をあ

らわしたりするといわれている。高向遺跡では当遺
iり

跡の墨書された土器と同様のものか出十している。

中ても土師器杯は全く同形態である。墨書土器は 8

点を数え、その全てが「主」 (1例のみ「主口」）と

判説出来るものである。主と中万という字の違いは

あるか、土器の器種、墨甚される場所、単ー語句で
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あることなと圃遺跡は共通付かある。高向遺跡ては

人名とするより建物群の名称をぷすものかもしれな

いとされている。とすれは当遺跡の「中jf」も建物

を;J;す可能竹• もあるか、いすれにせよ中万部沿との

閲連は無視出来ない。あるいは闊向遺跡の周辺に［｝：争

• ・・・..」 としヽう庄落か府介したのであろうか。

さらに、高向遺跡の墨戊！一．器の出卜地、点は井） i固

辺であり、また、 h佐奈遺跡の井戸、当遺跡の溝(S

D14) l,i]様祭祀的な紅味あいの強いものかもしれな

し、

4. 年代について

奈良時代とした t器は SD14の下層のものと SK

12 よリ出 1こした—群てあるが、 t器の斌も種類も少

ない。 一般に奈良時代のt帥器甕は長胴およひ球形

となる器高40cm近くの大形のものと、器高20cm凡'I文

の小形のものの:_禾屯か見られ、この時期より内佃の

ヘラケスリか顕苫となってくる。背遺跡の 4の甕は

やや異形てあるか長ij!,Jの一種と思われる。また、杯

の 2、し仄は 11緑部をヨコナデ、底部をヘラケズリする

¥'わゆる b手法てあり、賠文は見られない。こうい

った甕、杯を出七する遺跡として束裏遺跡 SK12、
⑫ 

翡向遺跡AlべSB101、ClべSD313、斎祝跡 SD79 

などかあげられる。 7柵紀未より 8世紀初珀とされ
JJ 

る中生遺跡ては bf法か全く兄られす、暗文か盛行

している。ここては当遺跡等の一群の土器を 8世紀

中築と各えておきたい。

一方、 [ri]しSD14より出十＿している平安時代とし

た土器は土帥器では小形の球形の甕、薄手て乎滑に

什卜＿けられた杯が特徴的である。杯には賠文の見ら

れるものもあるが、この期まで当地域では＿―-部に残
0t 

存するものてあろう。他遺跡を見ると斎宮跡SK407、
⑰ 

小野遺跡A地区井戸 1などかある。以前索宮跡 SK

57のヒ器群を 10世紀未より 11世紀と報告をしたこと

かある。それと当遺跡の上器を比べてみると当遺跡

の上師器杯は SK57のように赤味をおびたやや原手

のものではなく、茶味をおびた薄手てある。甕は長

胴てはなく球形に近く、測毛目も顕著ではなし‘。形

態的に当遺跡の SD14や斎宮跡 SK407、小野遺跡の

井戸の土器は斎宮跡SK57、SK1214の七器より後

出と考えられ、斎窮跡SE1530とはよく似る部分も

多く見られるか、それよりやや古いと考i えられる。

それは SE1530には後述するか、ロクロ挽苔された

じ師器杯か介在することからもいえる。

一方、 i半出の灰釉陶器の釉の施され }jを見ると、

74、79のみがハケヌリであるか、他の椀、皿は全て

ッケカケである。絵投占窯紺年にてらしてみると、

これらは折戸53号窯式に比定されそうてある。折戸

53り窯式は11慨紀後半代と考えられており、この年

代は大国庄か見舞われた永保 2 (1082)年、イ呆安 2

(1121)年の大洪水の年代に近く、あるいは当遺跡

の SD14もいすれかの洪水によって埋没したものか

もしれない。 •応ここではこれらの上器群の年代を

11世紀後半代の十＿器として把えておぎたい。

次に当遺跡では SK4や pit10の士器群かある。

この時期の特徴は径9cm足らすの小形の上師器Jillと

ロクロ製のt帥器杯、皿の存在である。これは SD

14ては全く見られないものである。十帥器杯は~兄

灰釉陶器の焼成不良品かとも思われるもので、他の

土帥器とは胎tは全く異なる。これは L帥器はそれ

ぞれの地域で製作されたものであろうという従来の

打え方から見れは、異った製作者の出現あるいは新

しい製作技術の採用といったことを名えなくてはな

らない。この時期は盾宮跡SE1530ては灰釉陶器を

伴っており、当遺跡の SK4では山JIilが伴い、平安

時代末頃、 12抵紀前半以降と思われる。 -H、この

種の土師器を出Lする遺構には他に SB5とした掘

立柱建物跡の pitかある。 SD5もこの時期と名え

られる。 SD5は遺構の個所で、 4間X5閥の身舎

に四向廂がつくものかと述べたか、あるいは床束の

つく総柱の建物と考えた灯かよいかもしれない。そ

れは東裏遺跡においても時期は明白ではないか、 9

間X5間の総杵の建物かあり、今年度調在を実施し

た f-.野垣内遺跡で 2間X4川］のものや、始野町平牛

遺跡では 3間X6間の床束のもつものがあり、平安

時代後半以降、 12世紀以降には柱穴はあまり大きく

ないか、床束のもつ桁、梁ともに閲数の多い建物か

出現するようである。

その後も、この地は少なからす人々の痕跡か認め

られる。 SK4やPITIOは12世紀末より 13世紀に、

SK7や SD13は室町時代に属するものであろう。

（いソ木貞夫・谷本鋭次）
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VIlI 阿山郡大山田村横託 1・2号墳

横枕 1号墳.2号墳（県遺跡番号5864・5865)の

2)i~ の古墳は、阿山郡大山田村大字川北字横枕 218

番地 (1号墳）及び235番地(2号墳）の水田中に所

在した。

当該占墳を含む地域は、昭和54年度県営圃場整備

巾業大山田地区の対象地となった。このため、この

取扱いについて、県教行委貝会文化課では農林水産

部及び上野耕地れ務所と協議した。その結果、工事

施行に先立ち、県教育委員会文化課が発掘調査を行

うことになり、昭和54年 7月30日から 9月8日まで

の間に実施した。

調査は地元地区民の参加と協力を得て進めること

かできた。また、上野耕地事務所、地元土地改良区

等のご援助、ご協力を賜った。ここに感謝の意を表

する次第である。

1 . 位置と歴史的環境

札H尤古珀群 (1) は、服部JI[中流、左犀の標翡217

mの低位刈岸は lif・.にあり、 1・2サ両墳は40mを

布引山地にその源を発する服部）ljは、阿山郡大山

田村のはぽ中央部を曲流し、村の西端、中瀬峡を通

過し、 上野市内でその本流木津川と合流する。 隔てていた。

第46図遺跡位附図
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そこより下流には、この流れによってもたらされ

た山田盆地が、東西約 5km、南北約 2kmの範囲にひ

ろがる。山出遺跡 (2)は、その西南端の大字真泥

地内の標高200mの半島状丘陵先端部に位罹する。

これらの古墳や遺跡にかかわるこの地域の古墳時

代をみると、前期古墳では、真泥の西方標裔 340m 

の荒木山山頂には、山田盆地、上野盆地を望んで、

伊賀最古の前方後円墳であるといわれている県指定

史跡卓塚古墳 (3)かある。全長90m、葺石と埴輪

をもつものである。またへこの東麓にも埴輪をもつ

寺垣内古墳 (4)か、盆地の中央には全長60mの県

指定史跡の前方後円墳である寺音寺古墳 (5) があ

る。後期古墳には、横穴式石室をもつ前方後円墳で

ある鳴塚古墳 (6)、盆地の南端の高猿古墳群 (7)

（行政区画上は現在は上野市に属する）かある。ま

た、近年発掘調在か行われた古墳はいずれも横穴式

2 . 1 

1 . 墳丘・周溝•主体部

横枕 1号墳は、明治年間の水田改造の際破壊され

たといわれ、調査前、畦上にのこる数個の石材かか

石室をもつもので、昭和47年の辻堂古墳 (8)、昭和

54年の平林 1号墳 (9)かある。とくに辻堂古墳は

玄室長5.2m、幅1.9mの石室規模を有する両袖式横

穴式石室で、組合せ式石棺を内部主体とし、伊賀で

はやや規模の大ぎいものである。後期の群集墳は三

谷古墳群 (10) を東限とし、盆地の東部及び南部の

山地に160基余りあり、横穴式石室が露出しているも

のが多い。古墳時代以前では、笠取山山麓で有舌尖

頭器の発見があり、弥生時代の遺跡では沢遺跡 (11)

・轟遺跡 (12). 高北遺跡 (13). 小卜→野遺跡 (14)

等か分布する。

歴史時代になってこの地域には山田郡か罹かれ、

盆地を横断する服部川の右岸には条里制遺構もみら

れたが、近年の圃場整備事業で消失しつつある。白

鳳時代の県指定史跡鳳凰寺跡 (15) もある。

号墳

つての古墳の所在を物語るにすきなかった。調介は、

まず 1号墳の位置を確認することからはじめ、残存

遺構の検出へと及んた。畦上の石材を手がかりに幅

第47図遺跡地形図 (1: 5000) 
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D表土・耕土 攣攪乱層 二周溝埋土 []1日表土 暉地山

IO ,.M 
調査後実測図 (1: 150) 
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1 mのトレンチを北西 南東間に設定した。 トレ

ンチのし屑観察の結果、周溝の埋土と打えられる黒

茶色枯質上のレンス状の堆積が認められたので、

れを手かかりに、 15mX15mの調介範囲を決定した。

1号墳の墳丘は、開墾のため完全に破壊されてい

たか、耕士下50-70cmで周溝と考えられる溝を検出

した。周溝は、耕十ー・旧耕t下て確認され、黄褐色

砂質上の地山卜に堆積する黄茶色砂質土の旧表土か

ら掘りこんでいる。周溝は、輻1.5-2 m・ 深さ 0.3

mはどの晶底部のみの確認てあり、西測から北測に

かけて検出された。北西部にコーナーをもち、

形状から 1号墳は、方墳と推定された。

この

tイ本部については、横穴式イiをの掘方と推定され

る落ちこみと石室構築時の店底部の用材と思われる

石を 1個認めることかでぎたのみである。

2. 遺 物

ロ
I 

~3 

、-----------T―-----------ヽ ／ク
／ ' ヽ

ヽ

第50図

I " ヽ！ " ヽ I // 

‘ 、 ' / /
¥ I /ヽ

逍物実測図(1号J:月）

20 cm 

(1 : 4) 

出土状況 攪乱された耕土ドからは、須恵器及ひ

灌巾器片か少址散介して出Lした。 それらの中から

器形として把握できたのは、須忠器（長頸壺 1個・

杯身 1 個• 高杯 1個）、 L帥器（杯 1個、高杯 1個）

で、いすれも 1駅位渭を保ってのまとまりをもった出

土とはいいがたいものである。

0土師器

高杯 (1) I If各15.2cm、 盟怜似i10.8cm、I! 却I底;;'j[好t

9.5cm、脚爵[¥高6.2cmて、＋ィ、名[¥杯J1(1iど外1(1ilI 緑；•第 1 こはヨ

コナテか、それより 1くりの外1(1iいは杓し 1文び縦の刷巳11

の卜へヘヨコナテによる調内各か行われている。脚部は、

｝よ部よリ柱状に下る部分には縦のヘラ削りか、 それ

より 「ハ」のノi打：形に開く脚瑞部までの間には縦方向

の崩E目か施されている。焼成は良好で砂粒を含ま

す、にふい橙色を呈する。

杯 (2) 口径llcm、器託4.3cmで、内頂i及び外面

ロ縁部にヨコナデによる調格が、 その他の外向は未

調整で、粘土ひもの痕跡かみられる。

0須恵器

杯 (3) 口径11cm、器高3.4cmで、半分を欠く C

tJ縁部はわすかな凹凸をもって上外方にのび、端部

は丸い。底部は平らで、 その外面はヘラ切り未調整

内面には一方向ナテか施されている。 その他の部分

は、内外面とも同転ナデ調屹かみられる。

高杯 (4) 口径10.5cm、器高 10cm、脚部高6.3

cm、脚底部径10.5cmて、杯祁11縁郎は卜外力にのひ、

底部寄りを 1条の沈線かめぐる。脚部は細い枯部か

ら「ハ」の字形に広がり、脚端部近くで水平状にな

る。脚部中央には 2条の沈線がみられる。脚部、杯

部とも 3分の 1はどを欠く。胎土は白色の砂粒を含

み粗いか、焼成は良好で灰白色を呈する。

台付長頸壺 (5) ロ縁部、体部の相当部分を欠

くか、肩部は張り、イ本部上方 3分の 2に23cmの最大

径を有し外弯して下る。最大径部分には 1条の沈線

かめぐり、 その下部にはヘラ描き列点．、文が施されて

いる。底部は丸底で、脚は「ハ」の字形に広がり内

側で接地する径14.5cmの高台が付ぎ、脚部に 4か所、

円形の透し穴がみられる。

ちゆるやかに外方に開き、

口緑部はやや内傾したの

2条の沈線をもつ。径 1

-4 mmの砂粒を多く含むか焼成は良好で、灰白色で

ある。
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3. 2 

1 • 墳丘・周溝

調壺前、破壊された横穴式石室の残存石材の散乱

状態が古墳の存在を暗示したものの、墳丘や周溝は

号墳

削平や埋没で水田下にあったため、その確かな存在

を予測でぎるものではなかった。しかし、調在の結

果、横穴式石室をもつ長径20mの円墳であることが

D表土

D1日表土

筐璽石室埋土． 
仁石室掘方埋土

□局溝埋土

鐵地山 ヽ E
 6
 C
Z
 

．
 ゚

A
 

uJ 
I 
B 
291m 

IO M
 

第51図
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x_ 
218,4m Y 

Ila黒青灰色砂質土

lib暗茶燐色砂質土

[周，菖埋土

ma黒茶埃色砂質土

lllb暗茶矯色砂質土

111, 里茶—稽茶色砂質土

llld 黄茶色砂質土

Ille黄茶粘質土

獅地山

第52図周溝断佃図 (1: 40) 

明らかになった。

関峡後背部を除く瑣丘の語］りには幅1.5m-4m、

深さ 0.6-1 mの馬蹄形状の周溝か、地山を掘削しめ

ぐってしヽ た。

墳丘での盛土として確認てきるものは少なく、多

くは耕七と床tに続いて地山かあらわれている。墳

丘の東側、周溝と境する端部を、径20cm-50cmの川

原析か 1-2段、長さ 15mにわたってめぐっている。

これと対称する西測部分は、調査前すでに水田か一

段低い状態であったので、このような）II原石の残存

が認められなかった。

2 . 主体部

内部主体は主軸を N-55°-Eにとり南南内に開

[ Jする片袖式の横穴式石宇である。石室はすでに天

井部及び側峡の上部かなくなっていた。それらの石

材のうち持ち去られたものもあるようではあるか、

崩洛し、流土とともに石屯内にあるものも多かった。

そのような状況ではあったか、玄室内における副葬

品状態は比較的よく保たれているようである。

石室の全長は8.3mを測る。玄宋は長さ 5.7m輻 2

mの長方形プランであり、それに接続する羨道の束

壁は玄室の右堕と..線上にあるが、西朋は袖部で玄

室よりも 20cm内側に入る。羨道はその残存状況から

羨門部で一部欠損しているように思われるか、残存

の長さは2.5m、幅1.5mである。

石室の構築をみると、奥峡に60cmX1.3m及び50cm

X 70cmの長方形の 2個の石を陥底部とし、その上

へそれより小形の？個の石を横積みにし、閲に割

れや目然石の小石をはさんて第 2段としている。 11ll1

岐は東西とも間に内lj石や自然石の小石をはさみなか

ら長 }j形の石を横積みしている。束収は玄本部て）よ

底部か 7石据えられ、それに続く羨道部ではやや小

さ目の 3石か並ふ。それらの L段は、第 3段目から

第 5段目まてか残存し、その最良部の高各はイi木内

基底部より 1.8m・::あった。）に附は枯底部か玄宇で 7

石、羨道部は袖にやや大形の石を立てて用い、それ

に続くのは横積みされた巨石 1個である。西限は羨

道部は第 1段のみであるが、玄令：部には 2段目から

3段目までか残存する。両収ともわすかに持ち送り

かみられる。石本の用石は大きいもので輻70-80cm、
cc 

長さ 1.5m程あり、縞状片麻岩てある。

床面には棺台に使用されたとみられる石もあるか

追葬時においてそれ以崩のものを坪理してある場所

へ集めることも考えられるので、それをもって埋葬

状態を明確に推定てぎるものとはならないたろう。

また、嬰峡より 1.5mの西陸測で、輻80-90cm、長

さ4.5mの範囲に石敷かある。人頭大の川原石 2個を

並べた幅を卜下 2段30-40cmの厚さに組んであり、

その上面は石室内桔底部より 50cmの翡さにあった。

石敷上には遺物もなく埋葬時の状況は不明である。

石末の構築にあたっては、平面隅丸形の不整長万

形の掘方が急傾斜の舷向をもって掘られている。そ

の奥行きはおよそ 9m、輻は日球部で 4m、残存墳

丘から測り得る深さは0.6-1 mである。

玄門部付近を始端として幅 1mの排水溝か設けら

れている。羨門部から周溝にかけては墓道としての

機能も兼ねていたものと息われる。
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3. 遺 物

2号墳は、石室上部及び羨道部を欠いていたか、

石室内の攪乱は少なく、副葬品は追葬時の状況をよ

く保っていると考えられた。副葬品は、 t師器 4点

・須忠器約62点• 鉄製品13点であり、装身具の副葬

は認められなかった。

出土状況 2号墳では追葬か認められ、追葬時に

遺物の坪理が行なわれ移動されたことも窺われる。

遺物の出土状況から•応次の 3 群として把捏するこ

とがでぎようか。

A群は、嬰壁より前力 1-l.5m、主軸よりも西咲

側に埋葬されたもので、玄室内西半分に改けられた石

敷のすく北測にあたる。遺物は、須恵器（杯身 7点、

．杯蓋 3点）で構成される。また、近くに鉄鏃 2,r.¥ 

かあるか、この鉄錦族は石敷の下から出土したものて

あり、時期か異なるものと思われる。本群の遺物は

石本中最高位のレヘルでの出土であり、石敷の北側

に位沼することから、石敷に伴なうものと推定され

るか、断定はしかねる。本群の須息器類は、後述す

る本墳に関する須恵器の形式分類による III期のもの

と考えられ、杯身III類 ・N類・杯蓋III類かこれにあ

たる。

B群は、玄門部付近から羨道部にかけての遺物で

本墳II期の杯身 II類・杯蓋II類を除くはかは、本墳

III期の須恵器（杯蓋 5. 杯身片）等よりなる。これ

らとはなれた羨道や墓道中に散在するものではある

が、 III期の71や高台付の杯身 V類51もみられる。

C群は、石室内における位置から一時期の副葬品

としてとらえ難く、石室内の A群及びB群以外の遺

物であり、石敷の下にあるものや拠壁前に集められ

た状態のもの等、後の埋葬による移動があったと思

われるものである。奥壁前面の中央西部分には、須

恵器杯身 3 点・杯蓋 3 点・捉瓶 3 点• 横瓶 1 点• 旭』

1 点• 高杯 1点、土師器長頸壺 1点・甕 1点の他、

鉄鏃 4点が、集められた状態で出土し、これらの遺

物群の西側の、石雀測壁には大刀が切先を北にして

おかれていた。更に、この周辺では、 A群よりも下

層にあたる位憤で、須恵器・鉄鏃が出土している。

また、玄室内の石敷の下からは、須恵器の杯身・杯

蓋か多く出土しており、ことに玄門部付近では集中

していた。これら C群の遺物は、本墳III期に先行す

る I期.II期の時期か名えられ、 I類.II類の杯身

や杯盗をはじめとして、これと同時期と考えられる

須恵器• 土師器・鉄鏃から構成される。

に記以外ては、石室内及び周溝等で多数の須忠器

片、土師器片か出土した。固溝中には、須恵器の長

頸壺 1点、 II類の杯身 1点も出土した。

0須恵器

杯 28個出土した。完形あるいは部分的な欠損の

あるものてある。成形技法、形態の特徴により次の

5つに分類する。

I類 (6-7) 口縁部はたちあかりは内傾して

短く、底部は回転ヘラ削り調繁を施し、他の部分に

は内外面とも回転ナデ調略がみられるもの。わずか

2点のみで、口径は12.5-12.Scm、器高はともに 4

cmである。胎土は砂粒を含み、青灰色あるいはオリ

ーブ灰色に焼成されている。

II類 (8-26) I類よりたちあがりは短く、外

面底部はヘラ切り未調繁のもの。それらのうち 8-

22は I類に近い口径 (ll-12.5cm)、器高 (3.3-4 

cm) をもち、内面底部には一方向の指先によるナデ

痕かみられる。多少の差はあるが白色砂粒を含み、

青灰色を悲調とした色調を呈し、焼成は良好である。

23・24は、内面底部にも回転ナテ調整か施されてい

る。白色の微細粒を含み、浅黄灰色の生やけの状態

である。 25・26はそれらよりたちあかりが短く、ロ

径10cm程度、器高 4cmと小さい。内面底部には一方

向の指先によるナデ痕がみられる。白色砂粒を含み

青灰色あるいは灰色である。

III類 (27-28) たちあがりかみられる最後の形

態である。ごく短く、内傾し受部は上外方に丸い端

部をもってのびる。底部内面には一方向の指先によ

るナデ痕が、底部外面にはヘラ切り未調整か、その

他の部分には国転ナデ調整がみられる。ピンク色な

いしはうす茶色を呈し、須恵器としては環元不足ぎ

みである。

N類 (29-32) 口縁部がやや外反気味の小型の

杯。口径8.4-9.4cm、器高 3-3.3cmで、底部内向は

平らで一方向ナデカ＼底部外面はヘラ切り未調繋で、

そのはかには回転ナテ調整かみられる。緑灰色ない

しはオリーブ灰色を呈し焼成良好である。

v類 (51) 高台付の杯で、 Ll径18.7cm、器高 6
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cm、高台11.8cm、高台高1.6cmてある。｛本部と 11縁部

はやや凹凸をなして外傾する。体部と底罪閻台との

間にはヘラ削りか施されており、高台は下外力ヘ屈

曲し、先端を丸くおさめている。内面底部には.}j 

向ナテかみられる。青灰色を『し、焼成は良好てあ

る。

杯蓋

I類 (33) 大井部上面に圃転ヘラ削りか施笞れ

るもの、他の部分には [u]転ナテ調悴かみられる。ロ

径15cm、胎t、焼成、色調から杯 I類との類似性か

強く、 7と組になるものと息われる。

II類 (34-41) 天井部上面はヘラ切未調整でロ

径12-13.6cm、器閥3.8-Scmで各個体の差異はある

が、杯 I類に組みになるものとして概括的にみるこ

とかでぎるものである。 34・38・40は天井部は平担

であるが、はかはやや丸し‘。

III類 (42-49) [u]転ヘラ削りの施された犬井部

に宝珠形のつまみかつぎ、 ll緑部内血にかえリのあ

る小邸の悩である。内向のかえりか嘉の口縁端部よ

りも下方へ突出する IIIa類； 42・43・46と内面の

かえりか贔の [J緑端部とはほ:・/,i]じ閥さを打するがや

ゃ ):}jのIIIb類； 45・4 7・48・49・44に区分できる。

椀 (52-55) u径9.5-12cm、器高4.7-7 cmと

比較的底か深い。 54はイ本部に 1条の沈線か、底部外

面には [n]転ヘラ肖IJり調坪後 (II及ひX印）のヘラ記

りか、そのはかの部分には[r1J転ナテ調杞か施されて

いる。 52の体部には 2条の沈線か、底部外面には [uJ

転ヘラ削り調呼かみられる。 53の体部にも 1条の沈

線かみられるか、底部外団はヘラ切り未調坪てある。

55は器閥5.7cmと深いか体部には沈線は施されてい

ない。青灰色ないしは緑灰色を呈し、胎上は 1-2

mmの白色粒か黒色粒を少址含む。歪かあリ焼成は良

女＋とはしヽ えなし‘。

無蓋高杯 (56) 杯部下半には 2条の稜の間を櫛

描列、点文かめくる。長脚で、 →ぶ段のスカシを―・.方に

もつ。 I一段のものはスカシか脚を完全に切りぬいて

いない。 卜]下のスカシの閲にはげ奇条の沈線かめぐる。

高杯蓋 (50) 口径14.2cm、器高4.6cm、天井部は

低く平らで、 上面凹状のつまみを有する。

長頸壺 (57・58) 57の頸部には 2条 1組の沈線

かめ〈り、ははその―り分の-と口縁部を欠く。某部

径 6cm。はり出した肩部の最大径は12.4cmて、そこ

に1条の沈線かめくる。灰白色に焼成されており良

好である。 58は、[l頸部を欠〈。

短頸壺 (59) 口径7.6cm、fl頸部は知〈外） 又^。訂

部はやや丸味をもって下外方に北り出す。イ本部蚊大

径9.2cm。底部を欠〈。胎十．には白色砂粒を微贔含み

肖灰色を呈し、焼成は良好である。

提瓶 (60-65) 6個体出士したか、各々形態L

の特徴をもつ。 60・64は輪状の把手をもつ。 60は［］

頸部はややにくゆるやかに外反し[]緑祁に 1条の沈

線をもつ。端部は欠損。体部の前頂i、背面ともまる

くつくり、カキ目を施している。灰かふりてIii¥緑灰

色の部分や器表閏iかはかれてカキ目消失かみられる

など焼成は不良てある。妓大径17cm。64は前面かふ

くらみ、背面は乎オIIな水筒形。[l頚部には 1条の沈

線をもつ。 61は把手かカキ形をなす。 62は器高24.8

cm、最大径19.8cmと最も大ぎい。 1本部は崩面、背面

ともまる＜、カキ目調招か施されている。 r1縁部に

は 1条の沈線がみられる。肩にはH":ti形の把手のは

かれた拭跡か認められる。 65の把手はボタン状に貼

付されたものとなっている。器高14cm、最大径9.3cm

と小刑で、体部前面のふくらみもすくない。口頸部

には 3条の沈線がみられる。 63の把手は、円形の股

跡が左右にみられるのみである。器形も最大径13.3

cmと小さく、前・背面のふくらみも大ぎくない。

横瓶 (66) 胴径15.4X21.5cmの体部に、 [l緑端

部は欠くが短い頸部をつけたものである。イ本部外面

はい］転ナデ調悴か施されている。体部の一方は枯土

板でふたをしている。

漣 (67) はは半球形の1本部に細長くラ、ノパ状に

開く口頸部をそなえたものである。頸邸には下力に

1条、上方に 2条 1組の沈線をめぐらし、その間に

櫛描ぎ列点文を施している。これより上方は日緑部

までは縦方向のカキ目かみられる。 f本部には、上下

に各 1条の沈線があり、その間には穴及び櫛描き列

点文が施されている。外面には灰緑色の自然釉か認

められる。

0土師器

甕 (68) 口径15cm、器高15.6cm。1本部外面には

斜めの刷毛目か施され、その間に部分的にヘラ削り

かみられる。内向は口縁部は刷毛目、体部はナテ調

~86~ 
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69 

二

75 

80 81 

20cm 

第56図 土器鉄器実測図 (1: 4) 

整で、口縁の端部は内外面とも刷毛目の上にヨコナ

デが行われている。口縁部は四分の一を欠く。

直口壺 (69) 器高18.7cm、口径9.5cm、口縁高9.1 

cm、基部径 7cmである。口頸部は内面及び外面口縁

部まではヨコナデが、そこより下方肩部までの外面

は、まずタテナデが行われ、その上をヨコナテが施

されている。肩部より下方にはヘラ削りか行われて

しヽる。

杯 (70) 口径13.9cm、器高5.3cm。内面及び外面

口縁部まではヨコナデによる調整か、それより下方

は不調整である。外面のはく離がはなはだしい。

杯 (71) 口径14cm、器高4.5cm。体部内面に放射

状暗文及び底部内面にラセン状暗文が、口縁部外面

には横方向のヘラミガキか認められる。焼成は硬く

赤褐色を呈する。

O鉄器

鉄鏃 (73-83) 3種類11個出土した。第 I類；

73鋒部斧形である。全長15.5cm、保存状態もよい。

鋒部は先端へ向けて幅か広かり、最大幅2cm、長さ

8.5cm、先端かくさび状に尖るはかは、厚さ 0.3cmで

ある。茎部は長さ 7cmあり、断面は長方形で刃部に

近いはど太い。第 II類；鋒部か柳葉形のものである。

78は茎部を半ば欠く。残存長7.5cmで、鋒部長3.5cm、

幅1.3cm、裏面を欠くので原さは不明、残存の茎部は

4 cmあり、幅0.4cm、厚さ 0.5cmである。 74ははほ‘完

形とみられ、全長13cm、鋒部長2.5cm、輻 1cm、原さ

0.3cmである。 76は残存長 8cm、鋒部は先端を欠く。

75は鋒部やや欠くも、全長15cm、鋒部長 4cm、幅1.2

cm、厚さ 0.5cmで、茎部は長さ 11cm、鋒部に向って輻

を増す。 77は鋒部先端のみ遺存。第Ill類；鋒部か片

刃式と思われるものである (81)。

大刀 (84) 全長90cm、刃部長78cm、幅 3cmで、把

木、鞘木は遺存しないか刀身は原形をとどめている。

その他 (72) 大刀の鍔かと考えられる。長径 7

cm、短径5.5cmの楕円形で、厚さ 2-3 mm、中央に穴

があく。
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調在前、水田下に姿を消していた 1号墳は、 その

桔底部の残存により、 1辺 9mの方墳で、西及び北

の 2辺には周溝をも確認することかできた。主体部

は2号瑣より規模の小さい横穴式石宇と推定される。

2号墳も、墳丘は削平され水田下に没していたか、

長径20m、短径15mの円沼で、横穴式石未の残存も

比較的よく、玄室長5.7m、幅 2m、西側に片袖をも

ち、羨道部残存長2.5m、幅1.5mを測るものである。

出土土器から、古墳の造営及び追葬の時期を考え

ると、 2号墳では 3期に区分できる。

III期は杯身III、

って、

N、

I期に属する

ものは、須恵器杯身・杯蓋のそれぞれ I類に代表さ

れるものてある。 II期は杯身・杯蓋の II類に相当し、

v類、杯蓋III類及び暗文をもつ

土師器杯等である。
② 

は6世紀後菜、 II期は 7世紀第 1四半期（飛鳥編年
③ 

の I期）、 III期は 7世紀第 2四半期におかれよう。従

それらの実年代は、 およそ I期

2号墳の築造は 6世紀後薬と考えられ、 7世

紀第 2四半期までの間に追葬が行われていたと思わ

れる。 1号墳は限られた数の土器からではあるか 2

号墳における III期に相当するものであろう。

すでに大山田地内で発掘調在された横穴式石室を
④ 

もつ古墳には、昭和47年の辻堂古墳（中村）、昭和
⑤ 

54年の平林 1号墳（真泥）がある。それらの築造と

追葬の時期、（期間）、石室の構造、出土遺物をあわ

せながめることによって、横枕古墳群を理解する一・

助とした'.。

築造と追非の時期（期間）については、築造順か

ら、 まず、辻堂古墳かあげられる。

葉）から 7世紀後半に及ぶ。

号墳で、

6世紀後半（中

それに次ぐのは平林 1

6世紀後半から 7世紀前半にわたる。横枕

占墳群は二者の中で最も新しい築造ということがで

きよう。

石室の構造（規模）では、辻堂占墳が玄室長 5.2

m、玄室幅1.9mの両袖式で、羨道長 4m、羨道幅1.2

-l.6mあり、組合せ石棺をもつものであった。 その

墳丘は、径20m位の円墳あるいは前方後円墳であっ

たと考えられている。平林 1号墳は、径18mの円墳

で両袖式の横穴式石室を有するもので、玄室長5.1-

5.3m、玄室幅2.l-2.2m、羨道部残存長2.8m、輻

1.4mである。それらの咄面構成は、残存状態でみる

限り＿＿：．者とも比較的大ぎな石組（長さ 1mりり後、幅

70-80cm)である。持送りは辻堂古墳にはなく、横

枕占墳にはわずかにみられる。

盗掘される等の破壊か及んだ石室の残存遺物につ

いてではあるか、 その特質をみると、 およそ、 次の

ことかいえる。須恵器杯身について、辻堂古墳では

たちあかりをもつもののうち約80%の底部に回転へ

ラ削りかこれと組になる杯蓋の約50%の天井部に回

転ヘラ削りが施されている。新しいものは、平らな

底と外傾する口縁部からなる杯身及び宝珠形のつま

みをもち内面にかえりのある杯蓋である。平林 1号

墳ては、底部に回転ヘラ削りのあるものは約40%で

新しいものでは、杯蓋に宝珠形のつまみと内面にか

えりのある杯蓋があるか、

のみで、

これと組をなすたちあが

りのない小形の杯身ははとんどない。横枕 2号墳で

は、杯身のうち、底部にヘラ削りのあるものは 7%

これと組になる杯蓋の 1点に回転ヘラ削り

が施されていたにすぎず、杯身、蓋とも多くはヘラ

切未調整である。新しいものは、 たちあがりをもた

ない杯身及び宝珠形のつまみをもち内面にかえりの

ある杯蓋である。暗文をもつ土師器杯は辻堂古墳、

、ド林 1サ墳、横枕 2号墳て出tした。伊賀ては、は
⑥ 

かにも、伊賀町頃'1匂芝遺跡冷から遅年確認されつつ

ある。太刀は辻堂古墳で推定令に46cm以 I・幽のものか、

横枕 2号墳では全長90cmのものが出土した。‘ド林 1

号墳では銀環や玉類も出土している。

この盆地の古墳の東限は二．谷古墳群である。横枕

古墳群の所在する川北地内の東、広瀬地内にある。

横枕古墳群をめくる北、南、西の丘陵端にも数基あ

るいは十数基の横穴式石室の認められる占墳が存在

する。 それらの規模はすでに発掘調介された 3占墳

はどではなしヽか、 この地域における在地中小共同体

の首長層あるいは有力構成員の存hと古墳の築造を

推定できるものであろう。

横枕 2号墳及び辻堂古墳、平林 1号墳からともに

暗文をもつ土師器杯が出土したことは、 それらの古
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墳の被葬者のもつ文化性をもうかがわせるものであ

ろう。

同規模の石室規模をもつ三者のうちでも、とくに

辻堂古墳には、敷石があり、組合せ式石棺をもち、

前方後円墳であったことも考えられる等のちがいが

みられる。横枕 1号墳の被葬者は、平林 1号墳とと

もに有力ではあったが、辻堂古墳のそれには及ばな

かったと思われる。 （中森英夫）
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平安学園考古クラプ 1966 
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在報告書」 大山田村教育委員会 1973 
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⑥ 吉水康夫、岡本武和、寺岡光三 「筒御前古墳発掘調在報告」

伊賀町教育委貝会 1977 



IX 阿山郡大山田村 山出遺跡

1、位潰と歴史的環境

山出遺胚は、大山田盆地の南内端に位附し、椋高

185m煎後の半，1;』'1:I人丘陵先端部に背まれた古代・中世

の隠客跡てある。行政上は、阿山郡大山田村真泥字

山出に属する。

)＜山田村と卜野市の境には、標閥340-350mの丘

陵か広かり、大山田盆地と L野盆地を圃している。

この丘陵地は、大山田盆地の中央部を西流する服部

） IIに没蝕され、小規校な渓谷を形成している。山出

逍跡西方0.8kmの椋高334mの丘陵頂部には、伊賀蚊

古と推定各れる全長90mの訓}j後円墳てある荒木lド

塚占渭 (3) か築かれてしヽる。また、この渓谷に分

かれた南北の Ir陵には、前塚古墳群 (16) ・ 中ノ瀬

古培群 (17) ・下山占討unos)等の描穴式石宇を

内部t体とする後期占墳か群巣する。 → 方、弥'1'..

占項時代の直物己含地は、沢遺跡 (11)・轟追跡(12)

．炊遺跡 (19) ・用の垣内遺跡 (20)等が少数なか

ら盆地周辺に確認されているのみで、古代巣落跡の

様相は、不明な、点が多し‘。

山出遺跡は、昭和54年 10 月に第—玖次調介を実施し

たものであり、昭和55年 3月に削‘ドされる道路部分

250面のみに限り第二次調介を実施した。また、寺垣

内地区（貞泥字寺垣内）でも、昭和54年10月に第△

次調代を実施したか、顕著な遺構・逍物は存介しな

かった。従って、本報告では、山出遺跡の第一次・

第豆欠調介の結果を報告するにとどめたい。尚、山

出遣跡の遺跡椋小略記号は、 4JYDである。

第57図 山出遺跡位閥図 (1/6000; 大山田村現況図No3 l /3000) 
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2 . 遺

1 . 第一次調査

山出遺跡か立地する丘陵先端部は、後世の開墾に

より数段の平坦地となり、水田及び畑となっている。

分布調壺で、ほぱ全域に土器片の散布か認められた

為、第玖＜調在を実施した。第一次調杏は、遺跡の

範囲を確認する為の試掘調究であり、 2mX4mの

グリッドを駐本として実施した。

遺構検出血までの深さは、平均65cmを測り、遺物

包含層の厚さも 30前後を測る。丘陵尼根にあたる21

Gでは、遺物巳含層は存在しない。緩い斜面であっ

たと推定される北から東にかけての各グリ、ノドでは、

遺物且含層も厚く、出土遺物も多く、かつ遺構密度

も濃い様である。また、丘陵端部の各グリソトでは、

遺物包含層が殊に「早い。

4Gでは、略穴住居と推定される凹地を確認し、

占式七師器 (1-10) を才舌出上した。

2. 第二次調査

構

の水田で実施した。調企区は、北西方向へ傾斜して

おり、比高0.7mを測る。調壺区の基本層序は、 I層

耕作土・ II層 黄灰褐色粘質土.III層 暗

灰褐色粘質土 ・N層 暗褐色粘質土（遺物包含層）

・V層 黄緑色粘土（地山）である。

検出した遺構は、古墳時代の土坑 1基、鎌倉時代

の土坑 1基と溝 3条、時期不明の土址 1基、及び調

在区北東部と中央部で相当数のピ‘ノトを検出したが

建物としてまとまりをもたない。

グリ，，ド 遺 構 遺 物
グリ，，ド 遺 構 遺 物No No 

1 土師器片 13 土師器片

2 ” 14 

3 II 15 ピソト 土師器片

4 翌穴f中居 16 溝・ ヒ；卜 ＂ ピ，ト (l~IO) 

5 溝 II 17 土J広 ＂ 
6 18 ＂ 
7 溝・ ピノト 土師器片 19 ピソト ＂ 
8 ピソト II 20 ピット ＂ ， II 21 

10 II 22 土師器片

11 溝 ＂ 23 ＂ 
12 ピソト 厄符通'if 24 ＂ 

第二次調在は、遺跡の西斜面にあたる標高 183m 第一次調介グリ、I ト ・屁表

第58図 山出遺跡地形図 (1/2000) -第一次調査臨蕊第二次調査 ――ー計画線
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SK 1 lf径 lmX知径0.5mの怜円形をぷし、深

さ15cmを測る。黒褐色枯質Lを埋lことする。 t帥器

[Ill (13)。 羽釜片・此器椀 (16) ・1、し器小皿(14 . 

15)出l:・13出紀代に属する。

5D2~4 庸晶0.3-0.4m・深さ数cmの小さな溝

てある D 黒掲色～黒灰色粘質tを坪J-.とする。 SD

2から 1、し器椀 (17) を出l.し13但紀代に属する。

SK 5 0.7mX0.6mの }j形を呈し、深さ 12cmを

測る。黒灰色枯質tを埋十．とし、炭化物を多情に含

む。出十遣物もな〈、時期不明。

SK 6 1こ怪7.3mX知径4.5mの不杷形の凹地て

あり、深さ IOcm,f'iの没いものてある。黒褐色枯買t

を埋十ムとし、十師器片• 須忠器贔 (11・12) を出 t。

6桐紀木頃に属す。

◎ ゚ c゚ 

］ 。。

SK! 

(.jj "' 〇

(0 ≪g Ci 

゜
゜゚ ◎ 

o。
゜゚

o゚ oe,E 

◎ I¥ 

゜゜

゜
◎ 

Q゚ 0 ゜
SK5 

◎ 

D 
c 

0 IO ~M 

第59図 山出遺跡発掘調介区域令体図 (1/200) 

こJ•月作士・畦畔盛土 D,.仄矯色粘質土~ 黄妹色粘土

に］黄灰福色粘質土 ［コ暗矯色粘質土

゜一
知

第60図 山出直跡u汁I東I日/ii図 (1/120) 

3. 遺物

1 . 第一次調査の遺物

第一次調介の遺物包含屑・遺構から出十する逍物

は、大半か十．帥器てある。しかも細片が多く、［刈小

し得る賽料は乏しいが、 4G から古式土器か—括出

土する。

高杯 (1-4) 杯部 (1) は、外弯する Il縁か

大きく閲くもので、口径18.3cmである。杯底部で屈

曲して脚郊へ続くものと思われる。

脚部 (2-4) は、柱状部かふくらみ、 f届部は屈

曲して広かる。大小があり、また、中咆のもの (4)

もある。柱状部!f..J[Hiにシホリ J良をのこすもの (2 . 

3) とケスルもの (4) かある。褐色～茶褐色を呈

し、細砂粒を含む。

小形壺 (5) lJ径9.5cm・器高8.6cm。球形のIJ[,J

部に外傾する[]緑部かつく。 ll緑部端向は丸い。内

血に口縁部と月[,]部の接令痕をのこす。 Ll縁部はヨコ

ナテ、胴部はヘラケズリした後ナテ仕］．．けする。茶

色を呈し、砂粒を僅かに含む。

壺 (6-10) 口緑部か、直線的に外傾する。 6

は、口縁端部が薄くなり、直立気味に引ぎ出される。

器両は、全体に祖雑で凹凸か著しい。イ本部内面を横

位にヘラケズリするもの (8) もある。

これらの上師器は、畿内の布留式に併行するもの

であり、古墳時代前期 5世紀代に属するものであろう。
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[
J
-
づ5;

\」~13"'==ーl~~

三又 14

2 . 第二次調査

須恵器蓋 (11・12)

／ 

,.:、2

が外傾気味に開くもの。 11は、

に丸い段をもつ。

かった。

代と名えられ、

ll, 
＼ 

□ペ

又 15

遺物実測図 (1/4). 柘影図 (1/ 2) 

平坦な天井部から、

ロ縁部と｛本部との境

ともに、天井部はヘラ切り未調整

4. 

第一次調代では、古墳時代前期を中心とする遺構・

遺物の存在を広範囲にわたって確認した。

口縁部

また、第

一次調在は、遺跡の西斜面にあたり、遺構密度は薄

しかしなから、第一次調在で確認し得なか

った占墳時代後期及び平安• 鎌倉時代の遺構・遺物

を検出し得たことは、成果であった。 また、緑釉陶
② 

器の出土は、伊賀で四番目であり、注目される。

山田盆地が、地域的まとまりをぷすのは、 5世紀

山出遺跡はそれを支えた集落の 1つ

であり、他はナデで仕上げ、天井部内面には仕上げ

ナデを施す。 11は、

ロ径9.8cm・器高3.2cm。灰色～暗灰色を呈し、砂を

あまり含まない。
① 

頃に属する

土師器皿 (13)

もつ体部をもち、

瓦器小皿 (14・15)

口緑かつく。内底面には、

燻が剥離し鮮明でない。

部外面は、

器高1.8cm。15は、

瓦器椀 (16・17)

台より低く、高台の意味をなさないものである。

もに13世紀後半と考えられる。

3 . 

口径11.2cm・器高3.2cm。12は、

TK209前後に比定され、 6世紀末

口径9.0cm・器高1.5cm。丸味を

ロ縁部は丸い。

丸味のある底部に外反する

ジグザグ状暗文を施すが、

口縁部はヨコナデする。底

オサエのままである。 14は、口径8.6cm・

緑釉椀 (18)

灰釉椀 (19)

ロ径9.5cm-器高1.8cm。

底部が断面逆三角形の低い高

と

その他の遺物

底径6.8cm。断面方形の高台か「八」

字状に開くものである。内向には、僅かな段がつく。

暗灰色を呈し、硬質である。内面及び高台外面以上

に鮮明な緑釉をかける。第二次調在第III層出土。

底径5.6cm。断面方形の麻台か、ほ

は直立する。高台外面は、面取りし稜をもつ。第一

次調在12G出土。

伊賀焼甕 (20)

る。

元符通宝 (21)

であろう。

「N」字状口縁の退化した形状

を示す口緑部である。暗茶緑色の施釉がみとめられ

ロ径20cm前後と推定。第二次調在第III層出土。

径2.3cm・ 厚さ 0.1cm。北宋銭で

初鋳年代は1098年である。第一次調査12G出土。

結 五
ロ

二

11"

そして、山出遺跡は、山田盆地の占代・

中世を解明する上で、極めて良好な資料を己蔵して

おり、永く保存されることか哨ましい。（駒田利治）

＜戸t〉

① 田辺昭＿ーこ『陶邑占窯址群 I』平安学園 1969 

② 沖島卯之「＝重県田中遺跡出七の瓦器と緑釉土器片」 『古代

学研究』 15・16 1956 

中森英夫・山田猛•山本雅靖『下郡遺跡発掘調企報告』 j-囲f市

教育委員会・上野市下郡遺跡調査会 1978 

山田猛「上野市比自岐馬場西遺跡」 『昭和52年度県営圃場格

備地域埋蔵文化財調介報告2」三項県教脊委貝会 1978 
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きづし

X 上野市大野木木津氏館跡

上野市猪田から長田にかけての県営上野西部圃場

略備事業が開始されたのは昭和45年であった。その

間、事業の進捗に伴ない周知の遺跡及び新しく所在

の判明した遺跡等か、何らかの影臀を受ける事とな
① 

り、これまで上ノ庄の「山ノ川遺跡」、朝屋の「内
② 

屋敷遺跡」、大野木の「
③ 

北山遺跡」か発掘調査され、

今年度においては婦L遺跡・神ノ木館跡・木津氏館

跡の三か所で発掘調査を実施する事となった。

木津氏館跡は、当初館跡北側の畑に水路かつく予

定であったか、地元の事情により、館跡東側の地割

1 . 位

1 . 歴史的環境

から明らかに堀跡と推定される水田部分に水路をつ

ける事となった。このため、昭和55年 1月8日から

5日間、水路にあたる水田を対象に発掘調任を実施

し、水路は堀遺構を破壊しないで設ける事になった。

調介に際しては、上野耕地事務所、上野西部土地

改良区に多々御配慮を頂いた。又、株式会社林建設

や地元大野木の方々の御協力と、土地所有者の木沖

義玄氏と木津拙夫氏には格別の御配慮を員き、調壺

が遅滞なく終了できた。記して謝紅を表したい。

潰

四周を山に囲まれた伊賀盆地は、上野・名張・大

第62図遺跡位置図

婦毛逍跡(705)・神ノ木館跡(224)・ 木津氏館跡(225)(11]t地理院 1: 50,000 [・. 野.,1;、りヶ I訊• 月ヶ瀬・伊勢路）
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山田などの小盆地と鈴鹿山脈・布引山地に源を発す

る服郊．柘梢• 木沖川の形成した沖積地からなる。

偵賀は、畿内周辺地として古くから畿内の影評下に

あると Iii]時に、東団への交通路にあたり、束池地};

以東の文化をもー？受してぎた。伊賀で多くの文化遺

所が今日まで温存されてきたのは、盆地といった『I

然環境下にあったことも 一つの要因である。

婦じ遺跡 (705) • 神ノ木館跡 (224) • 木沖氏館

跡 (226) は、ともに上野市街地の西万木津川内岸の

大野木地内に所在する中・近骨の遺跡である。西万

には、標高300mはどの I了陵が広がり、婦巳遺跡は大

池を扇頂とする扇状地に、神ノ木館跡・木津氏館跡

は、扇嬬と河l『攻］了：か接する地にある。

人野木周辺には、縄文時代以降多くの遺跡か知ら

れている。織文煎期から後期まての t器を出上する

川中遺跡 (143)、後期・晩期の上器を出七した清水

④ 
北遺跡 (376)、弥牛＿後期の遺跡として知られている

⑤ 

山ノ Ill遺跡 (669)・ 旧中遺跡・北堀池遺跡 (667)な

どの遺跡が、木iiりIi西岸を中心に点在する。

占1ft時代には、水!fl跡ど出洛跡を検出した北堀池

逍跡、 5廿［紀以降 7横紀まて築造され約60凡からな
，6、

る久米山占梢群 (313-335)

(422-446) 

i打fi+(15-17) 

しかし、古墳時代にあって、

近に比定される伊賀[E]庁趾・

長田御厨の名も知られる。

をはしめ、に野古梢群

• 塚の山古墳群 (11-14) " Jt f'j [lJ 11i 

などの古柑か数多く分布している。

ト．野盆地西部は、必ず

しも卜野盆地の中枢てはなく、荒木巾塚占培• 御煤

山古墳・外ill古墳群なとの古墳か集中する盆地北束
⑦ 

部か、主弁的てあったようてある。 それは、「[]代付

＾ノ宣神札の所hから

窺えるように奈良時代ても [,i]様てあったろう。

占代末期から中世にかけては、イサ賀の各地域と [,i]

様にしヽ〈つかの荘［点lか成立してくる。大野木も、朝

ti ・木閲・法華• 大内下荘どともににIll郷に含まれ、

平家領として長田荘を構成してしヽた。にIll付近には、

また、岩根Ill怜iIドには、

大内束荘• 内荘及ひ大内御厨の名も史料に散見され

喜、 その成立・文態は不明な、九か多し‘。 しかし、

荘悼l体制の中て次第に力を貯えてぎたイfJJJ: 且
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卒町時代以降 1・1立化の追を開き、防禦甘を兼ね備え

た届館を構築してきたことは、

が充分推定されることである。

旧大野木村は、泊水・闘出• いj芝• 東出• 南出・

北山• 池/Ji,の隠怜からなり、宝/ft13年 (1763) に編

簗各れた『：.IE! 地，ふ』⑥には「大｝り木村」 1iJげの古位打

として HU・.兵Iボ堡 (478)

氏堡 (480) • 久保田氏堡 (479)

• 竹嶋氏堡 (225)

史料的衷付けを欠く

：闘波氏堡 (482) • 廣山

• 直屈氏堡(483)

• 木津氏堡 (226)・ 堺井氏堡（不

明）・廣山氏柴址 (481) の城館跡を載せている。然

るに、大野木地内には、この他にも神ノ木館跡(224)・

大辺神杜旧杜地 (375)

仔在する。

村叶海U1りHH処はなしヽ か、

{f {t: したことになる。

• 清水北館 (484) の城館が

これらの城館か、すへて lri]時期たとする

その大半か戦国期に {f在した

と名えることに大過ない。 さすれば、 7尉洛から構

成される 1日大野木村では、船落紐に＾．つはとの城館か

この ·r~実は、伊質盆地で許遍

⑯ 

的に晶められる中世城館の仔介形態であり、伊賀の

戦[rs]時代の杜会構成を名える上て極めて,"fi:.要な課題

⑪ 
を含んでいる。

これらの有力農民層は、火正 9年 (1581)織田信

lとの侵攻により比目山での攻防に敗れ口 その後盗藩

体制下にあっては、藤堂藩の「無足人制度」に組み

こまれていくものか多く、 まだ帰農する者もある。

ー灯、 この地は、木沖川の水運にめ〈まれ、 l之Lil

＇乍市場の地名に繁栄のあとを偲はせる。天正 11年(15

83) には、脇坂安治か守護代として巾場に館を構え

る。 火正13年 (1585) には、伊賀国守として筒井定

次か人封し、 [,i]地に屈を構えるが、後現在の f-.野巾

街地に文配の拠、点を附き、角介家に長田川の坪備を

⑬ 
命している。 (! 狗Ill和い合）

2. 館跡の現況

木；ド川は様々な小河川を jzlllによ『ち、本流は1サ賀

盆地を北西流あるいは西流するなかて多くの氾濫';I駅

と沖積地を形成してきた。木；!t氏館跡は、木i「川の

文Ill、内恨川か本流と令流する地はl、より仇j}j600 m付

近に所介する。地形的には木ボ川左州の代高140m-

150mの東西0.5-1 km、南北 4kmに発辻したド位設

” 比の卜.に館跡か東ってしヽる。行政卜はL野市大野木

字高之畑407-413番地に属する。

§宜跡は、第64図のとおり

の規校は大体100m[JL] }j (方

きさは80X60mで、

-_祁If;式ど推定でぎ、

•町）てある。 ヒ郭の大

このうち33X33mは内祁部であ

る。副郭は55X40mの大きさで、

25X 20m位かと思われる。
⑯ 

館跡の細部は、第121':Iこぷしてある。主郭の追仔は

良好で、総廷に112m・敷（平均）

形に北・東・南に連係して残る。

そ

そのうち内郭部は

8mの十悶かコ字

このため、内部の

輪郭の半分以上か明白で、消減部分も 33mのH形と

して把抑できる。内郭の畑には、陶磁器片か牧布し

たり、掘削時には襦鉢等か出七している。

副郭は殆んと原状をとどめなし、イi様だか、残存i

塁や地藉図及び上地の起伏等か糾l郭の所A冷を告げ

ている。

このあたりの水利は地形に対応して、各溝の流れ

項 ll 全長 摺 敷 高 （最高所） 内法 外法 現況 地目（番地） 逍 存 状 況

南の狭い摺か崩れていなし、なら何か
東 47 4 8 -10 2-3 143.75 3 3 雑木林 山林 (409) の直構てある。南端に地蔵三体を祀

主 るう

郭 西 現{{せす 家屋と畑
宅立也及（(4ぴ0‘1-2) 

不 明
火廿I 410-1) 

の

土 南 20 3-4.5 6-8 2 142.76 2 1 雑木林 山林 (409)
逍存は良好。輪郭は『f線；仇

内側の法に通路。

塁 西端の1叶II部に八体泡士を祭る。
北 45 4 12 2 142.76 6.5 1. 5 雑木林 山林 (409) 法か大各く崩壊か。

東 現{{せず 畑 Ollll (408) 
消減。地藉図ては崩れた土以が

副
illl(408)として残る。

郭 西 25 不明 5-7 1 141. 50 不明 不明 竹藪 （山林） (406) ii月tLカ'i邪［しし,,

の

一南 現竹せす 畑 （山林）407-2) 
消滅、地籍図に土塁か山林

土 (4 X33m)として残る。

塁 残存はこく一部。大半は畑になった
北 5 不明 8以上 1 141.0 不明 不明 畑 畑 407-1 か。 (407-1) 

第12表 館跡現況一覧表
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の左側の水田に水がかかる事になっている。

館跡西側の常溝は、南から北へ流れ、現況母屋あ

たりで 2つに分岐する。西よりの溝は、300m北流し

て、竹島氏館の西• 北の堀跡ないしはこの隣地を経

て、神ノ木館の北ないしは隣地を通過した後、再北

流して、木津川に注ぐ。

—→方、東よりの溝は、副郭の西の土塁や竹島氏館

主郭南東隅と当副郭北西隅を結ぶ直線上の巾 Imの

農道に沿って 100m程北流した後、東流する。

この変曲点に、西から別の道か直交し、三叉路を

なしている。そばに道標かある。道標には、 「左

2. 遺

今回の調在で第65-67図のように、主郭の東堀に

ついては部分的に解明できた。堀底は、全長58mに

及び漸次南より北へ深くなり、北端で襟高137.8 mと

なる。南• 北のコーナーは各々西へ I宜角に曲ってい

る。検出した堀の西壁は、堀底より急勾配で0.3-1

AT 

⑯ 
ならみち 右志がらぎうえのみち」との銘があ

る。これは木津氏館を通過してきた人の目に入るも

のである。 120m程東流した溝は、再び北流して木津

川に注ぐ。

館跡東側の小溝は稲作の湛水時に利用され、余り

水は上記の東流する溝に流れる。

なお、館跡の西側の常溝の南方100m程の地点の公

民館敷地にも道標がある。道標には、 「左 なばり

道 右 てん王道」⑰との銘がある。木津氏館の南

方を東から西へ行く人のためのものだろう力？

構

m上がった地点で緩勾配となる。南堀も北堀も所在

する事は確認できたか、堀の土塁寄りの壁が反対側

の競より急勾配である事を除き、詳細は不明である。

堀の基本層序は、第 I層・表土、第II1層・埋土 1

層、第II2層・埋土 2層、第III層・旧表::!―、第N層・

DT 

BT 

凡例

（レペルは,.,.,

□第 I層・表土（福色士）

ロこh月II層・埋土 1層（黒灰色粘質土）

□第II厖・埋土 2層（植物遺体を多含する泥炭層）

霞第Ill層 ・I日表土（灰色粘質土）

霰第1V層・地山（灰色砂土）

FT 

3m 

第65図 トレンチ断面図 (1: 75) 
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地illである。

第 I屑は原み20-50cmで、掲色Lをtとする耕作

士等である。第II,層は厚み 0-50cmで黒灰色枯質t

を中心とする埋七である。第Ile層は厚み20-150cmの

柏物遺体を多く含む泥炭等の埋tである。第III層は

厄み15-30cmで、灰色粘質土を主とする 1日表土であ

る。第N層は礫か混人した灰色砂土をセとする地山

である。

なお、堀の水lfliは第 II,層 L面にあたり、椋高139.5

mを油lる。

AT  堀の南賄はドから37度、 21度、 6)変と小刻

みに緩斜面になっている。

BT 最深部を検出したためか、団栗の文、木の

葉、木片か最も多く堆積している。

CT  埋土各層か最も丸各合的てある。

DT  土器等の出七は最少である。

ET  堀底と上塁の関係は、大半蚊寄の土塁に平

行するか、この堀底束端は、東の士塁に75度の角度

~トレ9 チ＼II 規校
方向 堀fi1

坑JjI:/ ム） 付じ 堀 庭

(m) （度） 深 Im) 巾 (ml 第 I frl 第 II, I汁 第 II' ~ 
陶器11ll⑮ ！．帥器llll⑲ 水指⑭ 占磁1111⑰、 I帥堺1111⑩

AT 2 X 4 南北 不明 南堺20 1. 7 2 抽鉢、陶器、決、 l、し 札 質 I.器〇訊や風蛤$2) 染付弱、几I化 III 
,n,i,i;;(1 /.•、） 柑；f本、 肱J器な艮 人 II

BT 2X4 東西 不明 東堺50のち20 2.2 1 柑i鉢(1'足）
柑心本(2'.'、,:)

山_(1•.'ょ I
F匈器杓',I1•.'!:) 

柑；針本
降J ぶ~~". 杓’じ 硯⑰漆蝕⑪

CT 2X4 東西 不明 不明 1. 9 4 陶器猥．鉢 染付~-(ilQ)
i帥器 I帥器

F合"~芯~、 I r.,1, 忠怜

陶器 揺・鉢
DT 2 X 6 東西 不明 束収50のち25 1.6 3.5 染付、陶器t怜

I帥器 Jc器(1.•.'.'、)
陶器柘↓

ET 2 X 8 東西 不明 東限20のちIO 1.35 6.5 
燎明 llll@摺i鉢、凡、陶、磁

(Tfijヽi:は不明）

仙J"や30 全長 姑オ本 Ti 捻鉢、陶器成 I帥器llll⑯

FT 2 Xl4 南北 不明 のち~南t 収'·" 10 1.4 陶器 lL質 I.器 漆椀⑲
'15 4 i帥器 捻;,本

第13表 トレンチ一覧表

ヽ

O- 2 M 

第66図北東隅遺構 (1: 40) 
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で喰込む形状をしている。

FT 堀底を完全に検出して、その巾 4mと確認

する。堀壁の緩急勾配の変曲点付近の土中から強い

湧水がある。水を湛えた時の堀巾は 8m以士である

北東隅、東堀北端部約30m'を立会調在して、東西

を向いた木が土塁に直交して固定されている様子を

検出した。木の東西両端付近の南測では 2本の杭を

x印に打ち込み、東端の北側からは石組により固定

していた。木の束端下部は、堀の東墜緩斜面の地山

直 Lにあり、西端は堀内の第II1層の中にある。

木の大苔さは径18cm、長さ 4.3mである。木の西半

は丸太のままであり、東半は面取りが 6面以L施こ

されている。また、木の中央と東端では夫々 2X 9 

cmの柄孔かある。束端の1内孔はr/J9 cmの面取部分に

みられる。

なお、今[nJの第II層までの発掘ては、堀のコーナ

ーを堀底まで完堀で答なかったが、少くとも東堀と

北堀か直交した形で、隅丸となっている様fか堀底

1 m Iこで確認できた。

3. 遺

遺物は、殆んど堀の埋上から出上した。大別する

と、陶磁器、上師器、製塩七器、瓦・瓦質七製品、

ィi製晶、金属、木製晶、自然遣物てある。

1 . 陶磁器

擢鉢 (1 -8) 破片は全部で40点ある。胎土

に小石を含み、硬質て、色調は褐色 (1・2・4・

7) と橙色 (3・5・6・8) に大別できる。褐色

の大半 (1・4・7) に釉があり、他は無釉である。

7は有機物か付消し、 8は捏鉢の可能性もある。

甕 (9-12) 破片は約50,点である。無釉と施釉

に大別てき、その各々に口径50cm以上の大賑と 30cm

11り後の小飯のものかある。無釉の甕 (9・12) は折

り返し[j緑て、胎J-.には小石か多く、やや軟質であ

る。 •方施釉された甕 (lo·11) は、口緑か内彎す

るものと直立するものとかあり、胎土に小石と金雲

母• 黒色砂粒を多含し、硬質である。

@ 
g
 

~ 
第67図南東隅遺構 (1: 80) 

南東隅 東堀南端部約30面を立会調托して、堀の

4 M 

コーナーを検出した。第67図のように、コーナーは堀

底では直角で、138,476mを測る。堀帷では内彎傾向

の直交線か隅丸となり、互いに束堀と南堀か直交し

ている。

物

天目茶椀 (18-21) 破片か 6点ある。大別する

と鉄釉は、光沢のある黒褐色のもの (18) とにふい

茶褐色のもの (19-21)かある。 Ll径は約10-12cm

で、口縁部は直立：しなから、口縁端で外側にくびれ

てvヽる。

椀 (28-33) 破片は 8点である。大半は 11径10

cm前後にしては、深い陶器椀である。大半は白っぽ

しヽ釉かかかり、貫入かあるが、 28は鉄釉て貫人はな

い。施釉も大半はツケガケであるが、 31は高台底面

まで釉かかかり、窯の土か付行する。

33は口径の内ljに浅い磁器椀である。高台内に「泊

水」の刻巾があり、内底部に墨絵風景か絵つけされ

ている。

水指 (44) あまり眼らない肩に貼付の耳かあり、

にぶい褐色の鉄釉か器面仝体にかかる。胎tはに石

や角閃右を多含し、淡褐色てある。

皿 (23-25) 大半は口緑11cm前後の陶器てある。
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23はLJ縁部と内面に淡桃色の『I然釉かかかり、 I均台

は糸切り後、つまみ出されたものて、完形品てある。

24は燈明 IlILで、内面に淡褐黄色の施釉かある。!1緑

闘i は ~.-r,: になり、内側の口緑端噌じを半円にして、

灯心文けとして＼ヽる。底部をヘラ切りし、器血はJ

寧に仕卜けて＼ヽる。 25は褐色の鉄釉か仝!Iiiにかかり、

内底邸に ,f,:ね焼の跡がある。 it、J1/1iはロクロナテ竺れ、

外訓はヘラ削り各れて＼ヽる

白磁• 青磁の皿 (22・27) 22はil径13cm、器高

3.6cmの白磁[[ILてある。 Ll緑部の立ちあかりは↓↓伶

風てあり、内底部に爪ね焼き跡かみられ、,,,・:;台は貼

付となって＼ヽる。胎［は粘良て、白灰色てある。

27は[]径18.8cm、器翡 3cm、底径4.8cmの尤形の占

磁 fIIlである。内底部に花らしき文様かあり、外側に

池弁文を 13数え、高台内の大半はi柑情てある。

染付 (45-61) 呉須を用い、花井爪木をあしら

った伊Ji甲焼と息われる破片て100』iを数える。ただ、

57の花文様は濃緑と朱に色どられて＼ヽる。
⑲ 

59は内底部に「大年」、 I訂台内に60は［太明化年製」

国しく 58は「大明年製」、 lti]様に61は「化年」と記

されている。

2. 土師器

鍋 (34) 約10片の細）『中最大のものてある。 Il 

fを40-42cmて、 Il緑端はやや111のある水'I-:瑞部で内

側へ折り返されており、底の；kしヽものと思われる。

器限は薄く、 IJ緑部の横ナテを除くと器訓はハケ調

呼され、外面にススか付杓する。胎 I.は小イiを多少

含み、褐色てある。

皿 (35-41) 約20片ある。大半は口径 9cm前後

て、胎!・.に小hと令ぶ母を含み、褐色である。 39は

ロ径11.2cmの大伽で、 ll縁部全体にススかつく。

コ
ロ
~" 

¥I/,, 

ロー
＼ 

F
 

~ 
~4 

叉 25

＼二~6

、~7

20cm 

3. 製塩1土器- - ― ~ 

~\~35 口
こJ.¥___ 
CD 

co 
¥ ---'—-)~,-,~2 ＼ o::_ -ご二＿

¥― 33 

第69図 t器実測図 (1 : 4) 
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製塩土器 (73) 志摩式製塩土器の器壁の薄手に

属し、橙褐色の破片で、器峡は約0.8cmの厚みである。

4. 瓦・瓦質土製品

瓦 (15) 破片が30点あるが、大半は平瓦である。

15は軒丸瓦の破片である。平瓦の中には、表が研磨

され、裏に布目のあるものもある。

瓦器椀 (42) 小片が 4点ある。これは発掘区外

の表採である。口縁内側に段をもち、器面は黒色で、

内面はヘラミガキされるか、暗文は不明である。胎

七にはイi英砂を少々含み、 I仮白色である。

瓦質土器 (43) 破片が約10点ある。 43は火消壺

の口緑部と思われる。他に表面全体を丁寧に研磨し

た火鉢の脚部と思われる破片がある。

5 . 石製品

硯 (16・17) 粘板岩の長方硯である。 16は淡赤

紫色で、海部の周にレリーフの松竹梅を配している。

17は黒色で、陸部の大半を欠くか、残存部はよく磨

減している。

五輪塔 (62・63) 62は径15.3cm、高さ 21.6cmの

空風輪部である。 63は風輪部が半分残っている。

6. 金属製品

銅銭 (13・14) 13は党永通宝で、歪のため径は

不明である。 14は北宋銭の Jじ豊通宝である。

引手金具 (78) 桃山時代以降の家屋に使用した

小さしヽ戸の金具である。長径3.6cm、短径2.5cmの楕

円形で、中央か約 1cmの深さで凹状を呈する。銅製

で彫金は魚f技法を用い、表［釘に金箔を施している。

7. 木製品

位牌 (74) 長さ 11.9cm、巾5.3cm、厚み0.5cmで

ある。全体に細長く、 上下端は尖っているか、下端

4. 結

今[r1Jの調在で束堀、北堀、南堀の所介が確認でぎ

た。この成果をもとに、堀rjJと堀断向、堀内の施設

はやや丸味を帯びる。一面に不鮮明な墨書文字かあ

り、縦書ぎ——行几字で、「ロロロロ禅□ 門 D
⑳ (Iか） （定か） ばか〕

D 」と流むことができる。なお、第→字は「利」
〔位か）

とも「相」とも読める。第二字は「心」とも「度」

とも、あるいは「屋」とも読み取れる。第二字は

「吉」とも「養」とも、または「彦」とも読める。

なお裏面の墨書の有無は不明である。

曲物蓋板 (64) 破片であるか、現長25.7cm、巾

4.2cm、厚さ 0.5cmのもので、 雁面に縦溝ぎで一:.行の

文字が以下の如く説み取れる。

7 

D□D 

t定

ロ

—行目―字は不明である。~行 [l下の'j吋よ△見「定」

と読めるか、 「豆」とも訛み取れる。その I-.は不明

である。-て行目の下の字は「也」と泣み、 卜の字は
⑳ 

「常」と読める。

漆塗椀 (69-72) 遺存状想は悪いか、 10個体を

数えた。内外面に黒漆か裕られ、 71は内面全体に朱

漆が喰られ、 72は朱漆の木策状文様かある。

櫛 (67) 横櫛の破片て、歯長は3.5cmである。原

さ1cmの棟部はゆるやかに弧を描苔、歯の間隔は 3

cmの間に12枚とまばらである。

糸巻枠木 (68) 全に17.7cm、1)12 cm、厚み1.5cm

てある。枠木を三笠分するごヶ所には横木を挿人す

るためのオ内穴がある。

不明品 (65・66) 板以外は用途不明であるか表

頂iを平滑にしたり、穿孔した加工部分がある。

8. 自然遺物

動物遺体 牛か馬の頸骨、淡水沖の貝、黄金虫な

ども出七している。

吾
1111tl 

等について、打1こ名寮を加えたい。

堀巾と堀断向の問題は、堀の両肩か検出笞れて籾
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めて解決てぎるものである。今[u]はFT南肩を除く

と、 l'i月も検出されないトレンチか大半である。明

白な 'li- は、北堀の堀 ljJ は 4m 以上、東堀• 南堀の堀

ljJは8m以卜である。今回の発掘からは、堀の断面

形式については、箱堀とも薬研堀とも言えない。

末堀は、現況の t悶の束裾真ドから発掘したのに

もかかわらず、 jl!.jH悦は検出されなかった。

3mもトレンチ西端を掘れは、西収か検出てぎると

廿l'',t竺tLる。 この場介、往時のt塁の城外jllij法か急

勾配てあった 'l~か咀白となる。

ち CT の堀倍か未検出てある ·J~の立味は、

状か曲線になりうる 1区をぷ唆する。

によっては、 t郭のアウトラインと堀の線とのI周係
づ七,,,,

か複雑なものどなる。大筋は調在より嬬折と推定す
つましらず

ETて堀の切り Jjか端不知を用するか、るし、

4本のトレンチのう

直仔度を勘夜し、堀の形状の小変化と理解すればよ

し、と名えるものである。

堀内の施没に閲する間題として、東堀の北束隅の

木を考えねばならない。最初、東嗜勾配の変曲点の

地山に木かあったのて、堀に架かる橋と判断した。

その後、堀の水面のレヘルを打寮中、

半か水中に没する 'l~が判明した。 また、木の西端は

束端より 50cm低い軟弱な土中で検出され、木の傾き

は 7度であった。更に、東堀の南北両端の堀底比麻

は75cmもあり、堀の深浅にかかわって水贔調整をす

る堰板施設の 音位であるとの考えに至った。

なお、館跡を取りまく水の問題であるか、木津義

玄氏の店では、耕作時以外にも水は南束隅から北と

西に分岐して流れていたとの事である。西に流れる

}; は館跡の南の堀跡と目される水田を流れて、西の、

常溝へii:ぎ、 -}j、北に流れる方は、北東隅で北流

するものと、溜池を経て西の常溝に注ぐものとに分

岐していた。現況の水利と名え合わすと館跡の堀の

水は、単に堀のものだけでなく、

あと 2-

束堀の形

この曲線の利度

•• 田
Iご庄の

この橋の大

まわりの水田灌漑

く,!:〉

① 谷本鋭冶 「K野市l:ノIi: 111ノ川遺跡」 『昭和48年度県常

圃場祭1廂↑〗業地域 埋祓文化財発掘調代報告』 1979 ・・爪

県教育委員会

② 早II[裕己 「上野市朝庄 内屋敷遺跡」 『昭和53年度県営圃

場杯備—巾業地域 埋蔵文化財発掘調介報告』 1979 _-二'.>T(県

教ff委H会

に卜分利用されていた'~か考えられる戸

この間坦は、在地頒住の勧農権とかかわって、屯

要なものである。

館跡以前の遺物としては、製塩L器と瓦器かある。
⑬ 

この製塩t器は県下の出 t冽を検芯している報：出片

冷から、＇仔安時代のものと恩われる。瓦器の出現期

は平安時代後期から嫌介時代にかけてか常識的であ

るか、 42は器形、技法等から本町時代に入るかも知

れなし‘。

なしヽ が、

館跡に伴なう遺物として、断定で苔るものは何も
⑳ 

多くの揺鉢• 甕・ 染付．瓦• 木製品等か埋

没期間をぷしている。堀内の出土遺物は室町時代か

ら江戸時代にわたるものが大半である。

例えば、播鉢の場令、 5はヘラ状工具により筋目

か•本つつ人れられた本町時代でも古い時期のもの

であり、 7は櫛状工具で単位 7条の筋目か内面にび

っしりと刻まれる江戸時代も新しいものである。

遺物の出土地点か堀内の埋土としヽうドで、単純に

その憎位で時期を決定で答ない［角があるか、染付は

堀底の近くで検出された最多遺物である。 この点．，で

埋没時期を決定する）よ準査料とはなりうる。染付58

59・60は、中国の応号が欠落したり、文様とか胎土や

焼等から中国の明朝のイミテーションと思われる。
⑮ 

その時期は古伊万里の成立以降の江戸時代にあたる

と思われる。木津館跡の堀の埋没は恐らく江戸時代

前半に進み、終木にははぱ完了し、明治の初めには

水田に利用されるまでになっていたと思われる。

出上遺物の中には、近世初頭のに仰生活をあらわ

す位碑も出1一＿していたか、位碑のヒと城主との関係

も問題てある。ニー：国地誌には、城*木沖勝右衛門と

記されているか、詳細は不明である。今後の発掘及

び研究を経て、

⑤
 

より事実か明らかになるであろう。

（森前 稔）

③ 片し）I[裕己 「l野巾大野木 北山直跡」 『昭和53年度見只圃

場坪備 ·J~ 業地域 埋蔵文化財発掘調介報告』 1979 :_ ,Tf県

教育委員会

④ 1975年 木津II[河川改修工事に伴いて庫県教rt委H会が発掘

調在を実施した。

谷本鋭次他 『北堀池遺跡発掘調介概要 r-m』
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1978-1980 _: 項県教弁委員会

⑥ 『---'_'R県埋r磁文化財年報』 7・8 1977 -1978 : 庫県教fl

委員会

⑦ 森川桜男等 「伊賀」 『占代学研究』 30 1962 

山田猛 「上野市I応皮 E塚古墳」 『昭和53年度県営圃場坪

備地域埋蔵文化財調介報告』 一・贔県教fl委員会 1979 

R 清水随 『荘団ぷ料』 1933 

⑨ 藤堂 jじ市編 『こ国地誌』 1763 

⑩ 山本雅靖 「中世城館の分布とその問題 ー伊賀[E]伊買郡比

自岐郷の場令ー一」 『古代研究』 15 1978 

⑪ 伊勢ては、伊質とは対照的に•城館の支配する村甲は、 2-

3ヶ村である、

駒田利冶 「北勢四 i—八家」 『H本城郭大系』 10 1980 

⑫ 菊Ill如幻 『/)1乱，記』 1687 

⑬ 似和E:_ 『秘蔵の/E/』

⑭ tヽ命館大学地理学研究会 『コンター』 16り 1975 I文ひ杓'，

水」1-::氏の御教,J;による。

⑮ 内藤I¥(『城の II本史』 1979)氏等の用語に従かった。その

,; 兒明は以ドのとおりてある。
しき

ばりの断血は梯形て、 K辺は「附（ ，Iり踏 II、底辺を「敷」

といい、 illど敷の件離を「高 :'J ど称する。まだ 1-.1.1:-(7)余f1/iJ

を「；j：」と＼ヽい、城内側を「 11、立t」、城外側を「外;;ii」と 1メ

別する。

⑯ n'.¥永」I―: :_ 「伊質の近代」 『伊質郷 l史研究』 5号 1974 

なお、この道標は現在、束出公民館敷地内に沼かれてしヽる

⑰ ⑯と [ci]し

⑱ 木ポ義玄氏の語ては『館跡南西部隣地の水1Hに、甘独立した

小高い山かあり、人々はこの山の北まわりを通っていたと仏

え聞く』との ・Fである。

⑲ ,i: 命館大学部教授．．浦上・・寛文'Lの両氏より御教 9いを受け

た。「太明化翔 1については、全体を [IL]文・j-:にする必要から、

最後の字を「年」と「製」の令字にしたとの教えをしヽただい

た。

⑳ 森削稔 「前・木9「氏館跡， 『木簡研究』第立;- 1980 

: .'I¥県文化財保過審議会委H中松令．．．氏からは第 1字を「松」

又は「 i~ 」又は「＂似，、第 2'ドを「 I戎 1 、第 4 字を「介，又
は「又」と,;売めるとの教えをいただいたで

⑪ 奈良[rj立文化財研究1111、ド城：り跡発掘，凋介部史料，凋介屯K鬼叫

it', 明、 ,r:命館大学文学部教授・・，甫 L. の11LJ氏より御教小を受

itた．，

⑫ 籠瀬良明 「中批の城・館研究，凋介への捉， i」 『l!f史和1恥

42り 1977

橋11定し、 ← 「I,り館」，凋介の ，，果題」 『l!f史公，，釦 66り 1981 

⑳ 近藤筏郎『小加磯部町教ii委1i会1976

⑳ 大御康．． 「叫I!揺鉢打(j)I 『名古学／ヤーナ Iし』 175 1980 

「中缶揺鉢ダ2)」 『名古学／ヤーナル』 176 1980 

⑮ 朝日新聞fl『占伊Jj甲』 1974 
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かんのき

XI J:: 野市大野木神ノ木館跡

神ノ木館跡は、椋闊 140mのi11JI『」支丘と扇状地木

端の接、点に築かれた館跡｀てある。 )/!])It-]は、東[ilj}j向

に仲かに傾斜するか、概ね ・l'-J-「Iてある。神ノ木館跡

ど凸水比沿の間は、 「古）II」とよはれ、小河）IIか北

i恥したと伝えられる。

館跡は、）j 形館跡てある。西• 南半分の上以は既に

消滅しており、北・束半分の十一塁は削ギされ、 J良跡

をとどめる札u文てあった。束t塁は削ギされ、東側

の畑に盛 j-_されている。南--f:唱と竹鴫氏館の外郭線

は一致する。北上塁の北hは、低い目然;;:となり濠

は、当初より存在しなかったと思われる。西・束• 南

の隊は、今屈の調代により明らかにし得た。

また、神ノ木館跡の南西には竹鴫氏館か現仔する C

竹鴫氏館は、北・束11l!Jを外郭上累か巡る複郭邸式の

館跡である。 ド郭は、郭内束西27m (15』J) X南北

塁は、中央部が開きに屋門か築かれる。南西隅てt

以は、 一段高く広くなる。屯郭の七塁をとり囲むよ

うにi蒙か掘られ、西側は水田にその地}ii]か認められ

る。南側は、水田地'.'fljには姿をととめなし、か、濠跡

｛パの可能性は強し‘。 t郭北側から始まる外郭L以

は、東内に約81m (45間）続苔南へ折れる。この外

郭 j-_以北側にも、濠の存在かf想されたか、＂式掘調

介の粘呆存在しなかった。束郭は、南に折れた外郭

t累で限られ、 t郭とは濠のみて区切られる。郭内

て45m (25Jlll) X45m (251廿］）の規校と推定される

か、 1r,i半分は水Illとなり束祁の規校・外郭線の，，羊糸Ill

は明らかてなし‘。また、外郭線の東ill!]には、細U:し、

水Illかi蒙跡のなごりをどどめる。

I笥、神ノ木館跡は、 ［たぬき屋敷」とも呼ばれ、

大野木神ノ木229-231にfiJ『hする。館跡の遺跡椋小

略，記りは 9VKNである。

匿言調在区域
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第71図 竹麟氏館・神ノ木館跡実測図 (1: 800) ', 

-108-



ー 遺 構

今[11¥の調在は、館跡の南半分に限られた区域てあ

リ、また仮排水路工 ·j~Iこより西側の濠跡か破壊され

ており、館跡の全容を明らかにし得なかったか、＼ヽ

くつかの「tiRな結果を得ることかてきた。

調介の結果、検出された遺構は、 L塁・ i蒙・掘立

杜建物 6 棟• 井戸 2},~. 水溜 4ヶ所・¥)広18』し・溝

・イi組排水路等かある。遺構の大半は、館跡に伴う

ものてあるか、館構築以前の遺構や、館跡廃絶後の

m構もある。

O-
10g 

y 
140m 

第72図 神ノ木館跡消構全体図 (1: 300) 
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1 . 土塁・濠

S A25 調査区域内に現存する土塁であり、上面

幅2.3m・下面幅 5-6m・ 高さ 2m(東士塁）・2.9

m (南土塁）を測り、南束部隅以北は、一段低くな

る。南土塁西端は、旧状をとどめるか、東土塁は削

平されている。盛土は、黄褐色砂質土の地山直上に、

濠掘削の土を主体にした黄灰色～黄褐色砂質土を盛

っており、堆積状況は郭内外へ傾斜する。盛土は、

比較的柔らかく、構築時の固め方は弱いと思われる。

SAl 上塁の痕跡であり、館跡の南と西を囲む

ものである。屈曲する SD2は、七塁直下を流れる

排水路である。 SAlは、南辺部で下面幅4.2-4.5

mを測り、やや郭内へ折れる。 SD2は、 SB27の

直前でとまり、士塁もこの部分まで統いていたもの

と推定される。また、 SAlとSD31の間には、幅

0.5-0.7mの平坦地か並走し、犬走りと考えられる。

C 

検出した面は、郭内の遺構検出面とはは同じ高さで

あり、盛土の痕跡をのこさない。

S D31・36・37・54 館跡をとり囲む濠跡であり、

南・東•西の三方で確認している。 S D31・36は、

ともに南濠跡であるか、中央部の土橋SX34により

分断される。

S D31 上幅 5-6m・下幅0.8m・深さ 1.8mを

測り、断面か逆三角形をぷし、薬研堀となる。 SD

31・36は、広さが多少異なるが深さは国してある。

埋土は、ともに—:．層に大別でぎる。埋t層 I は、茶

褐色土からなり II9-のような砂喫七か埋まっている

様相等から、―・時期に埋められた状況を呈している。

I層内よりは、天目茶椀．揺鉢B類-D類を出！．．す

る。坪t./普IIIは、黒灰～行灰色七からなり、堆積状

況もレンス状を呈し、比較的長期にわたって堆積し

たようである。土相は、還元色を ,J;し、濠の水位か

C' 

I:i瓦z-;;;

1. 表土Ill
a 黒灰色砂質土

b 貴矯色砂質土

c 暗茶矯色砂質土

d 嗜青色砂質土

e 黒膏色砂質土

II, 埋土層 I

,. 仄茶色砂貨土 ,. "'色砂礫土

b 黄矯色"質土 h.'灸喝色"質土

c 茶褐色砂質土 l 黄緑色砂質土

d 明茶矯色柘質土 I 明仄矯色砂礫土

e 暗茶色砂質土 k.'炎渇色砂質土

'・ 暗赤矯色砂質土

Ill, 埋土層 ff

a 暗灰色枯質土 g 暗灰色砂質土 m,, 炎黄ほ色枯質土

b, 暗仄色9少質土 h, 黒色粘貿土 " '灸青色砂貿土

C, 灰色砂土 ，，暗森青色粕質土

d '尖責註色粘質土 f, 蘇青色粘質土

e 暗灰色枯質土 K 、文青色砂質土

f 暗森青色粘質土 ' '炎青ほ色砂質土

M 埋土層 Ill

a 茶色枯質土

b. 果茶色砂貨土

c 巽灰色砂質土

d 黒註青色9占質土

e 果灰色砂土

v. 地山

,. 黄褐色砂礫層

b 灰色紐砂層

c 青灰色砂礫層

D
 

SD51 

第73図 C 地、,.',r、 (SD31) 断面図(¼)

SK50 
D' 

138.8m 

］．遺物包含層 茶喝色砂質土

II. 埋土層 I

a暗茶砂礫土 b黄I名色砂士

c暗灰色砂質土 d暗茶色枯質土

e暗黄灰砂土 f暗黄灰粘質土

Ill. 埋土層 II

a青灰色租砂士 b暗灰色粘質土

c黒灰色粘質土 d里灰色砂土

IV. 地山層

a黄瑞色砂礫土 b青灰色砂礫土

2 M 

第74図 D地点ム、(SK50・SD51)断面図（％）
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II層 l調まてあったものと考えられる。木製晶は、

すべて II層内よリ出tする。埋土陪 IIIは、濠の最ード

層にあたり、黒色～黒褐色の軌物遺体を包含する泥

炭層である。

S D36 f-_輻5.2m・下幅I.Sm・ 深さ 1.4mを測り、

断面か逆台形をぷし、箱薬研堀となる。 SB36は、

南束隅郊とはは中央部の一ヶ所に占灰色砂礫！ーの地

ll」を掘りのこした鞍部をつくり出す。鞍部は、 i蒙に

直交し、濠底より 0.2-0.3m高くなっており、濠内

の水情の調節用として機能を呆たすものてあろう。

S D37 館跡の束を巡る濠跡てあリ、 SD36から

紺じく。 S D31・36より t見校は小さく、 卜陥 3m・トー

輻1.2-1.Sm・深さ 0.Smを測る。南部分は、 4支低

くなる。断面は、逆台形を小し、粕薬研堀となる。

坪土は、 I層を欠ぎ、 II・Ill層のみてある。

S D54 調在［べ西側に掘られた圃場格伽・Jt業の仮

排水路に破壊されたか、 D トレンチにより 1/tj肩を確

認した。規校は、 SD31とはは詞規校のものと推定

される。

S D51 館跡の南約llmを館跡に平行して東西に

流れる濠跡てあり、 llmを検出してしヽる。』ij介lズ西

側の仮排水路断面ても確認、しており、館跡の外i蒙と

考えられる。たた Fトレンチては、濠跡の仔在は晶

められす、 SD51は、 SK52を舒て SD53へ続き南

進する。 lこ幅1.6m・ト胤紐0.4m・深さ 0.7mを訓り、

l断血は逆：角形状を ,J;し、槃佃堀となる。 i蒙の惰II

には、青灰色砂礫I~ の地l打を掘リのこした鞍部をつ

くり出してしヽる。濠の束鵡には、 1.6mXl.7mの h

形L:t広SK52か掘られ、 SD51はSK52をコーナー

として南へ直角に折れ南進する。 SK52よりはしま

るSD53は、輻0.6m・ 深苔 0.2mと規校を減じて、

戊い溝となる。 SD51とSD53のI氏の比畠iは 0.4m 

あり、 SK52は両者を結ぶ貯水漕の機能を凩たすも

のと名えられる。

また、 SD53の東側か大手泊となリ、屈折して S

B33・S X34の虎 [lに至るものと推寮される。
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第76図 S B11・SB12・SB13実測図（％。）
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2. 掘立柱建物

5B11 5間X2間の東西棟の建物である。桁行

IO.Om (2.0m等間） (1.5m等間）のも

のと考えているが、東西の梁行とも中央の柱を欠ぎ

建物として疑問かのこる。建物は、東西を 3間と 2

間に分ける間仕切りをもつ。柱穴は、径0.6m程の大

きな掘形をもつ。柱穴内に、挙大の喫を詰める例も

あり、礫群をもって根石の代用として機能させたも

のであろう。

SK8と項複関係にあり、

SK8とSBl2も捐複関係にあり、

で、 SBllは、

5812 3間X2間の東西棟の建物である。桁行

6.0m (2.0m等間） X 梁行4.0m

1.3m)の建物と考えられるか、梁行の柱穴の遺存状

況はよくない。柱穴は、径0.4m程の掘形をもつ。

S 813 

x梁行3.0m

SB11が古い。

SK8か古いの

S B12より先行する。

また、

(l.4m+l.3m+ 

3間X2間の東西棟の建物てある。桁行

6.2m 

等間）

(2.0m +2.2m +2.0m) X梁行3.2m (1.6 m 

を測る。柱穴掘形は、 0.4-0.5mを測り、柱

穴底に挙大の礫をのこし、根石として用いたもので

あろう。

S814 2間X2 t:IJの総杜建物である。桁行 4.0

m (2.0m等間）

を欠く。

I) 
ヽ

S B27 

5.6m 

X栄行3.3m

S D21と屯複関係にあり、

(2.0m +I.Sm +I.Sm) 

には、2.0m離れて SD30か並走する。

落ち溝と名えられる。

利の比高かあり、

名ごりかも知れなし'0

S 833 

(l.8+1.5m) 

--{))-

cf> 

SB27 ゜
◎ --
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を測る。

柱穴は、 0.3-0.4mの掘形をのこし、やや小さい。

南側杵列のみ柱穴内に礫群をのこす。北側杵の柱穴

S B14が占し'0

S D21は、館跡内を束西に区分する機能も呆してお

S B14は館以前の建物で介庫跡であろうか。

3間X1間の東西棟の建物である。桁行

x梁行I.Smを測る。

木主クては、 0.2-0.3mと小さし‘。

SAlとSA25か途切れて、館跡の虎口にあたる

部分に位骰し、長屋門と考えている。扉の聞 LJ部か

どの部分にあたるか等構造の詳細は明らかでない。

建物北側には、 1.5m離れて、 SD26か並走し、南側

S D26は、雨

S B27と土橋SX34は、0.6m

S D30は郭内に人る階段状遺構の

S X34の中央部に位罹し、側杵2間の建

物で、門跡と考えられる。中央に径0.3m・深さ0.1
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第80図 S E55実測図（％）

mのH穴をもつ 0

3. 井戸

S E32 S D3H/:!¥f'jりの際に破壊されたものて）よ底

部のみをのこしていた。 ftl.lmのflj形に i11fI泉石を

小 II柏みにするものて、I采さは1.5m札＇のものとす f/'.心

される。 ！．帥器llll(26) を出 I・.するか、 SD31に伴

うものてあろう。

S E55 館跡の両ぷ跡を確晶するんに設定した D

トレンチて検出したものてある。径 2.2mの比校的

小竺なfllIIうJl:ii形内に、築かJ.Lたイ1糸ILJt:1iてあるen
Iiの規校は、径1.1n1 ・深ざ 1.95m以 l・．を測る 0 J,1、ドI¥

には、 25cmX 85cm、11/:'.:-3 cmの板を）j形｝卜柘組みし、

その I部からi11fI鼠イ［を小11柏みするう Ji'、(¥I¥か }j形て

ある為、中間邸は不柁形を','するか、 I沿lりこ、近くな

るにつ J.L、円形に柏まれる。囲I.は、 !·./vi 乳I\ て II 乳 ),J~

褐色枯質 J・..確認血より 0.6m以ドは占灰色杜’乳 I.

となる。 Jj:1i内⑥府から、 1、し器羽予 (14) ・ 鍋(15)

及び拙鉢D i 921 を出 J-.する。

館跡どゾ）11、)」し）JI見l係は、明瞭てなしヽか出 I.する拙鉢

）『は、 161廿紀後半を遡るものてはなく、 SE55は詞

時仔介した可能刊か強し、 0

4. 水 溜

S P22 f各1.7mど径1.5mのIlJ II多K見か連らなっ

たものてあり、 [11,j者の間に明確な爪複I見j係は品めら

れなし‘。深さは、0.85mと0.6mと汎i側が深＼ヽ 。 11tj側

の蚊 l汀付及びそのli';JI用には、鉄分か胡鈷して/'/さ 3

cmの）けをなし、その J-.層に占灰色杜質卜かヘトロ状

に堆柏する。東側の堺及ひ底には、黄褐色粘しか貼

り付けられ、水もれを防し、てしヽる。 S P23と爪複IYJ

係にあり、 SP22か名Jiしし 10 

S P23 束 I鸞！ドに検出された }j形の水淵てあリ

6mX7m以 I-.・ 深さ 0.5mを測る。 SD9か流れこ

み、 じ以下を流れるい組排水路 SD24を経て、束の

濠他亦 SD37へ4非7)(される。 SD24の底と 0.15m利の

比闊をもち、ある打度の水械は、絶えす附えられて

しヽる。

S P45 にさ 6m、最大1/11,¥2.1 mを測り、細にい

柘円形）り令は孤状を呈す。深さは最深部て 0.3m利

てあり A:作の傾斜は緩し‘、中央；}/Iに0.9mXO.Sm・i采
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さ0.2mの方形土拡かある。 SP45の西岐のみ挙大～

人頭大の礫か貼り付けられる。束壁に 3条の小さな

溝がとりつぎ、 2条は SP49に流れこむ。簡単な池

のようなものかも知れない。時期のわかる遺物はな

いか、大手追にあたる位罹にあることから考えて、

館跡以蔀のものであろう。

S P 49 4 m X 3. 7 m以上の方形土域であり、深さ

は0.5mを測る。北辺中央部のみに人唄大の河原石か

粗雑に柏まれる。イi臼 (118・119) は、この石組か

ら出に埋f・層から下吠 (116)等か出!.する。

5 . 土砿

SK5 径1.5m・ 深さ 0.35mを測る。 SD3と重

複関係にあり、 SK5か占い。埋土は、卜.層より 1培

茶褐色砂質!・..明灰掲色砂質上となり、最下層に黒

占灰色粘質卜かへ l、口状に堆桔する。 Ul'iから揺鉢

(77)か出 Iする。

SK6 k径2.4mX知径1.7mの怜fll形をホし、

断IHIはITil状となり、最深部て0.25cmを測る。埋士は、

賠灰色砂質i.と底直I・.に薄くヘトロ状の黒灰色粘質

上か晶められる。七帥器Jill(21・22)か坪十・ト層か

ら出L

SK7 SAlに沿って位硲し、 SAlと爪複関

係にあり、 SK7か古い。 1.7mX3.6mの長灯形を

皇し、0.4mの深さを測る。中央よりやや南の東西懐

に、径0.2mのピノトを ・N検出する。簡単な覆射を

もったのであろうか。埋七は、数府に区別でき、最

I汀曾にヘトロ状になった黒灰色粘質しか堆柏する。

SK8 1.7mX0.8mの隅のとれたに方形を呈し、

0.6mの深さをもつ。 SBll・S Bl2の柱穴と重複関

係にあり、 SBllより糾しく SBl2より古い。茶色

枯質 Lを坪 Lとする。揺鉢 (89) を出土。

S KIO 建物群の北を束へ流れる SD9 I人］に掘り

込まれた七坑である。 1.7mX2.5mのに力.形を呈し、

建物群の位況する};向てある南辺には挙大～人叫大

の叫I息石のイi柏かのこる。 1i積は、蚊下部に比較的

大苔な叫I泉石を小LI柏し、中央部まては挙大の河原

化を、 1-. 祁を！＼珀大の刈原石を小口柏みする。他の

辺には、い柏か築かれてなく、南辺の崩れを防いた

ものと名えられ、建物群の北側の溝I村にあることか

ら推寮して、建物の排水IIの機能をもつものかと思
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①暗茶色砂質土 ②暗灰茶色砂質土 ③暗灰青色粘質土 ④黄矯色粘質土

⑤青灰色粘質土 ⑥暗楼色鉄分凝固層 (7: 茶矯色粘質士 ⑧黄埃色粘土

第81図 SP22実測似J(¼)
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第82図 SP45実鼎JI'メ］（品）
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第83図 SK 7丈測図（％）
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_~ul·,- ●色

"'・ ., ●仄色砂●土
,. .. 茶色帖質土

'.. 赤鳩色燒土
3、帽灰茶粘●土

5●荻色砂●土

, .. 灰色砧賃土

？贄鳩色砂質土

われる。埋上は、 6fl'! に［べけI]きれ、①府は、 SD9

と同してある。最下層は、ヘトロ状となった賠灰色

粘質土か堆梢する。①層から磁器椀 (60)・ 徳利(95)

を、⑥層から土師器鍋 (40) を出士する。

SK 15 1.4m XO. 7 mの隅のとれた長 }j形を呈し、

0.7mの深さをi!!りる。 SB12の隅杵と 1li複関係にあり、

S K15か新しい。茶色砂質十ーを坪：Lとする。 SKS

と規校・形態・坪 1か類似するか、出 1-.追物もなく、

その1、生格は不明てある。

SK16 1.2mX0.7mの長 }j形を望し、0.2mの深

さを測る。最下層に黒色炭火層か全面に}'/-さ IOcmf芋

堆積する。収面及ひ底暉は、それはと強く火を受け

たとは認められなしヽか、何らかの物質を焼却した L

琺であろう。

SK  17・18 ともに径 1m・深さ 0.5mを測る PJ形

1絋である。 1切者の閏は、5.4mあり —対のものかと

思われる。

S K29 SA 1内で検出したものである。径1.9m

•深さ I.7 mを測る円形土坑てある。 J用tは、 J-.rfliよ

り0.25cmまては茶掲色砂質土か堆柏するか、それ以

ドには、灰色の挙大ほどの礫か詰められる。この礫

層から、陶器椀 (65) ・ 磁器椀 (61)・犬 H茶椀(53

・54) ・ 水指 (73・74)等多数の遺物を出土するか、

その大半はii:戸初期に属する。従って、この上琺は、

SAlか削平されて後堀られたものてあろう。

S K 35 I. 3 m X I. 3 mの方形士琺であリ、深さ I.5 

mを測る。 SX34を掘り込んている。埋上は、灰色

の挙大はどの礫か詰められている。埋十．の状況は、

S K29と同じであるか、遺物は出七しない。 SK35 

も館廃絶後のものてあろう。

S K41 追1.4mの略方形を呈し、深さ 0.6mを測

る。茶褐色枯質土・暗青灰色枯質十を坪 tとする。底

面近くに挙大～人珀大の礫が認められ、礫の間にに

さ0.2mと0.3mの竹か 2本出土する。 L器を出士し

な''。 SK 44・S K 46・S K 4 7・S K 48も規模・形

態・埋土の類似点か多く、国じような機能を有する

ものと思われる。たた、遺物も少なく、その性格に

ついては不明である。

SK42 2.8m Xl.7mの楕円形状を呈し、深さ 0.1

mの浅い坑である。

第84図 SKlO実訓図(¼)
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S K43 径2.lm・ 深さ 0.1mを測る円形土域であ

り、断面は皿状をポす。中央部に0.7mXl.3mの方

形に礫群かみとめられ、礫は底面より浮いている。

出土遺物はない。 SK44と重複関係にあり、 SK43 

が古し‘。

S K44 径1.3m・ 深さ 0.6n;を測る円形土坑であ

る。数個の礫と木片 1点を出七する。

S K46 長径2.2mX短径1.8mの楕円形を呈し、

深さ 0.4mを晶る。灰茶色砂質七を埋土とする。

S K47 一辺I.Smの略方形を里し、深さ 1.2mを

測る。灰茶色砂質tを埋上とする。出土遺物はない。

S K48 径1.6m・ 深さ0.4mを測る円形上涼であ

る。出土遺物はない。

S K50 長さ 8.0mX幅2.1mの溝状の細長い土拡

である。西側は、 5.5mX2.Im の—段深い士坑とな

る。深さは、西側て1.3m・ 東側で0.3mを測る。坪

+. は、 SD51と類似し、中央下半は黒灰色粘質七と

なる。

S K52 ・ 辺 I.7m・ 深さ 1.Imを測る方形土坑で

ある。青灰色砂質土を坪土とする。 SD51とSD53 

を結ぶ）竹水漕の機能を果たすものであろう。

6 . 溝

5D2 土累直下を流れていた排水路てあり、「 L」

＇乍状に検出した。幅 0.4m・ 深さ0.2mを測るか、南

辺では、幅0.2m・ 深さ 0.1 mと遺介状況は良くなし‘。

S B27の直前で途切れる。

5D3 調在区北西部て「 L」字状に検出した。

輻0.3m・ 深さ数cmの小さな溝である。 SD4ととも

に、郭内を区画する小溝と思われる。 SK5と重複

し、 SK5より新しい。また、 SKSとも重複する

か、新旧関係は不明てある。

5D4 SD3と対応するものと思われる。幅0.3

m・ 深さ 5cmをi!!JJる。南端てSD9に合流する。

5D9 建物群の北側を東へ流れ、 SP23に流入

する。途中て南流する:_条の溝と接する。幅 0.6-

0.8m・ 深さ卜数cmと比較的輻広い。三条の溝と合流

する地灼、よリ束は 2条に分流する。

5D19 SD9より分流する溝で、輻0.3m・ 深さ

ト数cmを測り、南で緩く内曲して SD21に合流する。

S D20 SD 9より分流する溝で、血晶0.3m・ 深さ

0.25mを測る。 SDl9と同様に SD21に合流する。

S D21 SD 9より分流する溝の一つである。幅

0.7m・深さ 0.25mを測り、規模も大きく SD9から

続くものである。 SB14と重複関係にあり、 SD19 

が新しい。この SDl9以東には、 SP22・23以外

館跡に伴う遺構は存在しない。

S D24 土塁下に築かれた石組排水溝である。 S

P23に集められた水を、濠SD37へ排水する。長さ

a:i1 〇ばIm 
ぐ '¥  ............ .... 

① 茶矯色枯質土

② 黄褐色粘質土

@ 「l 「II~ ③ 黒色炭化層

===rd} 
I I 

<ti <Cl 
"""""" n 1 M 

第85図 SK16実測図（％）
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第87I又I SK43丈測図(¼)
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6m・幅0.9mを測る。断面は、逆台形となリ、人叫

大の石を1則舷と大Jt部とに箱形に組み、その卜に挙

大の礫を詰める。 1i糾は束半分のみしか残｛［しなか

った為、 SP23との接点における水口の仔在は不明

である。

S D28 SD 19-21か南土塁下で合流して、 SD

36へ流人する。輻0.7m、深さ 0.3mを測る。 SD21 

の延長と考えられる。南士塁の西を区切り、虎口の

ァ

B-

A
 m

 

B
的3

 
-l 

2M 

SD24'応[!IJI又Ir¼l

東に位四する。

S D26 S B27の北1.5mに位四し、 SB27に柏行

する。幅0.3m-0.4m・ 深さ数cmの戊い溝てあリ、

にさ 4.6m杵検出している。 SD27に伴う雨落ち溝と

名えられる。

S D30 虎Uに位四する SB27の南 2mに位四し、

S B27と並行する。幅0.5m・ 深さ 0.1 m打のものて、

長さ 2.6mを測る。 SB27の南雨落溝とも考えられる

か、虎 LJは、郭ff、]外て 0.6mの比闊をもち、その斜

面に位附することから階設状の遺構と名えられる。

S D38 S D32の南 5mて、に各 11.4m以卜^を検

出した。間 2m・ 深さ 0.2mの戊い溝てある。東端か

らは、細しヽ溝か伯角につけられ SD31に流人する。

S D39 S D38の東測からはしまり、 SD38に伯

交するように位閥し SD31に流れこむ。

S D40 J児［」の南て検出したものて、孤状となる。

虎口の令面ては、 8柑紀の遺物を多く己含する黒褐

色粘質卜か堆柏しており、そのド面て検出したもの

である。幅0.7-1.lm・ 深さ 0.15m秤で、 15mにわ

た I)検出している。 SD51に切られる。地山は、末

側へ緩＜傾斜する為、束ては検出されなし‘。占墳の

固溝）よ底部の可能性もある。

7. その他の遺構

S X34 郭内外を糸古ふ t低てあり、11浦6.3mを測り、

地lilを掘りのこしたものてある。 SB34にはl"l跡と

名えられる SB33か建てられる。

S X56 S D37の東}]に広かる凹地である。 SD

37検出旧と [,i]し高さて、 ll孔茶褐色粘質士を除Lした

ところ、奈良時代の須息謡 (5・7) を出 f-.。本町

後期の遺物は含ます、東へ傾斜するのて「占川」の

内姫にあたるものであろうか。

逍nIO. ~ 4 心
物 遺構 遺 物

SK 7 S D31 20・23・39・42・109・111・114・117(II栢1l
SK 1・22 26(III層）
SK 9 S D36 25・27・41・43・115(II層）
S K O・59・60・95・101 38・108(Ill層）
S P22 44 S D37 110 
S P23 Ii. 輪塔地(2) S K42 3・10 
S D28 29・52 S K46 56 
S K29 45・53・54・61・63・64・65・66 S P49 91・113・116・118・119 

73・74・100 S D51 18・82・84・85・86 
S B33 57 S E55 14・15・92 

遺構別主要出土遺物対照表
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2 • 遺物

神ノ木館跡から出I:した遺物には、 1. 奈良・ '/1・

安時代に属し館構築以りりの遺物、 2.館跡周辺で採

集各れる嫌介・‘十町時代の遺物、 3.館跡に伴う遺

物て本町時代後期からげ戸時代前期に属するものに

大別てきる。 1には、須息器、 J仮釉陶器、黒色 L器

があり、 2には、瓦器かある。そして、 3には、 f-. 

帥器、瓦質上器、犬目茶椀．襦鉢をはしめとする中

・近l仕陶磁器類の他、企器椀・ド馬太等の木製品、石

臼. /1輪塔のい製晶かある。

1 . 奈良•平安時代の遺物

(I) 須恵器

蓋 (1-5) 宝珠つまみ (1-2) は、扁平化

か進んだ形態を小し、 2のように中央部か突出する。

天井部ははぱ水'fとなり、端部は天井部と段をなし、

下 }jヘ短く屈曲する。 3-4は、ともに灰色を足し、

丁寧にナテて仕上げられる。口径は、 14-16cmであ

る。

杯 (6-9) 外I附するイ本部に直立する高台かつ

く。 6は、直線的に外I開する体部をもち、口縁端部

は丸い。 r閲合は、全体に底部靖によっており、闘面

方形を呈し直立する。 8のように、借かに「ハ」字

状に開くものもある。接地団は、高台F面のはぱ令

体にある。益台は、貼り付けられ、ナテて仕上げら

れる。 6のfI径は、 15.1cm。陪灰色を呈し、砂粒も

殆ど含まなし'0

これらの須恵器は、上橋の南に堆積していた賠茶

褐色粘質土から出土したものと、 SD37東側の凹地

S X56の陪茶褐色粘質土から出土したもの(5・7)

である。

これらの須忠器は、 8世紀後半に属する。
② 

(2) 灰釉際器

椀 (10・11) ともに高台のみてある。断頂j万形

の高台は、僅かに外弯気味である。底径は、10で8.5

cm・11て9.2cm程と思われる。 11の外底面には、墨青

を認めるか、小片であるため文字は不明である。

平安後期のものであろう。

(3) 黒色土器

椀 (12) [J径17.4cm・器翡5.1cm。黒色t器Aて

ある。器裔のわリに日径か広い。体部は、大ぎく内

弯して立ち上かる。[I緑内面直下には、浅しヽ沈線か

めくる。高台は、断血逆台形のものか仇立する。内

面は、やや太めの幅をもつヘラミガキが細かく施さ

れ、このヘラミガキの j-_に史に輪状のヘラミガキか

みられる。内底面もや行線状にヘラミカキか施され

る。平安時代中頃に属するたろう。
③ 

2. 鎌倉•室町時代前期の遺物

(4) 瓦器

椀 (13) I l径11.3cm・器高3.2cmである。閻台を

消失しており、丸味のある形態をぷす。口縁端部の

内面には、細かしヽ沈線かめくる。外面イ本部下半は、オ

サエのままであり指股かのこる。｛本部L半は、オサ

工の後ナテで仕上げる。外面にはヘラミガヤは施さ

れなしヽが、内面には、粗しヽヘラミガキか施される。

令体に、賠灰色をぷし、判離のためか燻しは認めら

れない。館跡東方ての表採責料である。

羽釜 (15) U径23cm1l1J後と推定される IJ縁卜端

部てある。端部は、僅かに内傾する向をもち、肥厚

する。鍔は、断向U:万形のものか貼り付けられる。

内外面ともナテで仕Lげる。黒色をがし、極く借か

であるか細砂・哀母粒を含む。

鍋 (14) LJ径24cm前後と推定される鍋の口緑部

である。強く外方する口縁部は、端部か I'.一方へつま

み出される。 l」緑内面はナテて仕上げられ、頸部は

ヘラ状工具でオサエられる。黒色を呈し、極く少情

の細砂・雲母粒を含む。

13 は、伊賀における最終末の椀の•つてあり、 14
④ 

世紀前半のものと考えられる。 14・15は、ともに 14

世紀代と考えられる。

3 . 室町時代後期～江戸時代前期の遺物

(5) 土師器

皿A (16-22) 11径10-llcm前後のもの (16-

20) と口径 8cm前後のもの (21-22)の大小かある

か、 「ヘソ皿」とよはれ底頂i中央部か凹む。イ本部は、
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外卜 Jjに！開く。概ね底部は、オサエのみで外［面に指

似をのこし、体部はヨコナテで仕Lげる。 16は、ロ

径11cm伯後・器高1.9cm。底面を外方から [ii]心円状に

オサエるので、内底面の周囲か凹む。内底面は、横

位のナテもみられる。 18は、内外向に油か付済する。

19は、歪さか目立ち、砂粒を多く含む。茶褐色を呈

する。 20は、 LJ径11.2cm・器闘1.9cm。丁寧なつくり

のもので、｛本部は内外団ともナテ仕上げする。内底

血の体部と底部の境にはヘラ状工具てもあてたのか

設かつき内底1fl1か裔くなる。内底頂］は横位のナテで

仕卜げる。 21·22は、小皿でありオサエのみで什卜~

げたのであろう。

皿 B (23-29) U径10-Ucm前後のもの (23-

27) と口径 8cmりり後のもの (28-29)の大小かある。

底面かほぱギ担な皿を皿Bとした。全体をナテて仕

1-. げるが、 26外底面のようにヘラケスリした例もあ

る。胎十• も砂粒を含まず滑らかなもの (23・25・27

・28) と砂っぽしヽもの (26・29)かある。 23は、内

面をヨコナテし、内底団を横位にナテ仕 Lげする。

ロ径11.3・器翡1.5cm。24は、底部を僅かにオサエる。

25は、内外面とも丁寧にナテ、内底面もヨコナデす

る。口径10.4cm・器高2.0cm。

皿 C (30-36) 口径か10.5cm前後のもの (30-

33) と9.0cm前後のもの (34-36) と大小かある。

前者のものは、器高か2.5cm前後と高く、平底である

か、イ本部か丸味をもつ。器隈も概して厚い。器限を

オサエて成形し、内面はナデ上げて凋繁する。外面

にオサエた時に爪先かあたったのか、刺突文か同心

円状にめくるものが目立つ。 34は、他のものに比べ

て、細砂を多く含む。 IJ緑部 3ヶ所に油心痕をのこ

す。口径9.4cm・ 器高2.3cm。

上部に 2条の突幣を貼リ付け、突帯の間に、印刻文

を配す。口径27cm。内面は、黒色を呈し、媒か付析

する。外[fllは、淡褐色を呈す。

鍋A (40) 口径25cm前後のものて、やや深めの

丸底の鍋てある。丸味をもつ体部は、頸部でオサエ

られ、口縁部か外上方に引き出され端部で肥厚し直

立する。口緑端部は、悧淵i;_角形となり、外［釘には

稜線をもつ。内外面とも [j緑部付近をヨコナテする。

｛本部の器既は、1.5mmと薄い。茶色を呈し、外面には

媒か付着する。

鍋 B (41) 口径36cm前後・直立する頸部から、

水ヤに引ぎ出された口緑部は肥厚し、直立する面を

もつ。 Ll頸部をナテで仕上げ、体部内面を細しヽハケ

で横位に、外面を右下りの粗いハケで調格する。

鍋 C (42-43) 42は、[]径34cm・43は口径36cm

である。形態は、鍋Bと1五J様であるか、鍋Bよりも

浅いものである。 42の体部外面は、ヘラケズリして

器峡を薄く調繁している。

(6) 瓦質土器

鉢 (44) 底径32cm前後。「ハ」字状に間く、 /6し、

高台である。内外面ともナテて仕Kける。鉢の高台

であろうか。黒色を呈し、砂を殆ど含まない。

皿 (45) 口径23・器麻4.4cm。外閲する体部をも

つ大皿である。体部と底部の境は、ヘラケスリする

が、体部内外面、内底面はナテで仕f-_げる。黒色を

呈し、細砂を多く含む。

小壺 (46) Ll径 7cm。鍔をもつ茶釜形の小さな

ものである。黒色を呈し、細砂を含む。

(7) 陶磁器

青磁椀 (47) [J径13cm前後である。丸味をもっ

た体部は、口緑端部か丸〈おさめられる。淡青色を

皿 D (37) 口径21cm前後と推定される大皿であ 呈す。

ふ器高2.3cm。丁寧なつくりのもので、｛本部は外開し、

口緑部が僅かに外反する。内底面は黒茶色。外面は

淡褐色を呈し、砂粒を殆ど含まない。

鉢 (38・39) 口径33cm前後・器高9.8cmでやや歪

な大乎鉢てある。外凋する体部は、粘土紐巻ぎ上け

の為凹凸をのこす。口緑端部は外反し、内傾する面

をもつ。内外向とも黒茶色を呈し、外面には媒が付

杓する。

39は、火舎の口緑部と思われる。直立するイ本部

白磁椀 (48) LJ径12cm前後である。直線的に伸

びたイ本部は、口縁端部で肥原する。内面に波状の文

様がみられる。灰色を呈する。

天目茶椀A (49-55) 黒茶色の釉かかけられた

もので、端部がオサエられ、外反する口縁か底部

ヘすぱまる形態を,J;すもの (49-53) とイ本部かやや

丸味をもつもの (54・55)かある。高台は、すべて

削り出し高台である。 49は、u径11cm器高6.9cm。ロ

縁端部は、強く内側ヘオサエられ、端部か外反し、
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玉縁状となる。 50は、口径12.3cm・器高6.3cm。成形

は49と同じである。釉が剥離し、茶色を呈する。 54

は、口径11.7cm・器高6.7cm。口縁のオサエは弱く、

端部のかえりは小さい。 55は、口径10.6cm。暗茶緑

色の施釉の下地に黒青色の施が口縁部外面に 2条、

内面中央部に 1条めぐらされる。

天目茶椀B (56-59) 口縁部の内側へのオサエ

が弱く、口縁部が玉縁状にならず単純に外反し、体

部が丸味をもつ。茶色の施釉を基本とし、 56-58の

ように黒色釉が素地に施される。 56は、口径9.8cm・

器高5.2cm以上。

磁器椀 (60) 口径11.2cm、器高6.6cm。内弯して

開いた体部は、口縁部で直立気味となる。断面逆台

形の高台は、ケスリ出され直立する。淡青色を呈す。

染付椀 (61-63) 61・62は、波状文を青色で染

め、 63は緑色で文様をあしらう。 61は、 [l径10.0cm

・ 器高7.Ocm。62は、 10.2cm・器高6.9cm。63は、ロ

径9.2cm・器高5.2cm。

陶器椀 (64-66) 64・65は、多孔質の素地に淡

茶色の釉を施す。 66は、半透明の淡緑色の釉を施す。

64は、 口径9.3cm・器高6.7cm。65は、[I径11.6cm・器

高7.2cm。66は、口径12cm・器高6.4cm。

陶器皿 (67-72) 形態卜＾いくつかの種類に分か

れる。 71・72は、皿或いは鉢の高台かと思われる。

67は、底部を糸切りで切り離した後、周囲をケズり、

高台を形成している。内面は、黒茶色でり］も文か描

かれる。口径11.8cm・器高3.1cm。68・69は、 ともに

断面二角形のケズリ出し高台をもつ浅い皿である。

淡緑色の釉か、高台内部まてかけられる。 68は、ロ

径12.6cm・器高2.0cm。69は、口径11.0cm・器高1.9 

cm。70は、高台の断頂iか逆台形をぷし、ハリッケら

れる。口緑は、水沖に引ぎ出される。内底面に径 4

cmの凹みをケスリ出す。淡緑色の施釉は、口縁の内

外面と内底面のみにみられる。口径14cm・器高3.8cm。

水指 (73・74) 底部から、ほぱ垂直に立ちヒっ

た体部は、 Ll緑部で肥厚し水平な面をもつ。 73の底

□□ ~~ ロノロノ56(=-~1~ 
ロ）ャー＿＿→ ● ' ' 量~---. ~ 

49',---.. 50 

q1, ロノ三Vo喜'.,
凰'.,W63  CJ, ノ~ClJ.CL~

,＇’ 
59 

~ ー68

~ 
第90図 陶磁器実測図(1:4)行磁・白磁・天目茶椀・陶磁器椀・陶磁器皿（％）

20 74 
cm 
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爵I¥は、｛本部かFhヘリIき出され高台状となる。イ本部

外血から II緑部内侑1卜-まて乳灰色の施釉かみられ、

心野風のものである。 l1径12.6cm・器高6.6cm。74は、

1沿店を欠くかi,iJ様の形態をなすものであろう。外面

に孔灰色の施釉かみられる。

捏鉢 (75・76) 75は、 II径36cm前後・器高14cm。

やや内肉しなから外l開する体部は、端部で外反する。

外 1-.力を向いた端面には、 9 条の沈線をめくらす。

/'i LJ鉢の形態をとる。内頂i下部は、使用似をのこし

滑かてある。亦褐色をゲし、砂粒を多少含む。 76は、

底径16cmを訓る底部↑半のみてある。底部外血直！：

をヨコナテし、その Iゾjを部分的ではあるがナテあ

げる。外面は茶褐色を呈するか、内血は黒茶色とな

リ凹凸か行し＼ヽ。 75・76ともに、筋目か施されなし、

ものと息われる。 「捏る」と「揺る」の機能は、必

すしも厳密に区別しかたい要索もあるか、筋目をも

たなしヽものは，応捏鉢として扱いたい。

擢鉢A類 軟質のもので、内面に施された筋 f4は、

1単位か 4-5条を数え、内由を 10-15分割したも

のを総称して A類とする。[]緑は、概ね端部て外反

するか、その形態により細分か可能であり、A1-A. 類

に区分する。

擢鉢A類 (77-79) fJ緑端部か倍かに肥厄・外

反し、内傾する端面か凹線杓し〈はは状となる。 77・

78は、 4条の筋且が、 11緑直ドまて掻き tけられ、

最後に緩〈カーブする。 77の外頂iには、上力ヘの粗

しヽハケ［」と、横位の粗しヽハヶ目か施される。 ともに

淡褐色を望し、少贔の砂粒と古母粒を含む。

播鉢A2類 (80・81) 底部から直線的に外I財する

体部か、口緑部てオサエられ外反する。口縁部内面は、

僅かに丸味をもち、 •条の浅い沈線をめくらす。内

面は、比較的丁寧に仕上げられ、殊に下半は使用狼

をのこし滑かてある。外向は、粘t巻苔上げ狐をの

こし凹凸か著しい。内頂iの筋目は、 4条を 1単位と

して、底部より IJ緑下までオ蚤ぎ卜．げられる。淡褐色

をt且し、 4mm粒の砂粒もかなり含む。 81は、片 U鉢

の形態か明瞭である。[j径31cm・器高15cm。

擢鉢As類 (82) 伯く外開する体部に、倅かに外反

する口緑をもつ。口縁瑞団は、 卜．外力を向ぎ、 •条

の沈線かめぐる。口縁内面は、内弯する段をもつ。

淡茶色を呈す。

擢鉢A類 (83・84) 直〈外開する体部に、僅か

に外反する 11緑をもち、[1緑端面か、僅かに内傾し水

、ドな面をもつ。内向は、 4条の筋 tlか施されるか、下

半以下ては使用か著し〈 1店耗している。外向は、粗

し、クン tlを卜方に掻き!-.け、上部を横位に掻いてい

る。外頂iは淡褐色・内面は明提色を足する。

擢鉢B類 (85-86) 硬＜焼き締められた襦鉢で

ある。内面の筋目は、—単位 5-6 条を数え、放射状

に分割され、単位も多くなる。 85・86とも LJ緑部は

外）又し、端団は丸く水ギとなり、内頂i直下 1cm利に

段をつくる。外血調杞も、 A類程凹凸か目立たなく

なる。赤褐色を呈し、 3mm程の砂粒を少は含む。

擢鉢C類 (87-89) 硬〈焼き締められ、施釉され

た揺鉢である。内面の筋目は、 ._, 札位 5-6条を数

え、 B類よりも更に細かく分＇，り lされる。 ll緑部は、

直線的なもの (87) と内内気味なもの (88・89)か

あり、ともに外万へ肥淳する。 tJ緑内面は、 Ll緑直

下 1.5 cm -3 emf閏に段をつくる。筋甘はこの段上に

は及はない。 87は、黒茶色 ・89は淡緑色の施釉か内

頂iから外面に施される。 88は、口縁瑞部のみに褐色

釉か施される。

擢鉢D類 硬く焼ぎ締められ、施釉された揺鉢てあ

り、 C類て認められた lJ緑端部の外}jへの肥厚か著

しくなリ、緑幣をつくりその外面に 2条の凹線をめ

ぐらす。筋目の施し方により 2つに細分する。

擢鉢D,類 (90-92) ともに 11縁部のみの森料で

ある。 [J緑部は、 1/(,'!:気味となり、端部は外 }jに面を

もち 2条の浅い凹線をめぐらす。 92の口縁端部は、

断面三角形を呈す。口緑内面は、 [J緑直下 1.5 cm-

2 cmで変曲、I位をもち段状となるもの (90・92) もあ

る）内血の筋目は、この変曲 4点以下に限られ、 •単

位 6-8条を数え、単位間の間隙も狭くなる。 90は

明茶褐色 ・91は暗褐色 ・92は陪茶緑色の施釉かある。

擢鉢D2類 (93) l l緑端部は、内肉して 1{(立する。

外面に巾2.5cmの緑幣をもち 2条の凹線をめくらす。

端面は、僅かに凹み水平に上灯を向〈。筋目は、 • 

単位 8条のものか口縁直下まで全血施される。鉄泥

か施され、胎七は多孔質である。館跡出土の襦鉢片

は、 D2類か最も多い。

擢 鉢E (94) 内両の筋目は、 —単位 7 条を数え

間隙なく全面に施される。口縁部は、 D類より更に
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発達し、はぼ垂直な面をもち 2条の凹線をめぐらし

垂れ下がる。内面は、内弯する滑かな段をもつ。ロ

縁直下以下の内面には薄く、口緑及び外面には暗茶

色のうわ薬を厚く施す。

徳利 (95・96) 95は、底径9.5cm・器裔19.7cm以

上である。肩の張らない形態を示し、口頸部を欠く。

底部は未調整であり、体部と底部の境をヘラで面取

りする。体部内外面ともロクロ目がのこり、外面に

は凹線ものこる。暗赤褐色を呈し、細砂をかなり含

む。 96は、底径7.0-7.4cm・ 器高12.4cm以上である。

肩の張らないもので、口頸部を欠く。底部は未調整

であり、中央部が凹む。口頸部以下底部直上まで鉄

釉が施される。

檜垣文 (97・98) 壺の肩部に多くみかけられる

文様で、 1言楽焼特有のものといわれ、縄目文ともい

う。多くみられるものは、上下二条の沈線に格＋状

に沈線をめぐらすものであるが、 97・98とも格子状

の交点にも更に一条の沈線をめぐらす。類例か、『応

永28年』銘をもつ「躇るの壺」にある。 97は、茶褐
⑤ 

色、 98は淡褐色を呈し、内面は粗い。

広口壺 (100) 口径15.9cm・器高19.8cm。底部

から外傾して伸びた胴部は、中央部より直ぐ立ち上

り、撫で肩に続く。口縁部は、垂直に引き出され、

内面が内弯し、外面に稜をつくる。端部は僅かに肥

厚し、端面は水半で上方を向く。黒茶色の釉か内外

団ともかけられるが、肩と内底面の一部に茶褐色の

素地がみられる。

甕A (101-102) ともに口頸部のみの出上であ

り、口縁部か「 N」字状となる。101は口径43cmであ

り、直立する頸部に外反する口緑部かつく。口縁部

は、折り返えされ「N」字状となる。口縁内面は、

頸部との境に段をもつ。また、頸部外向は、肩部と

の境に段をもつ。 102は、口径44cm前後のものと思わ

れ、僅かに外傾する口頸部である。 「N」字状に折

り返えされた口縁部は、外面の上下で肥厚する。内

面は、頸部との境に段をもつ。101は茶色、102は赤褐

色を呈す。

甕B (103-105) N字状口縁の退化したもので

あり、 「N」字状tJ緑外面の上下は肥厚する。 lI緑

内面には、頸部との境に凹線をめぐらす。 104は、赤

褐色を呈し、 lこ石か溶け出しざんぐりした信楽焼独

特の焼きを示している。

甕C (106-107) 内弯して立ち上がった口縁部

は、丸くまとめられる。外面に 4条の凹線をめぐら

す。 106は、口縁内面に木葉を焼答つける。 106は、ロ

径49cm前後である。茶色を呈し、かなり大ぎな砂粒

も含む。同様な形態をもつものに107かある。

(8) 木製品

漆器椀 (108-110) SD31・36・37より 5個体

分出土している。 108は、口径11.2cm・器高3.5cm。

109は、口径16cm・器高5.6cm以上。 108は、高台まで

ケズリ出したもので、外廂黒漆• 内面朱漆をかけた

ものである。 110は、内外とも黒漆をかける。 109は、

朱漆地に外面のみ黒漆で文様を描く。この他に、黒

漆地の内面に朱彩したものもある。

曲物 (111-114) 底板・ 蓋板と思われるもので

ある。側板を竹釘で固定するもの (Ill).金具で固

定するもの (114)かある。 111は、径12cm、厚さ 0.7

cm 
゜
下駄 (115-117) 連歯下駄 (115・117) と差歯

下駄 (116)の二形態かある。連歯下駄には、大人用

(115)・ 小人用 (117)がある。 115は、長さ 21.4cm・

幅9.7cmで、台部は隅丸長方形となる。前緒穴は、や

や右寄りである。閑部は、ノコキリで切り出される。

後歯の摩耗か著しい。 117は、長さ 13.6cm・幅5.8cm

で、台部は方形である。歯部は、比較的高い。前緒

穴は円形であるか、後緒穴は、 2穴とも菱形となる。

差歯下駄 (116) は、「露卯」構造のもので、両伯

とも・・.穴の方形枯穴をもつ。台部裏向は、舟形に面

取りされる。長さ 24cm・幅 9cmで、台部は隅丸艮方

形となる。

井戸枠 (121-123) SE 55の最下部に井桁状に

組まれた井戸枠である。井戸枠は、束• 西・北とも

板目取りしている。井戸枠は、 85cmX22cmの板材を

各々対角線上の二限を方形に切りおとしている。厚

さは、 2.4-3.2cmである。長辺は、北の枠以外では

僅かに弯曲しており、立ち割ったものと考えられる。

井戸の内側にあたる面は、大きな波形の加工痕を僅

かにのこしており、削られたものであろう。外測は、

裏ごめに使用された礫か接触して、成形時の形状を

ホさなし‘。

(9) 石製品
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石臼 (118-120) ともに粉挽き臼であり、下臼

(118・119) と上臼(120)かある。 118は、径14.0cm・

高さ8.4cm・ ふくみ0.4cm。 8分画の 6条溝のもので

溝の断向は V'戸形となる。 119は、径14.4cm・ 高5.1

cm・ふくみ0.5cm。 8分両 5条溝てあるか 1分画及至

2分両は 6条溝となる。 120は、径15.2cm・高8.0cm・

ふくみ0.8cm。 I::.緑翡 2cm・輻2.4cm。8分画 6条溝

のものである。

;
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］
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第94図 SE55井戸枠実測図東• 西• 北（内面 1: 8) 
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神ノ木館跡の発掘調査は、館跡の南部分に限られ

たが、東西48mX南北60m(推定）の土塁と濠に囲

まれた館跡であることが判明した。また、出土遺物

は、室町後期から江戸前期を中心とするものであり、

この時期の貴項な森料を得ることがでぎた。以下、

遺構及び遺物についてその問題点を指摘して結びと

したし;0 

1 . 遺構について

館跡士塁内の規模は、東西32m(約18間） X南北

40m (約22間・推定）である。明らかに館跡に伴う

と判断している遺構には、土塁・ 内濠・外濠以外に

建物5棟 (SB 11-13・S B 27・SB 33)・S K 10 

・S P22-23・SD 2・SD 9・S D21・S D24・ 

S D26・S D30がある。

建物跡のうち 2棟は、門跡と考えている SB27・ 

S B33であり、その位置からみても間題ないであろ

う。ただ、形態の異なる 2つの門が同時存在したか

については、疑問ものこる。

郭内の建物群は、館跡以前の建物と考えられる可

能性もあるか、塁濠と棟方向を同じくし、同ー場所

での建替えであり、館跡の中央部を区切る SD9と

並行することなどから名えて、館跡と同時期の所産

と考えてよいであろう。そして、郭内の建物群は、

はは同一空閲における建替えであり、郭内で一定の

機能を恒常的にもつ建物と考えられる。母屋は、館

跡の北半分に存府したものと推定され、また規模か

らみても母屋とも思われず、母屋の前面に建つ建物

と考えられる。

建物は、柱穴に巨大の礫を詰める例か多く、根石

として用いたものであろう。

室町後期の集落跡の調査例は、さはど多くなく、

むしろ城館跡の調奇例か多い。
⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

寺垣内館址• 野元坂館址・消水北館跡・川北城跡

では、掘立柱建物を検出している。一方、正法寺山
⑯ 

荘ては、礎石建物を検出している。正法寺山荘は、

寺院的性格を具備するものであり、他の城館とば性

格をやや異にするものであり、この時期でも掘立柱

建物が多かったことを示している。ただ、本館跡の

母屋の構造については、不明である。

2. 遺物について

館跡に伴う土器類は、士師器・瓦質土器・陶磁器

である。これらは、室町時代後期15世紀後半から江

戸前期に至る時期か考えられ、館跡の存続時期を示

している。

出土遺物は、揺鉢をはじめとする日常雑器が主流

を占め、天目茶椀• 水指等の茶道に関係する陶器が

ある。その機能からみた土器の組合せは、調理形態
⑪ 

（伊賀焼揺鉢） ・煮沸形態（土師器鍋） ・供膳形態
⑫ 

（土師器皿・陶器皿・陶磁器椀） ・貯蔵形態（伊賀

焼壺．甕）となる。

各種の遺物のうち、同一器形で長期間使用された

ものに土師器（皿• 鍋） ・陶器（襦鉢• 天目茶椀）

かある。揺鉢は、本遺跡出土遺物のうち最も多い器
⑬ 

形であり、 5類に分類した。伊賀焼揺鉢の初現をい

つに求めるかについては、未た不明な点が多い。然

るに信楽焼播鉢の標式とされるものに「長禄 2年」
⑭ 

(1458)銘をもつ播鉢かある。フリーハンドで 4条

を1単位とする筋目は、内面を六分割する。口縁端

部は、外反し内傾する面をもつ。

本遺跡の揺鉢A類としたものは、筋目が櫛状工具

により底部からかぎあげられたもので、筋目の分割

数も増し、 「長禄 2年」銘のものより若干後出する

ものであろう。襦鉢A類の実年代を15世紀後半を中

心とする時期と考えたい。襦鉢B類は、赤褐色を呈

し硬く焼ぎ締められたもので、筋目の分割数も20区

固程のものである。襦鉢A類に続くもので16世紀前

半の所廂と考えたい。揺鉢C類では、播鉢に一つの

大きな変化か認められ、施釉陶器としての揺鉢が出

現する。信楽における本格的な施釉陶器の展開は慶

長以降はじめられた点都の施釉陶器の影臀を色濃く
⑬ 

うけていったものと考えられている。従って、襦鉢

C類の中心時期を17世紀前後と若え、 D・E類は江

戸前期の所産と考えられる。また、 D・E類で顕著

になる口縁の形態は、備崩焼揺鉢に似通っている。
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それは、瀬戸系襦鉢にも認められ、 「瀬戸系統の笈

濃廂揺鉢か少なくとも 16世紀に人って、古時機能的

に勝っていた備前焼播鉢の形態の校倣に走ったこと
,Iり

か想像で苔よう。」とする指摘は要を得ているたろう。

たた、本遺跡の D・E類か備前焼の影評を受けたと

は即断で苔ない。史に、 D・E類の時期を 17世紀と

考えておリ、その伝幡の時期・経路については、尚

多くの間題1,¥をのこしている。

{. l楽・伊賀の襦鉢は、安士• 桃山時代以降茶陶窯

として発逹するまで、壺• 甕とともにその生ilを支

えた器形てある。木津川沿いに滋賀・求部 j几虹に商

品ルートを拡げている。また、正法、芋山荘でも A類
岱

か出上しており、伊勢方面への流通も充分考えられ

る。伊勢ての調介例か少ないため、又濃・瀬｝；系の

揺鉢との競合関係及び伴出遺物による時期決定は、

if料の増加を待ちたし'0

3. 神ノ木館跡の館主について

大野木地内には、 Hl 上兵庫館・— :-1皮（南）氏館・

広山氏館・ [,i] 柴• 久保出氏館・直居氏館・竹鴫氏館・
⑭ 

木沖氏館の館上が比定された 8ヶ所の城館跡の他、
⑳｝⑳‘  

神ノ木館跡・大辺神社!Li礼地・泊水北館跡・城山城

跡の 4ヶ所の城館跡か存在する。一方、地誌本等に

心載された士豪の中に、その居館か不明なものに守
⑫ ⑭ 

田又八郎（『参名伊乱晶』）、増井氏(『 J干］地品』）、

今岡令冶• 泊水金吾．，畠沢久左衛門（『藤堂藩無足

人調心』）があり、神ノ木館跡の館tか彼等の一人で

ある可能性がある。

また、隣接する竹鴫氏館の北外郭線と神ノ木館

跡の南外郭線かはほ‘、上致することから、竹嶋氏館の

一郭と名えることもてきよう。ただ、伊賀地方の中

批城館では、 2-3家か隣接して館を構えることも

多く、本例もそのイ列である可能性か強い。

以［：の様に、神ノ木館跡の館主を決定することは

積極的査料を欠き、現在のところ不明と言わさるを

得ない。ただ、館跡か、柵（垣根）で囲まれた屋敷

地を史に発展させた［坊禦施設であり、館主か村落に

おける有力農民てあることには相異ないであろう。

（駒田利治）

<,, I:> 

① 竹飢氏館J)尤 /!IllメIは、 ',';-.; 位、り/¥fl拓他，は1戊地域直跡地111』

叩',¥教11委li会 1970 による

また、神ノ木館跡の調炉iり‘文測[<Iは、 ，,r大学1/f史研究会1恥

始占代史部会 ltiり川嘉宏・ ii尻健• 広岡貞之• 野川修久，，名氏 I

及ひ••交不動州株式会什の協｝］を得た。出して謝，心を｝、する

次第てある。

② Ill辺昭他 『掏邑占党址群 I』 t・ 安学園打古クラブ

1966 

③ 稲加評也 『1-L器椀の成立ど展[if] 余良時代，＇じ色 I器 l・人

からぶ町II.¥代火鉢1+、への系，壻 —9 』 『II木lif史名占・;:,;倫叢』

2 1968 

④ 伊買地））にお ir る最終木の .1-L器椀は、この他に木:1•氏館ても

}d;fされてし，る，'

森削稔 「本ボ氏館」 本報：';-,杯X参II竹

⑤ 満岡忠成 『｛，，楽伊Y'i』 1976 

⑥ Iく村登良男 「、)Jll内館址」 『束名［坂近路坪蔵文化財，凋介

報：見l ・.'[(県教fl委li会 1970 

⑦ 谷本鋭次 「野）し坂館跡」 l,i] !・. 

⑧ 1975年 木ボ川河川改修1州に伴い• 印',¥教ft委li会か発掘

凋介．を実施した。

⑨ 1978弁 宅地辿成に伴い，1月h教行委員会か発掘，凋介を‘より但し

た，〉

⑩ /JI藤見や他 『正法かil直跡発掘調住報：＇［』 第 1次～第 3

次 ［りUlllJ教行委員会 1978-1980 

⑪ 調岬形態こ属 iる：Ii I嵐物には、他にイ i「1かある。

⑫ 供膳形態に属する出 I辿物には、他に漆盛椀かある．，

⑬ 本館跡出 Lの揺鉗9は、 91~94例を除い 1すへて伊買焼てある：
83例は、外げIiに粗いハケを用しヽており、他のものとやや r法

か異なり、伊賀焼とは即断しかねる，

⑭ 刈I訊止彦 「｛，，楽と伊賀」 『H本の H,/:j』 ~oJ69 1980他

⑮ ,,1⑭に l,ijし

⑱ 大橋康 「中 tu揺鉢名(2I」 『名古学／ヤーナル』 褐 177

1980 

⑰ 鈴木 ir 治• 松藤和人 『[,;)心杜キャンパス内出 Lの遺構と直

物』 [,i), じ社大学校地学術調介委員会 1978 

松藤和人他 『）；（都府田辺町都谷中 111:館跡』 [,,).,!,、fl大--;:

校地学術，凋介委員会

丸山氾I' 『観音9 ふ城跡坪伽凋介恨：';-,';'』 滋賀県教介委

li :'.t 1971 

刷庚1呆明 『富山直跡発掘，J恥杞概要』 ii鱈＇（県教行委 H会

1978 

⑱ 叶⑩に [,iJし

⑲ 『川の中柑城館』 ボ県教ff委員会 1976 

⑳ 神ノ木館跡の北束30.0mにP斤hし、旧社地と苔れてしヽるか、

州人学歴史研究会原始古代史部会のiW!贔調介ても、館跡て

あったことか推定される。

⑪ ,，i⑧に 1,;J し，，藤党藩無足人凋，月に、 \,'i 水令柄の名かみえ、;,•;-

水氏の館跡てある可能・!'Iかある。

⑫ 菊I副如幻著・沖森伯．．郎編輯 『参名伊liL,;じ』 1974 

⑳ 藤堂）しill 『,:/EIJ也品』 1763 
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ふけ

XII 上野市大野木 婦毛遺跡

1 . 位潰・地形

上野市南西郊の七本木・法花地区の諸支谷の雨水

を集めて北東に向って流れる岩根川は、大野木・大

内・守田の地区界付近で、伊賀盆地を北流してくる

木津川に合流している。

婦じ遺跡は、この合流点、より 330m r・. 流の岩根川中

流左州の標閥141-145mの複合扇状地及び自然堤

防卜→に位沼し、行政いょ卜＾野市大野木字婦毛に属し

ている。

A区は南出地区から北山地区にかけての集落西方

の丘陵地の東側に形成された複合扇状地の堆積面上

に乗っている。複合扇状地の堆積形成要因には次の

2点か考えられる。ひとつには北山地区集落南方の

丘陵が雨水によって開析され、この開析過程で多く

の岩屑か北東方向へ運搬された事によるものである。

この運搬作用の範囲は145mの等高線に及んでいる。

さらに南出地区西方の丘陵でも同様に、雨水によっ

て開析された岩屑か折々の岩根川の氾濫によって北

東力向へ運搬されていたものであろう。この___:_者か

部分的に重複したり、ずれたり等の作用のJ繰返の中

で、 A区の地形が形成されてぎたものと考えられる。

複合扇状地の傾斜は方向を定めかたいが、おおむ

ね西より東か低く、傾斜はこれに沿って扇状に廻っ

ている。

B区は裔芝地区南西から清水地区にのびる自然堤

第95図遺跡地形図 (1: 6000) 
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防の末端部に乗っている。岩恨川の大出水のとぎ常

流水路の両側に水かあふれ、上記の岩屑や上流の土

砂が堆積して、巾100m前後の自然堤防か岩根川より

離れること最長で150mの場所に形成されている。

この堤防の下に続く田は、

と言われ、湿田か多く、

この地では新しい開発

いわゆる後背湿地となって

2 • 遺

発掘調介は全体て約800m汁こ及んた。

に 1直土広• 溝を検出したが、

物は数えるはどである。

A区

A・B区とも

これら遺構からの出十．遺

西；・mで近世のt砿 4凡、東部ては近世の溝

1個所を検出した。 ), し本的な順序は、第 1114として

暗灰色砂質士の現耕作じか20cm煎後あり、第 2層に

は賠茶褐色 LのItLか10cm続き、第 3)汁に20cmはか

りのやや青味かかった黒灰色土がみられ、第 4層に

至り砂礫を含む黄褐色砂質土の地山となる。第 1層

～第 3層に士師器細片及び陶磁器片か己含されてい

た。土帥器片は全体で少贔であり、陶磁器片は A区

南東角でやや密となっている。

ml-｝
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・I 

， 

［ F 

疇

第96図
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A区遺構乎面図 (1: 300) 

いる。地名も婦毛あるいは黒土となっている。

すなわち B区は自然堤防末端から後背湿地にかけ

ての斜面を削平して開田された個所に位沼している。

このため、地表囲ははぱ水半となっているか、遺構

検出面は南西より北東へなだらかな斜面となってい

る。

構

SKI A区西測の中ほどで確認した半円形の土

坑である。規模は径約 1m、深さ約20cmである。埋

土卜＾層は暗茶褐色枯質土であり、下層は黒掲色枯質

tである。

しヽる。

SK2 

辺70cmの方形のものに、 U:径130cm・短径70cmの怜円

形の土坑が爪複した形となっている。

の士坑部分には、径30cm・深さ 20cmのpitも見られる。

このpitと土坑との関連は不明である。

SK3 

SK4 

5D5 

B区

この卜層からは氾机陶磁器）「か出 tして

SKIの東側に近接する i:.坑である。 ― 

さらに、力形

A区西測の SKI・SK2より少し南か

ら検出された複雑な形の土坑である。 1辺120cmのは

ほ方形と径 1mの不柊円とを40cmX 70cmの短形の形

がジョイントしている。前 2者の形の中に各々、径

40cm・i菜さ 20cm程度のpitが 1個所ある。

SK3の南側で検出された七坑である。

径110cmX 90cmのやや短形のくずれた形をしており、

中心部には径35cm、深さ 20cmのpitかみられる。

A区東側の中はどで東西に 6m程の長さ

を持つ溝である。巾は 1m強、深さは30-40cmであ

る。溝の底部か北に偏っているため、溝の断面を見

ると北は急傾舒となっているか、逆に南は緩傾斜で

あり、この部分に径20cm前後のpitか 3個所ある。溝

の東端は、径50cm・深さ 20cmのpitで切られており、

西端は北西に向って終っている。 その他、上記以外

に土坑と pitを合計して、28ヶ所の遺構を検出したか、

纏りあるものには至らなかった。

確認でぎた遺構は近世の土拡が 2基、近世

の溝 4個所である。すべて、調査区酉半に属してい

る。層序は明瞭な繋合をなしており、第 1層か15cm

の厚みの黒灰色砂質七、第 2層か20cmの厚みの茶黒

- 132 -



灰色砂質土、第 3層が 5cmの厚みの黄褐色土、第 4

層か20cmの厚みの茶褐色黒色土、第 5層が 5-25cm 

の厚みの暗褐黒色粘質土、第 6層が 5-15cmの厚み

の黒色土、第 7層か 5-10cmの厚みの暗黒褐色粘質

士、第 8層が黄褐色粘土である。第 1. 第 2層が耕

土、第 3層か床土、第 8層か地山で、第 1-第6層

までが遺物を包含している。第 1-第 3層は主に陶

磁器片を出土している。第 4層はマンガン粒斑状の

多い層で、土師器片を主に出土しており、第 5-6

層は稀に土師器片を含んでいる。また、第 6層は有

機物を多量に含み、墨に近い黒色を呈し、地名「黒

土」の名のとおりである。ただし、第 5-7層は B

区の北東部ナに限定される。土師器片の出土状況は

B区中央部で密、溝北部でやや多いという状態であ

る。陶磁器片は標高142.0-142.4m のゾーンに均—→

に出土している。

SK  6 B区北辺に位置する七坑で、半分はどは

未検出である。大きさは推定長径 4m、短径1.5mの

楕円形で、深さ 30cmである。

SK  7 B区の中央付近にある土坑で、ほぱ楕円

形である。大ぎさは長径 2m、短径 1m、深さ 20cm

である。埋土は暗黒褐色粘質土である。

5D8 SK6の東 2mに位沼し、 SK7及びSD

9 -11の西側にある溝である。規模は延長5.5m、巾

40-SOcm、深さ 6cmで、形は南から北へ徐々に拡大

していき北靖で半円形で終っている。

SD  9 S DIOの西側にはは接した溝である。規

校は延lこ6.5m、巾10-60cm、深さ 20cmである。

5D10 B区内辺寄り iに位附し、東に SDll、

西に SD9か近接しており、はぼ南北に伸びる溝

遺物の多くは細片て、約500点出土している。殆ん

どか土師器、陶磁器である。

1 . 土師器

皿 (2・3) i: 帥器の細片は 160、l訊を数えるが、

復尼でぎる遺物は皿くらいで、列んどか細片である。

いずれも［］径 9cm煎後、器翡 2cm程度の小皿で、胎

~ 
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第97図 B区遺構平面図 (1: 200) 

である。規模は廷長12.5m、巾50-SOcm、深さ 15cm

であるか、南北端は未調在区に続いている。埋土は

茶褐黒色土で、襦鉢• 土師器片を出土している。

5D11 SDIOの東側50cmにある溝である。規

模は小さく、長さ 3.3m、巾10cm、深さ 3cmである。

その他の遺構として、pitを8個所検出しているが、

纏りはない。

3. 遺 物

土には小石と金雲母をふくみ淡橙色を呈している。

2. 陶磁器

染付椀 (1・10・11) 白黄色の地にくすんたけ

色で箪花等か描かれた細片か12、1,¥ある。 1は高台内

に「香山」と記されている。

徳利 (4) 口径3.2cmで、黒褐色の鉄釉か施され、
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三"-~'口~{
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-

20cm 

第98図上器実測図 (1: 4) 

胎七は緻密で、焼成は良好てある，

鉢 (5) 口径15.2cmで、 IJ縁部すく下に幅 1cm 

高さ 5mm禾ー＇［度の突閉がめぐる。口緑部内外頂 iは横ナ

テ調繋かきれている。胎土に小れを多く含み、淡黄

橙色を呈する。

擢鉢 (6-8) 施釉のものか17、'・閲ある。 6-8

はいずれも内直iに筋目が密に施されている。色調は

6か茶色、 7と8か淡茶赤色を呈している。その他

に器形不明の細片か170、,.'i,はどある。

3. その他

以上の他に須恵器片、瓦器）｝、、ド瓦片、鉄製品な

どか出士している。須恵器は大甕の刷部破片で、外

面には格 f状の Ll[l目か施されている。鉄製品は長さ

4 cm、断而 5mm四方の角釘が 2点と他に 2点J廿途不

明のものがある。

4. 結

今同の調代で検出された遺構は多数のpitとL坑、

溝である。pitは発掘区の各所で検出されており数も

多いか、掘立柱建物や柵列のように東各然と並ふもの

はなかった。又、士坑や溝についても遺跡の特徴を

ぷすものではなく、これらの検出状況から今回の調

杏範囲は遺跡の中心ではなく、周辺部であろう。

又、出tした陶磁器等の遺物も中世にさかのはる

ものがないところから婦も遺跡はこれより南の自然

堤防上に中心をおく近懺以降の梨落跡と思われる。

地名語源と発掘について、若干ふれてみたい。地

名「フケ」は、深f-£lとか沼沢地を立味する言葉てあ

る。遺構の層序で辿べた如く、上の中心は黒色系の

枯質土てあり、とりわけ B区第 6層は墨に近い黒色

吾
二
1
1
"
 

で、有機物を多含している。試据時に昔の賠渠を掘

りあてて、しヽ苔よしヽよく湧水してぎたグリッドもあ

った。これらの t;実は、かって湿地であったことを

如実にポすものである。婦已遺跡の「フケ」も深田

とか沼沢地の状態から地名か生じたものと名える。

尚、 「フケ」にあてる字として、鈴鹿郡ては「布
け なかふIt ① 
気」、員弁郡では「長深」か用いられている。当遺

跡の「婦毛」の字は、全国的にも使用例かないので

はなかろうか。呼称の！開始時に何か歴史的事央か存

在していたのだろうか。 （森航稔）

〈,,t〉

① 山中襄）＜『地名語源辞典』 1968 
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XIII 上野市摺見

卜寺遺跡は比自岐神杜の北東約600mに位置し、行

政的にはl浬^ 野市摺見T上寺に属する。この遺跡は歴

史時代の周知の遺物包蔵地（県遺跡番号3137) とし

て登録されており、現況は水田と畑である。

また、石神塚 1・2号墳は比自岐神社の約 1km北

束に位骰し、 上野市摺見字ーノ井に属する。 2号墳

は周知の古墳（県遺跡番号3138) てあるか、現況は

油J墳共水田中に墳丘がわずかに残る草生地である。

上寺遺跡と石神塚 1・2号墳は、昭和54年度県営

圃場杷備事業 L野南部地区の予定地に含まれた。そ

こで、この取り扱いについて県農林部および上野耕

地乍務所と協議したところ、上寺遺跡はまず夏李施

行分について、遺跡の範囲、遺構の有無確認を目的

とした試掘調令を実施することになった。そして、

6月7日から 11日までに 4mX2mの試掘坑を 15ヶ

かみでら

上寺遺跡他

所に設定した。この結果に桔づいて再度協議し、可

能な限り ~t両変更したが水路予定地は本調査を実施

することになった。これと併行して、遺跡地内で発

見された「親王塚」と呼はれる小円丘も発掘調介す

ることか決定した。

方、和神塚 1・2号墳は協議の結果、墳丘残存

部は現状保存し、既削中部分については事業か実施

されることになった。このため、両古墳の規模確認

を目的とする試掘溝調在を実施することとした。

上寺遺跡と親王塚、石神塚 1・2号墳の調企は、

昭和54年 7月9日から27日まで実施した。この間、

秋李施行地内の上寺遺跡について、 4mX2mの試

掘坑を24ヶ所に設定した。この結果、遺構・遺物が

広範囲に確認され、協議により設計変更かなされて

遺構面の削平はまぬがれた。

□疇
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第100図追砂地形図 (1: 5000) 

1 . 位

調在に際しては、地元土地改良区、 卜野耕地事務

所、工事請負会社等の協力を得た。記して謝したい。

比自岐盆地における弥生時代以前の遺跡(2- 5) 

は詳らかではないが、盆地周辺の丘陵上には百基以

上の円墳が存在する。古墳時代の遺跡 (5-12)や
① 

前方後円墳は盆地北側に多い。南側には、 6世紀を
② 

中心とする小規模な集落跡である馬場西遺跡 (12)

かわずかに知られるのみであり、古墳も前方後円墳

は存在しない。古墳時代前期までの集落は盆地北側

の山裾を中心とし、後期には各所に分散する。

ところで、盆地中央の水田地幣には比自岐独自の

方位 (Nl6°W)を持つ条里遺構か良く遺存していた。

そして、この条里とは不整合な方位で、式内杜であ

る比自岐神社か鎮座する。この条里や神杜の成立期

は知り得ないが、盆地東方の水田地帯に立地する上

寺遺跡の周辺には「•ノ井」· 「ニノ井」の地名が残

窟

る点も輿味深い。古墳時代までの谷水田を中心とす

る生活から、盆地中央部への進出は用排水の問題を

解決する必要かあったであろう。 卜寺遺跡は、 7世

紀以降を中心とした集落跡であり、その立地は前代

までの山裾とは異なり、、ド野部に位凶してしヽる。

平安時代から鎌倉時代の比自岐には貞観寺の比自
③ 

岐荘や神宮の御硫〉が設罹されていたボが文献から知

られる。 一方、考占学的には馬場西遺跡についでlこ
⑤ 

寺遺跡からも緑釉陶器や、いわゆる志摩式製塩t器

等も確認された。また、上寺遺跡西万には「夕部柿」

と呼はれる史跡かある。これは「御幣寺」の跡であ
オンペガキ

り、 「御枠所」の転化であるとされ、 「御部柿（タ

辺柿）は当寺（御幣寺――筆者）の境内にあり」、
⑥ 

「太神宮御厨なり」とする況もある。 「神鳳鈴」に

伝える「比自岐御厨」は、 11丁余あり、 「御神酒代

布卜七段白布八反並苧」を貢納していたという。
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2 . 上寺遺跡

調ft[べは水屈各地区とこれに前後して調代した39ヶ

所の試掘坑とに大別される。水品各地区は原削的に1[11,¥

3 m、にさ 94mの試掘溝調介てある。 39ヶ所のぶ掘

坑も 4mX2mの規校てあり、いずれも各遺構の仝

貌や‘性格を明らかにすることはでぎなかった。しか

し、各地、点とも飛息時代から鎌介時代頃の多様な遺

物か出tし、広範囲に及ぶ集落跡である・Jが明らか

になった。

なお、水路地区の方位は現存条里とはほ‘‘一致し、

その位置も大略坪界に相当する。そこで何らかの関

係する遺構の存在が想定されたか、確認するまでに

は至らなかった。

層序は全般的に、耕土やI未iこの下に遺物包含層で

ある茶褐色砂質土が堆積し、地山は茶褐色等の砂礫

土てあり、遺構面の深さは20-60cm程である。

1 . 遺 構

SKI 小穴か並ぶか不規則であり、建物や柵等

とは若え難い。出土遺物はなく、時代は不明である。

5D2・6・7 この 3条の溝ははぱ平行する。

共に浅いものてあり遺物は出土しなかった。耕作に

閃係するものとも考えられるが、現存条里とはその

方向か異なる。

SK3・4 略円形の土坑であり、川原石か混入

している。自然の落ち込みの可能性がある。

SK5 行を約30cm、深さ 5cm程の小穴だか、 「承

和昌買」('1I65)か28枚以!・出十．した。，，式掘坑No.4て

確認した SDISの延長部分にも相当するため拡張し

たが、 SD15等の遺構は認められなかった。

5D8 調在溝を斜行する幅約70cm、深さ約10cm

の溝である。出土遺物はない。

5D10 やはり斜行する溝であり、幅40-50cm、

深さ 10cm前後を測る。小型短頸壺(1)が出土した。

SK11 径約80cm、深さ数cmの略円形土拡である。

出土遺物はないが、 SK12等と同時代であろうか。

S K12 不定形な土琺であり、長辺約 2.8m、短

辺約 1.2m、深さ数cmを測る。中央東寄りに長さ約

20cm、太さ数cmの自然石が直立し、この南側40cm程

の土坑底面が焼けていた。そして、この焼土付近か

らは須恵器(2-4)や土師器(5-6)が出土したの

で、カマドの付設された翌穴住居が想定された。そ

こで、調査区墜面観察をする一方、記録後のダメ押

しとして腎穴住居を想定して掘り進めてみた。しか

し、やは可腎穴住居とするには至らなかった。

S K13 長径約 I.Sm、短径約 1.2m、深さ20cm

程の不定形な土坑である。 3個の川原石以外は出土

しなかったが、 SKl2と同時代のものであろうか。

S K14 径約 1m、深さ数cmの円形土琺である。

土師器片を出土したのみであり、詳細は明らかでな

いか、周辺から出土した類似する土器は 7世紀前半

頃の所産である。

S D15 No.2の試掘坑を斜行するものであり、幅

約 1m、深さ約20cmを測る。

埋土内からは 9世紀前半の土器が出土した。

SK 16 No.4でその一部が確認された、深さ 10cm

程の浅い土琺である。埋土には炭化物が見られた。

SK 17 No.13の南東隅付近で検出された小穴であ

る。近接して自然の落ち込みが認められた。

S D18 秋作施行予定地内の試掘坑No.20て検出し

た細しヽ溝てある。須恵器片か出士した。

2
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第101図 発掘区杓面図(1: 2000) (夏デー施行区）
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2. 遺 物

水路地区出土品 (1-24、'.1/64-65) (1)はSD

10出上の小叩J知頸壺である。他には伴出遺物はない。

(2 -6)はSK12出土の—括査料である。須恵器の

杯(2-3)は口径が 8-9cmと小型であり、底部は

ヘラキリのままである。杯(4)はかえりか短かく直

立し、底部はヘラキリのままで平らである。口径は

10cmを測る。 (6)は 2段斜放射暗文を止める。胎土

や色調をはじめ、成形・調整技法に至るまで、坂田
⑦ 

寺の SGIOO出土例に良く類似する。

図ポで苔なかったが、土師器の長甕の破片も出土

している。これは口縁部内外はヨコナデを、体部外

面にタテハケを施すか、ヘラケスリの技法は見られ

ない。淡黄褐色を星し、金雲母微片や小石を含む。

じ記以外の (7-24・''/64)は水路地区且含層出十＾

である。 (7)は内外に淡緑色の釉を施した緑釉であ

る。小野Jの壺類であろうか。 (10-12)は(57)と共に、

今!nlの調仔て出上したL年逍跡における最古のt器

といえる。 (18-19)は(6)と[,i]様な賠文を施す L帥

器であり、[,,]時期の所舛：てあろう。 (18)は砂和かti

立ち、やや軟質である。 (22)は近汀刑と呼ばれるに

⑧ 
甕てある。 (23)はSKl4の西 }jから出 I:したものて

ある。月[,]部がややKくなってしヽるか、いわゆる K甕

とは別なものてあろう。各らに鉄製紡錘中(24)も出
⑨ 

tした。紡苓の［米）『!hi形は }j形を早し、挿人名⑬分には

方筒形の袖助）廿部品かみられる。 ('i/64)はしヽわゆる

志、中式製塩十．器てある。細片てあるか20片札＇出 Lし

ており、 4個体分以卜炒仔介したらしし・‘。 ('1/65)は

SKSから出 I.した「承知昌賞」である。錆化して

いるため、確認、てきなしヽものか多し、か、観寮可能な

6例は全てか「承和昌賞」てある。判，9、Iピ不能な例も

全て [ii]形同大であり、別柾のものは含まないと打え

られる。直径は2om1m強を測り、 「承和昌費」どして

⑩ 
は小様である。取りあげる＇ドができたものは 28枚で
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あるか、本来はもう少し多数てあったらしし‘。

試掘坑出土品 (25-63) S Dl5出 Kのt帥器皿

(25-32)は、 11径か12.5-15cmを測り、技法や色調

＾『も共通するか、 (33)のみか別形式であり、焼成は

良好て橙褐色を旱する薄丁・.のものてある。また、，児色

じ帥器Aの鍋(34)も出 Lした。 S Kl6出!:I. 器 (35

-42、47-50lは、情的には多くはなしヽか、良好な

括介料てある。 (35)は11縁端祁か屈I廿Iして直立する

i灌1ji器 /Illである 0 (40)は小片たか黒色 t帥器Bらし

しヽ 椀てある。 11縁端陥内旧に沈線を持つか、 I隋文等は

不明てある。 1、し器椀(41)は深しヽ杯部に闘し、高台かつ

き内外に人念なヘラミガキを他す。底部内川iには11{1

文かなしヽようであり、内頂iのヘラミガヤとは明らかに

No. I 質 器形，
しさ cm

Ll 径丁涵―□祠

異なる多方向のナデを施す。器高指数は42である。

(42)も瓦器椀であり、ヘラミガキは密である。しか

し、口径か大苔い反面、高台は(41)程高くなく、器

高指数は35である。暗文は密に施したジグザグ文で

ある。 (47)は小型の瓦器椀である。銀黒色を呈し、

細砂粒を含む。小片だか、火欅らしく変色した部分

が見られる。 (48)は台付皿であり、瓦器としては類

例の少ない器種である。口縁部の内外には入念なへ

ラミガキを施し、暗文はジグザグ文である。 (49-50)

は瓦器皿である。口縁部が深く立ち卜リ、入念なへ

ラミガキと暗文を持つ。 (43・51-54)はSK16の覆

土から出土したものである。瓦器椀(43・54)の暗文

はやはりジグザグ文ではあるが、その間隔は大きい。
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1

1
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韮
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1
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名

上

ー

皿

杯

甕

椀

甕

錘

長

紡

ロクロケズリ逆時叶廻り
ロクロナデ時叶廻り

I砂含

外囮にツギメ

底部外面ヘラケスリ

ロクロナデ時計廻り？

ロクロケズリ・ナデ共時
叶廻り

ロクロ方向不明

ロクロナデ時叶廻リ

ロクロ方向不明

ロクロナデ時計廻り

内面乱ナデ

ロクロ方向不明

ロクロナデ時計廻り

ロクロナデ時計廻り

底部ヘラケズリ

底部外而ヘラケズリ？

[1縁部内外ヨコナデ、ハ
ケ 4- 5本/cm
晴文・ヘラミガキ共
幅 2%弱

[]縁部ヨコナデ時討廻り
ハケ 6本/cm
口緑部ヨコナデ外面にツ
ギメ

紡茎に方筒形の補助具が
イ寸 ＜ 

砂含

砂多含

砂含

良灰 色半欠

硬灰 色はば完成

良暗灰色
11緑部小残
底部は％残

良灰 色ほぼ完形

砂含良

精良硬

精良硬

砂含硬

砂含良

砂少含 良

砂含良

砂含

精良

精良

砂含

砂含

良

良

砂含硬

砂含硬

砂含良

淡黄褐色小片

棺褐色暗文

灰色
内外に薄く淡緑
色の釉を施す

白 灰 色 小 片
薄く全面に施釉

淡黄灰色釉は剥離

灰 色外面に灰かぶり
4ヽ片

黄灰色小片
内外に灰かぶり

暗灰色

灰色

片

片

片

、

、

、

-

．

―

―

 

I

I
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色

色
灰

灰

賠
9
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良

硬

含

含
砂

砂

色

色

色

色

灰

褐

褐

灰

暗

橙

橙

．
 

硬

良

良 明茶褐色

黒色

砂含 良 i淡茶色

砂多含 良 I黄褐色

内外に灰かぶり
小片

小片

[]縁部％残

暗文

昭文
図 L復厄

小片

外面ヘラケズリ？
小片

歪み有

黒斑^
口縁部％残

紡茎下部は遺存

第7表 水路地区出士遺物—覧表
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第104図

'------ーし二＝＝二こご：.,  62 

試掘坑出土土器実測図 (1: 4ただし63のみ 1: 2) 

(SD15: 25-34、SK16:35-42・47-50、SK16覆土： 43・51-54、
No.11 : 55、No.12: 56、No.13: 44、Nol5:45-46・59-62、No18 : 63、No.27: 57-58) 

(44)はNo.13の包含層から出土した瓦器椀である。外

面にヘラミガキを残し、暗文は連続輪状文である。

器高指数は35を』!11る。 (45-46・59-62)はNo.15の包

含層から出土したものである。 (45)は外面にヘラミ

ガキが見られず、内面のヘラミカキも疎らである。

暗文は渦巻文らしく、器高指数は31である。 (46)は

細片のため詳らかでないか、内面ヘラミガキと一体

化しない暗文を持つようである。他遺跡の類例から

類推すれば、高台を持つ瓦器椀としては最終の形態
⑪ 

ロ縁端には沈線があろう。 (60)の高台は高であり、

糸虎端;'fl¥;か水‘ドにI附ぎ、 Ll緑部にはヘラミカキを持た

なし‘。 (55)は橙褐色を '1'し、焼成冷も良好なじ帥器

冊て~あるか、 (6)等とはll合t冷も異なり、 II;";文を打

たない。 (63)はサヌカイトの剥片である。

ィングは見られるか製品とはいえない。

ブランテ

3. 小 結

比自岐盆地の瓦器 S K16出土土器は11世紀の良

好な一括資料である。 (41)は(42)よりは、少くとも

型式学的には先行するものである。小型椀(47)は類

さの割には薄手である。瓦器皿(61-62)は浅く、 ロ 例の少ない器種であり、 その色調や胎土、 また、 火
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器

器

器
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器

器

器

器

師

師

師

器

師

師

恵

師

器

器

器
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皿

皿

四

皿

皿

皿

皿

皿

皿

鉢

皿

皿

甕

鉢

羽釜？

杯
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底部不調繁

底部不調杞

ロ緑部ヨコナデ時叶廻り
底部不調整？

底部不調整

底部不調繁

底部不調格

底部不調整

底部不調杞

底部不調整

内面ヘラミガキ

底部不調整

底部不調繋

ヨコナデ

ヨコナデ

I 
Iヨコナデ

I 

内外にヘラミガキ

内面ヘラミガキ輻 2%

ヘラミガキ幅 2%弱

ヘラミガキ幅1.5%弱

賠文、ヘラミガキ共輻1.5%強

ヘラミガヤ幅1.53/m弱

暗文有

口縁内側の沈線細

暗文幅 1.5%弱
ヘラミガキ幅 1ITT/m弱

ヘラミガキ直1.5%
暗文 幅 2ITT/m 

ヘラミガキ幅1.5%
昭文 幅 2%

外面指圧調整

ツバより下にヘラケスリなし

外面指庄調整

ヘラミガキ
幅 1ITT/m強

底部ヘラケズリ

タテハケ

ロクロケズリ逆時叶廻り
ロクロナデ時計廻り

ヅバより下はヘラケズリ

暗文幅 1.5lli/m弱

昭文幅 1%

内外にヘラミガキなし

内外にヘラミガキなし

砂含

砂含 I

砂含
I 

砂含

砂含
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含

含

含
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良
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砂含
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砂含

砂含

砂含

砂含

砂含

砂多含

砂含

砂多含

主
目湘

七
日店

E
H
 

未

主

H湘

良

良

良

良

良

良

良

良

良

硬

札

良

並

並

良

良

良

並

並

並

並

良

良

硬

良

良

良

良

陀

良

良

良

良

良

良

良

橙 褐 色

黄白

黄白

黄白

色

色

色

黄白色

淡橙褐色

黄白

色 I歪み有

棺 褐 色 1 小片

賠術色小片

淡黄色 1 完形、歪み有

褐色 I小片
I 

l茶褐色 l小片、黒斑

I淡褐色 l小片

赤褐色 1 小片

黄白

色

黒褐色

拍f-_は

灰白色

胎士は
灰白色

胎 tこは
淡黄白土

胎土は
灰白色

胎土は
灰白色

胎上は
黄白色

胎七は
灰白色

胎土は
灰白色

胎土は
灰白色

胎七は
灰白色

淡茶褐色

茶褐色

淡茶褐色

胎七は
灰白色

橙褐色

淡黄褐色

灰 色

％残

歪み有、はぼ完形

半欠

歪み有、はぱ完形

小片

％残

％残

小片

昭文なしか
杯部％残

歪み有、％残

小片

危み少し有

外面ヘラミガキ
なし

歪み有、小片

歪み有、小片

内外のヘラミガキ
密

小片

外面ヘラミガキ
見られず

1Jヽ）ヤ

小片

全み有、小片

底部片

昭文なしか
ロ縁部少残

口縁部少残

L l緑部少残

茶褐色

胎士は
灰白色

胎士は
灰白色

良 I胎七は
I灰白色

良 I胎 Kは
灰白色—— -~---~-~--~~_J_~--- ---

第 8表試掘坑出土土器一覧表

小片

底部片

底部片

賠文有、小片

小片
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欅があるらしい点は、伊賀地方にあっては異質的な

印象を受ける。台付皿(48)も大変類例か少なく、小

型椀等と共に新しくなると見られない器種である。

また、黒色土師器Bと思われる椀(40)も注目される。

(41)は11世紀中葉、 (42)は11世紀後策、 (43)は11世

紀末から12世紀初頭、 (44)は12世紀前葉から中党に

かけて、 (45)は13世紀前半、 (46)は13枇紀後半の所

産であろうか。さらに、他遺跡では高台の消失した
⑫ 

例も少くとも 2型式は存在する。伊賀の瓦器は14世

紀までは確実に存続したようである。

ところで、少なくとも比自岐盆地の瓦器は、旧阿拝

郡下出土例よりも暗文やヘラミガキの幅の広い例か
⑬ 

多い。巨視的には大和ブロ‘ノクに属しなから、その

内部での微細な異差を持ついくつかの系統の存在か

想定されよう。

承和昌賓と SD15出土土器 「承和呂賓」は皇朝

十―ご銭のひとつであり、初鋳年は 835年である。同

—銭のみかまとまって出土した事から、出土状態は

次に鋳造された「長年大賓」の初鋳年である 848年

以前の状態を止めていた可能性が大ぎい。このよう

に、単—・種類の皇朝銭をまとめて入手、所蔵できた

者は、社会的に限定された立場の者と考えられ、遺

跡の性格を名える上で輿味深い。

なお、 SD15出土土器(25-34)は、型式編年上 9
⑭ 

世紀蘭半に位憧付けられる一•括資料である。この年

代観は、近くから出土した「承和昌賓」と一致する。

緑釉陶器と製塩土器 伊賀では、半世紀程前に旧
⑮ 

中遺跡から緑釉陶器片 1点が表面採集されていたか、
⑯ 

その後、馬場西遺跡や下郡遺跡でも緑釉陶器と志摩

式製塩土器か出土した。そして、 L寺遺跡でも同様

に~者か出土したわけである。平安時代の馬場西遺

跡ば性格不明だが、下郡遺跡は伊賀郡街推定地であ

り、上寺遺跡も「承和昌賞」の出土等から一般集落

とは異質な要素がある。緑釉陶器や志摩式製塩土器

の流通に自由な商業活動は考え難く、やはり何らか

の権力を背後に想定すべきであろう。

上寺遺跡の性格 6世紀末から中世に及ぶ上寺遺

跡は、比目岐盆地には珍しく中野部に立地する。

この遺跡は、多数の「承和昌費」をはじめ、緑釉陶

器や志摩式製塩土器を出土し、一般集落とは異質な

印象を与える。そこで、文献にみる貞観寺比自岐荘

や神宮御厨か間題となる。特に、 「夕部柿」は即ち
オンヘガキ ⑰ 

「御幣柿」であり、 「御粋所」の所在地とする説か

想起される。この説に従って神宮の御厨と仮定すれ

ば、 「御神酒代布十七段白布八反並苧」か貞納され

ていたわけである。そこでまた、鉄製紡錘車の出土

か注目される。これは包含層出土であるか、他の多

くの遺物と同様に、御厨のあった頃の所産であろう。

状況証拠に過ぎないか、 「夕部柚」と土寺遺跡の

神宮御厨況に有利な巾実か確認されたわけてある。

<.!: 〉

① 小林行雄「爪県{j山古墳調住略闊 『H本名占学協会第 8

[II]総会研究発人要旨』 1951 

山田猛「「野市l如皮 七塚古墳」 『昭53県圃埋蔵文化財，凋介

報告』＿り「県教ft委員会 1979 

② 山田猛「じ野市比自岐 見場西遺跡」 『昭52県圃J朋磁文化財

調径報告』＿叩県教ff委員会 1978 

③ 『ヽド安遺文』第165号文甚

④ 『ヽE安遺文』第763号文淋

⑤ 近藤義郎『小ii~』磯部町教 fi'委員会 1976 

⑥ 佐々木弥四郎『伊賀史の研究30年』 1937 

中野銀郎『新紺伊行地品』 1939 

⑦ 『飛凡•藤原宮発掘調介概凱 3 奈良 jh] ヽi: 文化財研究所 1973

⑧ 小笠原好彦「近畿地 }j のし＾• 八但紀のL帥器とその流通」

『名古学研究』 104 1980 

⑨ 「宇陀・丹切占墳群」『奈良県史跡名勝大然心念物調介報告」

第30冊 奈良県教rf委且会 1975 

余良県立橿椋、名古学研究所『大［山逍跡』榛I見町教宥委員会

1977 

j頂じ2内に全JEIの鉄製紡錘中か56例犯成されている。県ドて

は寺煩rt~館址（ド村登良男『東名阪道路埋｝淑文化財，凋介報告』

:_ij{県文化財連盟 1970)て1例出十している。

⑩ 奥!'昌洪『東亜銭，じ』 1938 

⑪ (41)と「,i]烈式の類例は、 I寺遺跡の汎i隣りに位；；りするドリ合

遺跡ても確品されている。

⑫ 翌『昭54県圃埋蔵文化財調作報告』褐救の神ノ木館跡や心I'

氏館跡て表lin採比竺れている

⑬ 白石太郎「越狩氏居館出 Lの瓦器」『古代学研究』 85 1977 

橋本久禾O「中柑：ーL器の地域色と流通」『名占学研究』104 1980 

⑭ 余良[!cl立：文化財研究所『飛島・藤原宮跡発掘調介概鼠 8 1978 

⑮ 沖1::,卯之「：庫県田中遺跡出Lの北器と緑釉卜器片」 『古代

学研究』 15・16 1956 

⑮ 中森英人:. 山田猛• 山本雅靖『トIt詞i跡発掘調代報；1,'』 I: 野

市教ff委員会・!'.野市卜郡遺跡調介会 1978 

山Ill猛『ド郡遺跡，，式掘，凋介概報』 :_爪児教ff委H会 1979 

⑰ 註⑥に同し
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3 . 親

1 . 遺 構

・現状では、直径約 3.5m、高さ約60cmの小円丘で

あり、俗信により耕作地の対象外におかれている。

調令の結果、この円丘は人頭大以下の円礫により

形成されている・¥が明らかとなった。さらに、この

礫層中から、中・近世陶器片(66-68)か出土した。

これにより、近世以降に成立したものと判明したが

肛図的な築造か、畑の石を捨てた結果できたような

非紅図的なものかは明らかでない。

2. 遺物

(66)は常滑焼の大甕であり、口縁部は折れ曲がる。

(67)は無釉の片口摺鉢である。 7本の目を持つ櫛

状具で逆時計廻りに施すか、各単位は上部では間隔

を間ける。やや薄手であり、茶色の硬いものである。

(68)は茶色の釉を令面に施した抽鉢てある。

3. 小結

播鉢石神塚2号墳表面採集例(75)は15世紀の所

産と思われるが、 (67-68)は近世に属し、産地も異

なるものであろう。 (67)から (68)へと型式的変遷を

遂げており、 (68)は江戸時代に属すと考えられる。

親王塚 近世以降に成立したものであるが、意図

的な築造であるか否かは明らかでない。しかし、い

ずれにせよ、いつの頃からか「親王塚」と呼ばれ、

手を入れてはならぬものとして村民に伝えられてき

た、ひとつの民俗遺産である事は明らかである。

王 培:

-~ 三□□□二1"

旦t-=C~□□ニ二杜
4m 

l 表土

2 環（中・近世陶器包含）

3 黒灰色士（瓦器包含）

4 地山（茶灰色砂質土、疇）

第105['メ］ 士層断lfli図 (1 : 80) 

戸＇三

,`‘ 

応

第106図 十器実測図 (1 : 5) 
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4 . 石神塚 1． 2号墳

(I) 

1 . 

遺

号 墳

幅 1m、長さ 5-6m余りの試掘溝を 4方向に設

定した。 しかし、いずれの試掘溝でも封しや周溝を

始めとした人為的な遺構を確認するに至らなかった。

層序は、水田耕土下に床土か 1-2層見られ、 この

下には粗砂や砂質土か薄く堆積し、地山に至る。

周溝は、元来存在しなかった可能性か大きいか、

浅い/,';]溝なら削平された可能性もあり、現状ではい

づれとも決し難い。

残存墳fr部には 1m程の山石か見られる。＇ド板測

贔と表面観察による限り、横穴式石室であり、玄宇

輻1.3m前後で西に開口するような印象を受ける。

(2) 遺 物

(69)はT2出土の高杯脚部片である。沈線は有る

か、透孔は無いようである。灰色を呈し、焼成は良

好であり、胎t中に砂粒をはとんど含まない。

(70)はT2出土の土錘であり、 34gを測る。

T3 

~ T4 

。
Sm 

(I : 125) 

_T\ 二~--~二三ニニ -205.8

_205.8 

ー

2

3

4

耕土

灰色粘質土（畦）

床土 (I番床）

床土 (2番床）

5

6

7

8

 

茶色粗砂

黒塙色砂質土

茶黒色砂質土

地山

T 3西壁
ー亡― V ____:_____←J― V V --1-205.4 

丙• 7/.'宍応芸臨和和六~三:;::--.-.. ,::,.-幸云

_Te:__二--__"_~、~'T_ 205.2 

5m 
(I : 80) tci'¥107['又l れ神塚 1け梢
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T4 

~ 

T3 

.・ 一1―ー······.···~
¥ ,.---l 

T2 

Tl 

゜

_203.4 

ー

2

3

4

5

耕土

床土 (I番床）

床土 (2番床）

灰福色粘質土

地山

第108図
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八,:こヽ

ニ《 73

75 
10cm 

第109[:x] 遺物実測図 (1: 4) 

1号墳(69-70)、 2号墳(71-75)

2. 2 号墳

(1) 遺構

現存する墳丘は、径約 5m、高さ 1m足らずを測

り、小円礫が多数見られる。

幅約 1m、長さ 6-8mの試掘溝を 5方向に設定

したが、封土や周溝等は認められなかった。土層は

1号墳付近と基本的な相違は無く、水田耕土下に 2

層の床土か見られ、この下には部分的に薄い灰褐色

粘質土が存在し、地山に至る。

(2) 遺物

(71)はT5出土の短頸壺である。小片のため不明

確だが、把手状のものか 1対付くらしい。胴上部に

は櫛描列点文を持つ。器表面は暗灰色であるか、器

肉は暗いセピア色を呈し、硬質である。
① 

(72)は(75)と共に、表面採集品である。

(72)は長脚 2段透高杯である。透孔は 4方向に施

すが、上段のものは「透し」になっておらず、切り

込みに止まっている。杯部外面には灰白色の厚い灰

かぶりが見られる。器表は黒灰色だが、器肉は暗い

セピア色を呈し、硬質である。

(73)はT5出土の S字状口緑台付甕である。灰褐

色を呈し薄手であり、胎土中には砂粒を含む。

(74)は青磁碗である。高台削り出し時のロクロは

逆時計廻りである。釉は灰緑色を呈し、厚く施され

る。胎土は灰色を呈し、硬質で砂を含む。
② 

(75)は摺鉢片である。口縁部はやや外反し、ロク

口は時計廻りである。 4本の目を持つ櫛状具をまば

らに施す。茶褐色を呈し、焼成は良好であり、白色

小石を含む。推定口径は25cm程である。

3. 小結

1号墳 墳形、規模、周溝の有無等は明らかでな

く、伴出遺物も確実なものはない。しかし、墳丘上

に残存する石から横穴式石室であり、その玄室幅は

1.3m前後と推定される。残存する墳丘と考え合わせ

れば、後期の小規模な円墳である可能性が大苔い。

築造時期は、確かな根拠はないが、強いて求めれ

ば高杯脚部片(69)が6世紀後半頃のものである点か

ら、この頃に築造もしくは追葬の北時期か打えられ

よう。

2号墳 やはり墳形や規模、周溝の有無等は明ら

かでなく、確かな伴出遺物もない。墳丘上には小円

礫は多数見られるが、横穴式石室の石材と名えられ

るものは見られす、内部主体も明らかでない。築造

時期も確かな根拠は得られなかったか、試掘溝出土

品(71)と表面採集品(72)の色調や焼成等が良く共通

しており、副葬品の一部である可能性が大きい。こ

れらは 7世紀初頭の所産である。したがって、 2号

墳は築造もしくは追葬の一時期が 7世紀初頭に属す

る、小規模な円墳と推定される。

畿内の群集墳は、 7世紀初頭頃から急速にその形

成を停止し、追葬期に入る例か多いと指摘されてお
③ 
り、伊賀においても同様な傾向が窺える。石神塚 1・

2号墳も群集墳のひとつとして、その盛期に築造さ

れたものであろう。ただ、多くの古墳が丘陵上に立

地するのに対して、石神塚 1・2号墳は平地に立地

する点がやや相違する。また、比自岐盆地では、横

穴式石室を有する古墳は多くなく、石室規模も概し

て小さい。こうした傾向は、例えば大山田盆地等と

は明らかに相異するものであり興味深い。

なお「石神塚」の名は、この古墳の別名てある「：［名
④ 

軍塚」と共に、楽の神い仰と関係するようてある。

(ilJ Ill 猛）
＜註〉

① 森Ill桜男氏の表向採集品てあり、氏の御好．心による。

② 似楽咳羹式験場歳の長禄 2(1458)年銘摺鉢に類似する。

③ 森浩一「古墳時代後期以降の埋葬地と墓地」 『"倫リこ終木!tll

,1ili1』 1973

④ 柳田国男監『民俗学ボ典』 1972 

大塚民俗学会編『日本民俗事典』 1972 
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いっぽんすぎ

XIV 名張市西田原 一本杉遺跡

1 . 位憤と環境

一本杉遺跡 (1) は行政区画上、名張市西田原字

一本杉に所在する。近鉄大阪線美旗駅西北西約 1.8

kmの地点に位置し、すぐ東には上野と名張を結ぶ幹

線道路である国道 368号線（名張街道）を臨む。遺跡

は地形的には西から東へ下る山の斜面状に位置し、

標高205m内外を有する。

周知の如＜、芙旗駅周辺は県下最大級の規模を誇

る馬塚(2) をはじめ、殿塚占墳(3) 、女良塚古墳

(4)、毘沙門塚古墳(5)、貰人塚古墳(6)とよばれ

る大小の前方後円墳が所在し、美旗古墳群として国

史跡として指定されている。これらの占墳はそれぞ

れ時期的な差異をもつ点等より同一政治集団が構築

した一世代ー墳的なものとして捉えられている。一

方、当遺跡の周辺の遺跡として、東田原地区には土

帥器、瓦器の散布している東田原A・B・C遺跡 (7

-9)、室町時代の単郭式の城跡である殿藪城跡(10)

等が知られ、西田原地区には界外遺跡(11)、田原氏

堡(12)、また、遺跡に近接するところでは水越A・

B遺跡 (13・14)かあり、 B遺跡では埴輪片も採集

されている。

以上、遺跡周辺は古墳時代から中世に至る各時代

の遺跡か点在する処であるか、発掘調査例もかつて

無く、当地域の歴史は不明な点か多いが、かく周辺

の遺跡等を紹介、概述するにとどめておぎたい。

第110[刈 遺跡位附図 (1:25000 名り上• 月ヶ瀬• 阿保・伊勢路・国L地理院）

- 149 -



2 • 遺

遺跡の層序は第 I層；表土、第II層；黄褐色土（地

山）となる。遺物包含層は明確に認められず、地形

的に斜面状にありすでに流失したものと思われる。

遺構は第II層 l濯．面で確認で苔、遺構内埋土はおよそ

黒褐色土で、これが包含層にあたるものであろう。

検出遺構は竪穴住居 3軒、溝、柱穴等である。

1 . 竪穴住居

SB! 東に低〈なる斜面に検出されたコの字形

の周溝で翌穴住居址の一部と考えられる。復応する

と約 i 辺5.2mの方形プランの住居址となる。プラン、

周溝ともに東側の低い部分はすてに削平を受けて

床面が流失されている。周溝は幅30cm前後、深さ約

20cmである。主柱穴等はみられない。

5B2 SBlより約 3m下のテラス状の地形で

検出。 SB3の床面埋土を切ってつくられ、竪穴の

深さは SB3より若干深い程度で、周溝を有する。

構

周溝は岐際にめぐり幅35-40cm、深さ床面より 20-

25cmである。南壁面東寄りには長軸1.2m、短軸 1m 

余、深さ約50cmの貯蔵穴をもつ。床面では中央部寄

りの隅に主柱穴 4個を検出した。北隈面に接してカ

マドと煙道がみられる。カマドは周溝を掘った後に

つくられ、現況は馬蹄形に両そで部のみ残り、白色

粘土で構築されている。煙道は長短 2本みられ、時

期差と考えられる。床面に焼土はみられないが、炭

化した木材片を検出した。

5B3 SB2に切られ、その全容は不明である

力＼—-辺約 3.8m の方形プランをもつ住居址と考·えら

れる。周溝、主柱穴等はみられない。

2. その他の遺構

SB 1の北方約12mで検出した柱穴と考えられる

P4、また、 SB2・3の南西で検出された溝 (s

D 6) とそれにつづく落ち込み遺構 (SX 5)等か

第111図遺跡地形図 (1: 5000) 
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第113図 SB 1実鼎j[又](1 : 60) 

あるか、いずれも局部的な検出のため、その全容と

性格は不明である。尚、 P4の埋土からははぱ完形

に近い須恵器杯 (21-23) を検出している。

3 . 出土遺物

出土遺物はコンテナバット（整理箱） 10箱程度と

少量である。種類は土師器、須恵器、瓦器、陶磁器

等の土器類がその主を占めるが、屋瓦、砥石、五輪

塔（風輪）の欠損部、また、表採資料として石鐵と

チャート剥片がある。時期的には表採のものを除く

と大半は古墳時代後期から飛鳥時代に属するが、下

って中世、近世の遺物も含まれている。遺物は小片

が多く、図示し得るものは少ないが、以下、竪穴住

屈 (SB1·SB2) を•括介料として取り Lげ、

他は包含層出土として種類、形態別に個々概述して

ゆく。

1 . SB  1出土の土器

土師器甕 (1・2) いずれもくの字形に外反す

る口縁部をもつ甕であるか、 1は厚手、 2は薄手で

ある。 1は口縁部内外面をヨコナデ、体部はハケメ

調整がみられる。色調は橙褐色を呈し、胎土は細砂

粒が目立つ。焼成は良好である。 2は白っぽい淡褐

色を呈し、石英粒を多く含む粗い胎土をもつか、調

整技法は内外ともに磨滅かすすみ、不明である。

須恵器杯A (3・4) 口径15.2cm・11.6cmと法

贔に差異をもつが、両者ともに底部ヘラ切り未調整

の杯身である。色調はそれぞれ淡灰色、灰色である

か、砂粒をi比入する点は共通している。 4の内面中

央には仕上げナデの跡が明瞭にのこる。ロクロ回転

はいずれも順廻りである。

須恵器杯B (5) 外方に強くふんばる形の高台

をもつ。胎土は比較的緻密で、色調は杯Aに比べ白
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第114図 SB 2・SB 3実測図 (1: 60) 

っぽい。外底面はヘラ切り後、一部ナデている。内

面中央に仕上げナデがみられる。ロクロ回転順廻り

である。

2. SB 2出土の土器

土師器椀A (6) 底部を欠くが椀形態と思われ

ロ縁部は外反し、端部は尖り、内側に面をつくる。

ロ縁部内外面はヨコナデ調整されているが、体部は

内外ともに1伐減かすすみ、調整手法は不明である。

赤味がかった茶褐色を呈し、大小の砂粒を多く含む

胎土である。体部の一部に黒斑がみられる。

土師器椀B (7) 黄褐色を呈し、緻密な胎土を

もつ。口縁部は垂直に立ち上り、端部は尖先となる

内面は全体に平滑にナデられているが、外面は口縁

部をヨコナデする他は、不調整で凹凸が残る。

土師器椀C (9) 形のややいびつな深鉢状を呈

する椀で底は平底風である。色調は明茶褐色を呈し

胎土は大小の砂粒を多く含み粗い。全体に磨減がす

すみ、調整技法等は不明である。

土師器甕A (8 10) いすれも肩の張らないな
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だらかな体部をもつ甕で、 8は口縁部はゆるやかに

外反して端部は丸くおさまる。口縁部内外面はヨコ

ナデ調整、体部内面はナデられる。外面には磨減か

みられるが、わずかにハケメの跡がのこる。調整手

法は両者共通するところが多いが、 10の体部外面に

は一部分縦方向にヘラケズリされたような面をもつ。

8は淡茶褐色、 10は明黄褐色の色調をもち、胎土は

いずれも砂粒を多く含む。

土師器甕B (11) くの字形に外反する口縁部で

端部にはヨコナデによる一条の沈線が走る。口縁部

内外面はヨコナデ調整、肩部内面はナデられるが、

外面はハケメ調整が施される。色調は黄褐色、胎土

は砂粒を多く含む。

土師器甕C (12) いわゆる S字甕の退化した厚

手の短い口縁部と張りのあるイ本部に脚のつく台付甕

である。脚部はハの字の開き、最下部は内側に折り

返され、ヨコナテによる凹面をつくる。口縁部内外

面はヨコナデ調整、体部外面は粗いハケメが施され

る。内面はナデつけられるが磨減が進み不明な部分

が多い。脚部の端部はヨコナデがみられるが、その

上方は不調略でユビオサエによる凹凸、指頭圧痕が

みられる。赤味を帯びた淡褐色を呈し、砂粒を多く

含む胎土をもつ。内向の底部近くは焦げによる煤の

付着か濃くみられる。

須恵器杯身 (13) 復元口径11.4cmの杯身の小片

で、立ち上りは垂直に近く高い。淡青灰色の色調を

もち細砂粒を含む。ロクロ回転逆廻りである。

3. 包含層出土の遺物

（土師器）

直口壺 (14) やや外反する短い口縁部に長球状

の体部をもつものと考えられるが、底部近くは欠け

て全体は不明である。口縁端部には 9ヶ所の輪花に

似たえくりかある珍らしい形態をもつ。全体に磨滅

が進み調整手法は不明であるが、肩部に一部縦方向

の細いハケメの跡が残る。体部内面には幾線もの粘

土輪積みの痕跡が確認できる。色調は淡茶褐色、胎

土中には多最の大小の砂粒を含む。甕とも考えられ

るが、内外ともに煤の付着はみられない。

広口壺 (18) ラッパ状に開く口縁部より 1本部は

強く肩の張る形態と考えられる。全体に磨減がひど

く調整手法は不明である。色調は濃茶褐色、胎土に

は大小の石粒、砂粒を多量に含む。

甕 (15) くの字形に外反する口縁部は端部で上

方につまみ上げた形態をもつ。口縁部内外面はヨコ

ナデ、体部外面はやや祖いハケメが施されるが、内

面は磨減して不明である。黄褐色を呈し、胎土は細

砂粒を含む。

椀 (16・17) いずれも丸味のある体部から口縁

部は垂直に立ち上り、端部は外反する形態をもつが

17は16よりひとまわり大きい。両者とも口縁部付近

は内外面ともにヨコナデされて、内面はナデられて

いる。外面、 16ではナデが不徹底でオサエによる凹

凸を残す。口縁近くにはハケメの痕も若干残る。 17

ではナデも多少みられるが、全体に不調繁で、オサ

工による凹凸と共に指頭圧痕を多く残している。色

調は白っばい茶褐色を呈し、胎土は比較的緻密であ

る。尚、 17の内面全体に黒煤の付着が厚くみられ、

椀内部でものを燃やした痕とも考えられる。

（須恵器）

杯蓋 (19・20) 19は口径13cm前後、20は口径12.3

cmで法量的に似ているか、 19の天井部は20に比べ扁

平である。向者ともに天井部とイ本部を分ける鋭い稜

線を有する。 19では天井部約令、 20では約令ヘラケ

ズリされている。ロクロ回転は逆廻りである。 19は

白灰色でやや焼成か軟弱、 20は青灰色で焼成は堅固

である。胎土中には 19・20ともに細砂粒を比較的多

く含む。

杯身 A (21) 口径12.7cm、器高3.6cmで、白っば

い灰色を呈する。底部はヘラ切り後、不調整である。

内面中央には一方向の仕上げナデがみられる。胎土

は略緻。

杯身 B (22・23) 22は低く外方へふんばる高台

を有し、体部は、ゆるやかに外反して立ち、口緑端

部はなお外反してやや尖り気味におさまる。底部外

面はヘラ切り未調整である。内面中央付近に仕上げ

ナデの跡がのこる。色調、胎土ともに21に極めて類

似している。 21と共に p4 (柱穴内）より出土した

ものである。 23は青灰色を呈し、 21・22と色調を全

く異にする。低く外方ヘハの字状にのびる高台より

体部は垂直に近く立ち、端部はそのまま丸くおさま

る。胎土は堅緻である。
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（瓦器）

椀 (24) 口縁端部の内面に沈線が一条走る椀で

ある。外面の口緑部付近は横方向、体部は乱方向に

やや粗いヘラミガキをもつ。内面は見込み部近くま

で細いヘラミガキ調整かみられる。見込み部は小片

で不詳であるが、ジグザグ状の暗文と考えられる。

色調は黒灰色、胎土は淡黄灰色で、細砂粒を少最混

じえる。

小皿 (25) 口径9.2cm、器高2.2cmで外面は口縁

部と底部の境目で鈍い稜を 2段もつ。口縁部はヨコ

ナデ、底部は不調整でオサエによる凹凸を残す。内

面、口緑部は横方向に細いヘラミガキ、内底部には

やや粗いジグザグ状の暗文が平行して走る。色調は

淡灰色、胎土は灰白色で細砂粒を少量含む。

（屋瓦）

軒丸瓦 (26) 段顎• 浅顎形式の軒平瓦の一部で

ある。瓦当は周縁と内区のみで飾られ、内区は中央

部に三巴文を一つ配し、巴文を中心に均整唐草文を

配するものと思われる。色調は淡灰色を尼し、胎土

には砂粒を多く含むが焼成は堅緻である。

（石製品）

砥石 (27) 板状に自然剥離した砥石の→部分と

考えられ、ー酋面に使用擦痕がみられる。色調は暗灰

緑色を呈し、堅緻な石質で、結晶片岩 (f枚岩）と

考えられる。

4. 表採の遺物

石鎌 (28-30) いずれも無茎凹基式の形態で、

石質はサヌカイト製である。

フレイク (31) チャート製の俵lj片で、両サイド

に刃遺しかみられ、挟れた・ 祖iにノノチがみられる。

器形は不明であるが、製品として使用されたものと

考えられる。

4 . 結

1 . 遺構について

検出遺構として明確なものは SBl・SB2・S

B3の竪穴仕肘 3軒である。床面埋 tの出 L遺物

より時期決定すれば、 SB2は古墳時代後期 (6世

紀初頭～前半頃）、 SBlは下って飛鳥時代 (7世

紀中葉～後半頃）に位置付けられる。なお、 SB3

は遺物を含まないか、 SB2との切り合い関係より

ヽ

SB2より古くなる。時代順には SB3→ SB2→ 

SB 1となる。 SB2・SB3は規模も類似し、小

時期差による立て替えとも考えられる。構造的に S

B3は周溝をもたず、主柱穴も不明である。 SB2

は周溝、主柱穴をもち、また貯蔵穴を具備している。

北壁面にはカマドと坪道か確認された。当時期の略

穴住居としては普遍的なものであろう。

さて、限られた発掘面積と少数の住居検出のため、

集落構造等を云々することはできないが、立地条件

的には斜面をテラス化して、あるいは各時期毎の竪

穴住肘群（集落）か、幣状、あるしヽは環状に拡かっ

ている可能性も全面的には否定て答ない。

また、 SBlの北約lOm、発掘区北壁近くで掘り

万、深さともしっかりしたピット（柱穴？）を検出

五
口――

11" 
している。ピット中の遺物は時期的には SD1に近

い。翌パの他に、掘立：杵建物の周追への ({{1も想像

されるか、遺跡全体の竹格、あり }jについては本調

介では不明と言わ竺るを得なし‘。

2. 遺物について

小址ではあるか、竪穴住屈 (SB1・SB2) よ

りt師器（椀．甕笠）と須也器杯か1半出して出 L

している。これらを一応、一括資料として扱えば、

SB 1出土のものは飛鳥時代 (7世紀中薬～後半）、

SB2出土のものは古墳時代後期前半 (6世紀初頭

～前半）のものとして各時期の土器編年資料の一つ

として有効となろう。他は包含層、あるいは、表採

のもので時代的に各時期のものを混在するが、数最

的には古墳時代後期に属するもの (14-20)が多い

須恵器杯B (22・23)は飛鳥時代のものと考えられ

る。その他、瓦器は古手のものが多く、 24・25共に

平安時代末頃に位罹付けられる。 25は形態的にも稜

線をもち、1-L器小皿としては珍しい。 26のIや此は：［巴

文を配し、中世（鎌倉時代）に下るものであろう。

表採としての石鏃 (28-29)は縄文時代後・晩期か、

31は時期不明である。 （三ツ木貞夫• 新田 洋）
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